
第1節地理的概要

図表3－90上ケ田の位置
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水
田
が
広
が
上
ヶ
田
は
山
が
ち
な
富
岡
地
区
の
中
で
も
水

る
上
ケ
田
田
地
帯
と
い
う
景
観
を
持
つ
。
「
平
坦
一
一
シ

テ
車
馬
二
便
ナ
リ
田
圃
一
面
盤
石
ヲ
布
ク
ヵ
如
ク
実
一
一
上
ヶ
旧

ノ
名
二
適
シ
タ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
」
（
「
地
誌
取
調
草
案
」
）
と
あ
る
よ

き
せ
み
し
ゆ
く

う
に
、
黄
瀬
川
と
御
宿
の
山
に
制
約
さ
れ
な
が
ら
も
山
裾
に
湧

き
出
た
水
を
用
水
に
し
て
水
田
を
拓
い
た
地
区
で
あ
る
。

上
ヶ
田
は
裾
野
市
中
心
部
か
ら
北
の
方
向
に
位
置

位
置

し
、
東
西
六
一
○
脳
、
南
北
約
肩
假
の
広
さ
が

あ
る
。
さ
ら
に
北
約
二
○
○
脳
の
と
こ
ろ
に
、
東
西
約
一
二
○

脚
、
南
北
約
五
八
○
牌
の
広
さ
の
飛
地
が
あ
る
が
、
現
在
、
〉
）

こ
は
関
東
自
動
車
工
業
株
式
会
社
の
社
宅
地
と
東
名
高
速
道
路

と
な
っ
て
い
て
、
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
東
と

か
ね
ざ
わ
か
ず
ら

北
東
及
び
南
は
御
宿
地
区
に
囲
ま
れ
、
北
と
西
は
金
沢
と
葛

や
ま山

に
接
し
て
い
る
。
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第20章上ケ田

み
し
ゆ
く
し
ん
で
ん

地
形
と
土
北
側
は
御
宿
新
田
の
台
状
地
形
末
端
の
急
斜
面

地
利
用
が
せ
ま
っ
て
お
り
、
西
と
そ
の
南
側
は
金
沢
か

ら
続
く
低
丘
陵
で
、
と
も
に
雑
木
林
と
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林

地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
黄
瀬
川
の
形
成
し
た
河
岸
段

丘
で
、
西
方
へ
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
、
大
部
分
が
御
宿

せ
ぎ

の
カ
ロ
ウ
ト
堰
用
水
に
よ
る
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
北
の

傾
斜
地
と
西
の
低
丘
陵
の
裾
部
は
湿
田
で
、
一
部
は
湧
き
水
が

あ
っ
て
池
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
辺
り
を
水
源
と
す
る

く
ぼ

久
保
川
が
浅
く
浸
食
し
て
低
地
を
形
成
し
、
南
へ
向
か
っ
て
流

出
し
て
い
る
。
こ
の
久
保
川
に
沿
っ
て
集
落
が
南
北
に
形
成
さ

れ
て
い
る
。

ま
え
の
た

集
落
の
中
心
は
、
前
ノ
田
と
呼
ば
れ
る
付
近
で
、

集
落

辻
に
は
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
道
祖
神
が
建
ち
、

そ
こ
か
ら
地
区
の
主
要
な
道
が
分
か
れ
る
。
と
く
に
北
か
ら
南

へ
と
向
か
う
道
に
は
、
旧
戸
と
呼
ば
れ
る
家
々
が
並
び
、
そ
の

南
端
で
西
に
折
れ
て
上
ヶ
田
地
区
集
会
所
お
よ
び
市
立
富
岡
保

育
園
へ
と
続
く
。
保
育
園
裏
に
は
共
同
墓
地
が
あ
り
、
現
在
、

じ
’
よ
う

区
で
整
理
を
し
て
造
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
も
と
浄

ね
ん
じ

念
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
。
集
落
の
東
側
に
は
黄
瀬
川
が
流
れ
、

ま
ち
あ
い
ま
ち
や
だ

そ
の
川
岸
に
は
待
合
（
字
待
谷
田
）
と
い
う
場
所
が
あ
る
。
こ
こ

に
も
旧
戸
が
集
ま
り
、
道
祖
神
も
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
上

写真3－95上ケ田全景

（左側に神明宮の森）

854



第2節 歴史概要

ケ
田
の
氏
神
は
神
明
宮
で
あ
る
が
、
集
落
の
西
端
、
葛
山
境
近

く
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

せ
ん
ね
ん
じ

浄
念
寺
は
、
葛
山
仙
年
寺
末
の
浄
土
宗
の
寺
で
あ
っ
た
。
浄

い
ま
ざ
と
じ
よ
う
ど
い
ん
ち
ゅ
う
こ
う
か
い
ざ
ん
ぷ
ん
よ
し
よ
う
に
ん

念
寺
は
、
今
里
の
浄
土
院
の
中
興
開
山
文
譽
上
人
の
生
誕
の
地

と
伝
え
る
（
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
）
。
ま
た
共
同
墓
地
に
は
区
内

の
家
々
の
墓
が
あ
る
が
、
家
に
よ
っ
て
檀
那
寺
が
違
う
。
柏

せ
ん
ぷ
く
ふ

木
・
勝
又
家
は
葛
山
の
仙
年
寺
、
土
屋
・
八
木
家
は
千
福
の
普

み
よ
う
じ

明
寺
（
曹
洞
宗
）
、
杉
本
家
は
今
里
の
浄
土
院
（
浄
土
宗
）
と
な
っ

て
い
る
。

上
ヶ
田
の
原
始
。
古
代
ま
で
は
、
遺
跡
や

金
沢
手
城
山
跡

資
料
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
。

げ
ん
た
か
い
ど
う

上
ケ
田
の
集
落
か
ら
葛
山
の
字
源
太
海
道
へ
出
る
中
程
に
、

1

第
二
節
歴
史
概
要

中
世

て
し
ろ
や
ま

手
城
山
と
い
う
金
沢
の
飛
地
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
高

さ
約
二
五
腕
の
頂
部
の
平
ら
な
小
丘
が
あ
り
、
小
祠
を
ま
つ
っ

て
あ
っ
た
が
、
土
取
工
事
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い

ぬ
ま
た
あ
い
ぞ
う

う
。
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
、
こ
こ
を
踏
査
し
た
沼
館
愛
三

は
、
葛
山
に
あ
る
葛
山
城
の
出
城
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
「
市

史
』
一
八
五
号
）
。

葛
山
氏
一
大
森
・
葛
山
系
図
に
よ
る
と
（
『
市
史
』
二
‐
付

こ
れ
た
だ

か
げ
た
だ

族
の
支
配
録
系
図
集
）
、
葛
山
氏
の
祖
惟
忠
の
三
男
景
忠

こ
れ
し
げ

は
上
田
殿
、
兄
惟
重
は
御
宿
殿
と
あ
る
か
ら
、
一
族
の
所
領
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
葛
山
氏
系
図
に
は
、
こ
の
ほ
か
金
沢

ほ
つ
き
よ
う
り
つ
し

殿
、
伊
豆
佐
野
・
土
倉
領
主
、
平
山
法
橋
、
平
山
律
師
、
中
里

小
五
郎
、
金
屋
宮
原
領
主
な
ど
、
一
族
に
は
こ
の
周
辺
の
地
名

に
ち
な
ん
だ
人
々
が
お
り
、
〉
）
れ
ら
の
地
域
を
開
発
し
て
土
着

し
領
主
と
な
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。

中
世
後
半
ま
で
は
葛
山
氏
一
族
の
領
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
資
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
一
六
世
紀
の
後
半
、
葛

山
氏
の
転
退
後
、
後
北
条
、
武
田
、
徳
川
と
支
配
の
変
遷
が
あ
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第20章上ケ田

支
配
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
幕
領
、

支
配
と
村
高

一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
以
降
小
田
原
藩
領
と

な
り
、
一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
以
降
幕
領
に
戻
っ
て
い
る
。
市

あ
い
き
ゅ
う

域
で
は
唯
一
相
給
の
村
で
、
東
分
は
一
六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年

以
降
旗
本
松
平
氏
領
分
七
六
石
余
、
西
分
は
一
七
○
五
（
宝
永

二
）
年
以
降
旗
本
安
藤
氏
で
八
○
石
余
を
領
有
し
、
幕
末
に
至

っ
て
い
る
。
そ
の
支
配
は
、
東
分
の
松
平
氏
が
大
坂
城
や
甲
府

勤
番
の
要
職
を
勤
め
た
た
め
財
政
難
で
年
貢
が
重
く
、
こ
れ
に

対
し
西
分
の
安
藤
氏
は
「
人
民
を
愛
す
る
こ
と
子
の
如
く
」
と

い
わ
れ
る
善
政
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
」
）
。
こ

の
よ
う
に
、
一
村
を
二
人
以
上
の
領
主
が
領
有
す
る
知
行
形
態

を
相
給
と
呼
ぶ
。

村
高
は
、
正
保
郷
帳
一
二
石
余
、
元
禄
郷
帳
一
五
八
石
余
、

天
保
郷
帳
一
六
○
石
余
で
あ
る
。
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
は
西
分

り
近
世
を
む
か
え
る
。

2

近
世

３
近
現
代

近
世
の
上
ヶ
田
村
は
、
一
八
七
二
（
明
治

行
政
区
の
変
遷

五
）
年
の
大
区
小
区
制
の
導
入
に
よ
っ
て

第
一
大
区
五
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年

み
ず
く
ぼ

の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
市
域
の
水
窪
以
外
の
村
々
と

あ
ん
ど
う
さ
へ
え

ま
つ
だ
い
ら
と
き

が
安
藤
左
兵
衛
知
行
八
○
石
六
斗
三
升
七
合
、
東
分
が
松
平
時

さ
ぷ
ろ
う

三
郎
知
行
七
六
石
九
斗
三
升
と
出
て
い
る
。

上
ケ
田
村
の
概
寺
は
蔦
山
仙
年
寺
末
の
浄
土
宗
浄
念
寺

要
と
村
方
騒
動
（
除
地
一
石
四
斗
余
）
、
氏
神
は
神
明
社
（
除

よ
り
と
も

地
七
斗
余
）
で
あ
る
。
陣
馬
、
兜
石
な
ど
頼
朝
伝
説
に
関
連
し

た
伝
承
を
有
す
る
地
名
を
伝
え
る
。

き
も
い
り

一
五
九
九
（
慶
長
四
）
年
八
月
、
以
前
の
肝
煎
（
名
主
級
の
村
役

人
）
新
七
郎
が
迷
惑
で
あ
る
と
の
小
百
姓
の
訴
え
で
、
九
月
こ

ぐ
な
い
ざ
え
も
ん

よ
こ
た
む
ら
あ
き
ら

十
九
日
に
御
宿
村
の
宮
内
左
衛
門
（
湯
山
家
）
が
横
田
村
詮
か
ら

肝
煎
に
命
じ
ら
れ
た
。
横
田
村
詮
と
い
う
の
は
、
当
時
駿
河
国

を
治
め
て
い
た
中
村
氏
の
重
臣
で
あ
る
。
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第2節歴史概要

図表3-91上ケ田の字

山ノ神戸

横手

深
田
深
田

三
ツ
長

横
手

上
ノ
田

待
谷
田

前
ノ
田

前
ノ
田

庚
申
塚

宮
原

南
田洞

図表3－92上ケ田の字一覧

三ツ長（ミツオサ）

南田（ミナミダ）

宮原（ミヤバラ）

l l 1ノ神戸(ヤマノカミド）

横手(ヨコテ）

上ノ田（ウエノタ）

庚申塚(コウシンヅカ）

深田（フカダ）

洞(ホラ）

前ノ田(マエノタ）

待谷田(マチヤダ）
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第20章 ピケ田

と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
》
一
の
大
区

小
区
制
も
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に

よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
再
び
近
世
以
来
の
上
ヶ
田
村
に
民
選
の
戸

長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
（
明
治
十

七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役

場
管
轄
区
域
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬
川
を
境

に
市
域
は
東
西
に
二
分
さ
れ
、
上
ヶ
田
は
「
御
宿
村
ほ
か
一
○

か
村
」
の
区
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
村
に
置

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
市
制
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、

す
や
ま

ふ
か
な
み
こ
い
ず
み

翌
八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四

つ
の
行
政
村
が
誕
生
し
、
上
ヶ
田
は
他
の
一
○
か
村
と
と
も
に

富
岡
村
に
属
す
こ
と
に
な
っ
た
。
財
産
規
模
の
小
さ
い
須
山
村

は
富
岡
村
と
町
村
組
合
を
設
け
て
、
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
を

結
成
し
た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
村
長
も

富
岡
村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十

二
）
年
に
町
村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
と
須
山
村
は
独
立
し

た
行
政
村
と
な
っ
た
。

い
ず
み

戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

ふ
か
ら

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町
と
な
り
、
一
九

七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市

と
な
っ
た
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
三
二
戸
、
人
口
一
六

一
人
（
男
八
七
人
・
女
七
四
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
八
（
明

治
二
十
一
）
年
頃
の
「
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
、
自
治
区
造
成

に
関
す
る
諸
表
」
で
は
、
三
四
戸
、
二
○
七
人
で
あ
る
（
『
市

史
』
四
‐
三
四
二
号
）
。
ま
た
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
は

四
三
戸
、
三
二
九
人
で
あ
る
（
「
大
正
十
四
年
度
富
岡
村
事
務
報

告
」
）
。
ち
な
み
に
富
岡
村
の
人
口
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年

が
四
二
七
二
人
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
が
五
二
五
五
人
、
一

九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
が
六
一
七
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
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第2節 歴史概要

一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
人
口

は
三
五
○
人
、
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
は
七
五
世
帯
、
三
六
二

人
（
男
一
七
四
人
・
女
一
八
八
人
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
七

五
年
の
統
計
に
比
、
へ
る
と
世
帯
数
で
は
約
二
・
三
倍
、
人
口
で

は
約
二
・
二
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に

は
、
一
二
○
世
帯
、
四
三
八
人
で
あ
る
。

農
産
物
と
竹
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草

行
李
製
造
案
」
で
は
、
田
一
三
町
五
反
八
畝
二
一
歩
、

宅
地
一
町
九
反
八
歩
、
畑
四
町
七
反
九
畝
六
歩
、
野
地
八
町
一

反
五
畝
三
歩
と
、
畑
よ
り
も
水
川
が
多
い
。
ま
た
字
地
と
し
て
、

よ
こ
て
み
な
み
だ
ほ
ら
み
や
ば
ら
み
つ
お
さ
ふ
か
だ
う
え
の

待
合
田
、
横
手
、
南
田
、
洞
、
宮
原
、
三
シ
長
、
深
田
、
上
ノ

た

田
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
馬
が
一
二
頭
い
て
、
二
軒

に
一
頭
の
割
合
で
飼
っ
て
い
た
一
｝
と
に
な
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表

で
は
、
農
業
に
従
事
す
る
も
の
は
九
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
まみ

っ

た
前
述
の
「
地
誌
取
調
草
案
」
で
は
、
物
産
に
米
・
麦
・
三

ま
た極

・
製
紙
等
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
や
や
時
期
は
下
る
が

大
正
初
期
に
編
ま
れ
た
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
は
、
「
特
殊

と
う
も
ろ
こ
し

農
産
物
ハ
玉
蜀
黍
約
百
俵
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
総
戸

数
四
○
戸
で
二
戸
当
た
り
平
均
二
俵
内
外
で
あ
る
と
い
う
。
ま

た
同
書
に
は
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
頃
か
ら
須
山
村
よ

り
竹
行
李
製
造
が
伝
わ
り
、
上
ヶ
田
で
は
一
か
月
二
百
個
、
年

間
二
千
四
百
個
を
製
造
し
、
工
場
数
も
三
か
所
に
あ
っ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。

明
治
以
前
は
、
浄
念
寺
で
寺
子
屋
が
行
わ
れ
て
い

学
校

た
。
や
が
て
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が

頒
布
さ
れ
、
上
ヶ
田
は
金
沢
・
御
宿
・
葛
山
・
千
福
と
と
も
に

こ
う
よ
し
や

行
餘
舎
を
設
立
す
る
。
さ
ら
に
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
は
、

と
み
ざ
わ
じ
よ
う
り
ん
じ
お
お
は
た

富
沢
・
定
輪
寺
・
大
畑
が
行
餘
舎
の
定
輪
寺
の
分
校
を
設
置
す

る
。
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
は
行
餘
舎
は
校
舎
を
新
築
し
、

が
く
な
ん

嶽
南
小
学
校
と
改
名
し
た
。
ゞ
）
の
経
費
の
う
ち
、
建
設
場
所
は

ゆ
や
ま
は
ん
し
ち
ろ
う

御
宿
の
湯
山
半
七
郎
家
の
所
有
地
を
借
用
し
、
費
用
も
各
村
の

代
表
者
の
寄
付
金
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
新
築
費
用

は
当
初
の
予
算
を
上
回
り
莫
大
な
不
足
金
が
残
っ
た
。
そ
の
た
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め
、
翌
年
に
は
上
ヶ
田
・
金
沢
・
葛
山
・
千
福
に
そ
れ
ぞ
れ
初

等
科
の
み
の
分
校
を
設
置
し
て
各
村
に
学
資
金
を
返
賦
し
、
分

校
の
運
営
維
持
を
各
村
に
任
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

初
等
科
の
み
の
分
校
は
千
福
と
葛
山
に
設
置
さ
れ
、
金
沢
の
児

童
は
葛
山
分
校
へ
、
上
ヶ
田
の
児
童
は
本
校
へ
通
う
こ
と
に
な

り
、
不
要
に
な
っ
た
本
校
の
南
北
両
袖
の
初
等
科
教
室
は
売
却

さ
れ
て
そ
の
代
金
で
不
足
分
を
賄
う
こ
と
が
考
案
さ
れ
た
。

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
県
の
布
達
を
受
け
て
県
内
の
学

し
も
わ
だ

区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
里
舎
と
下
和
田
の

か
い
し
よ
う
し
や

開
昇
舎
そ
し
て
須
山
学
校
が
嶽
南
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。
通
学

の
困
難
を
考
慮
し
て
、
須
山
と
下
和
田
の
学
校
を
嶽
南
小
学
校

の
分
校
と
し
、
今
里
の
子
ど
も
た
ち
も
下
和
田
の
分
校
に
通
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
。

そ
の
後
、
い
く
度
か
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
が
あ
り
、

現
在
の
裾
野
市
立
富
岡
第
一
小
学
校
と
な
っ
た
（
第
二
一
章
御
宿

参
照
）
。

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
一
九
六
○

生
業
の
変
化

（
昭
和
三
十
五
）
年
の
総
戸
数
は
四
二
戸
、
農

家
数
は
四
一
戸
と
ほ
と
ん
ど
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
し
か

し
、
一
九
九
○
年
に
は
総
戸
数
二
○
戸
と
三
倍
近
く
増
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
家
数
は
三
六
戸
と
や
や
減
っ
て
い

る
。
ゞ
）
の
う
ち
専
業
・
兼
業
別
は
、
六
○
年
に
は
専
業
が
七
戸
、

第
一
種
兼
業
が
二
一
戸
、
第
二
種
兼
業
が
一
三
戸
で
あ
っ
た
の

が
、
九
○
年
に
な
る
と
第
二
種
兼
業
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
作

物
類
別
収
穫
面
積
で
は
、
稲
が
一
五
・
九
か
ら
四
五
・
○
鯵
夕
、

麦
類
。
雑
穀
が
二
一
・
○
か
ら
○
・
五
〃
夕
、
い
も
類
が
一
○
・
九

か
ら
二
・
三
〃
タ
と
、
畑
作
物
の
多
く
が
減
っ
て
い
る
が
、
花
き

類
は
○
か
ら
七
二
・
○
腸
夕
と
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
。
お
そ
ら

く
芝
生
の
栽
培
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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村
内
区
分
と
上
ヶ
田
は
現
在
は
こ
の
組
に
区
分
さ
れ
て

区
の
役
職
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
カ
ム
ラ
（
上
村
）
と
シ

モ
ム
ラ
（
下
村
）
と
い
う
二
つ
の
区
分
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
御
宿

新
田
境
に
待
合
と
い
う
集
落
が
あ
り
、
道
祖
神
も
そ
れ
ぞ
れ
三

か
所
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
中
期
に
は
三
四
戸
ほ
ど
の
戸

数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
か
ら
こ
の
三
つ
の
単
位
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
上
村
は
従
来
の
五
・
六
組
と
待
合

の
八
組
に
新
し
い
家
々
の
七
組
が
加
わ
り
、
下
村
は
一
’
四
組

に
一
一
組
が
加
わ
っ
て
い
る
。
上
村
と
下
村
は
、
宮
世
話
人
二

名
を
隔
年
で
相
互
に
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
葬

式
の
際
に
は
葬
式
組
と
な
っ
て
互
い
に
助
け
合
う
組
織
と
な
る
．

神
社
の
宮
世
話
人
が
所
属
す
る
二
つ
の
地
区
で
祭
り
の
準
備
な

ど
を
す
る
。

区
の
役
職
に
は
、
区
長
・
副
区
長
・
会
計
各
一
名
、
相
談
役

三
名
、
協
議
員
四
名
、
集
会
所
館
長
一
名
、
神
社
総
代
三
名
、

会
計
監
査
二
名
、
組
長
二
名
の
ほ
か
、
子
供
会
会
長
、
体
育

委
員
長
、
自
主
防
災
会
会
長
、
婦
人
会
会
長
、
老
人
会
会
長
な

ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
水
門
番
・
水
配
人
・
水
利
組
合
議

員
各
一
名
が
い
る
。
水
門
番
は
『
御
宿
新
田
と
上
ヶ
田
境
に
あ

る
水
門
の
管
理
を
す
る
役
で
、
水
門
に
最
も
近
い
家
が
委
託
さ

れ
て
い
る
。
水
配
人
と
水
利
組
合
議
員
は
、
深
良
用
水
に
関
わ

る
重
要
な
役
で
、
水
田
の
用
水
の
管
理
を
任
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
大
正
期
の
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
用
水
掛
り

の
田
は
九
町
三
反
七
畝
と
な
っ
て
い
る
。

区
長
・
副
区
長
・
会
計
・
相
談
役
・
協
議
員
な
ど
や
各
種
団

体
の
委
員
長
や
会
長
な
ど
に
よ
る
拡
大
役
員
会
を
、
年
に
六
回

ほ
ど
開
く
。
ま
た
、
二
月
最
終
日
曜
日
に
定
時
総
会
を
開
い
て

年
間
の
活
動
報
告
や
集
会
所
使
用
状
況
報
告
、
各
種
団
体
等
の

会
計
報
告
の
ほ
か
、
翌
年
度
の
新
役
員
の
承
認
な
ど
が
行
わ
れ

る
。
新
旧
役
員
の
引
継
は
、
三
月
最
終
土
曜
日
に
慰
労
会
を
兼

ね
て
行
わ
れ
る
。現

在
、
上
ヶ
田
の
共
有
地
は
旧
戸
と
い
わ
れ
る
古

共
有
地

く
か
ら
の
住
人
が
共
同
で
所
有
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
を
、
共
有
す
る
人
数
に
応
じ
て
三
五
人
持
ち
あ
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る
い
は
四
四
人
持
ち
な
ど
と
い
う
。
集
会
所
や
共
同
墓
地
な
ど

が
そ
れ
に
あ
た
り
、
旧
戸
だ
け
で
は
な
く
区
全
体
の
共
有
物
と

し
て
、
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。

神
明
宮
と
上
ヶ
田
の
氏
神
は
神
明
宮
で
あ
る
。
「
神
社
明

式
年
遷
宮
細
帳
」
に
よ
る
と
祭
神
は
天
照
大
神
と
豊
受
大

い
咽
伊4

！

X

、

滝戸i 、
●

御
ゆ

職

建
忠Ｉ

唖
坪
‘
り
ず

辮
騨
茄
篭
榊

〆

蕊鷺
咄

■

写真3－96集会所から遷される御神体

仏
塔
瀞

ｆ

Ｌ
耐
０
１

罰
Ｉ
釦
１
画
Ｕ
、

灘
欝
‘
蠅
都
鱗
、
蝋

ｅ
１
厘
＄
■
■
垂
》
密
舞
悪

心
＆
暇

１

神
と
あ
り
、
一
七
八
一
（
天
明
元
）
年
に
創
立
さ
れ
一
八
七
五

（
Ⅲ
治
八
）
年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
棟
札
に

は
一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年
再
建
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
一

七
八
一
年
に
伊
勢
神
宮
か
ら
分
霊
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
伝
承

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
度
か
遷
宮
を
し
て
い
た
形
跡
で
あ
る
と

写真3 97行列に参加した稚児

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
山

神
社
と
大
六
天
神
社
が
あ
る
。

山
神
社
は
も
と
山
神
戸
に
あ
り
、

一
八
三
九
（
天
保
十
）
年
に
創
建

さ
れ
、
一
九
○
九
（
明
治
四
十

二
）
年
に
村
社
神
明
宮
に
合
祀

さ
れ
た
。
ま
た
大
六
天
神
社
は

一
六
二
五
（
寛
永
二
）
年
に
創
建

さ
れ
、
一
九
○
七
（
明
治
四
十
）

年
に
神
明
宮
に
合
祀
さ
れ
た
。

神
明
宮
の
祭
り
は
、
例
大
祭
が

九
月
十
六
日
で
あ
っ
た
が
現
在
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は
月
遅
れ
の
十
月
十
六
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
風
祭
り
は
二
百
十
日
の
前
の
日
曜
日
、
風
納
め
は
二
百
二

十
日
前
の
日
曜
日
に
行
う
。
新
嘗
祭
は
十
一
月
二
十
三
日
に
近

さ
い
た
ん
さ
い

い
日
曜
日
、
歳
旦
祭
は
十
二
月
三
十
一
日
、
新
年
祭
は
元
旦
、

写真3－98厄神社の祭り

祈
年
祭
は
二
月
十
一
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
う
。
例
大
祭
に
は

神
事
の
後
、
子
ど
も
神
輿
や
集
会
所
で
の
余
興
な
ど
が
催
さ
れ

る
。

神
明
宮
で
は
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
遷
宮
式
が
行

わ
れ
た
。
こ
れ
は
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
ち
な
む
も
の
で
、

天
明
年
間
の
棟
札
か
ら
す
れ
ば
上
ヶ
田
で
は
約
二
○
○
年
ぶ
り

の
行
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
に
は
御
神
体
を
集
会
所
に
一
時

安
置
し
、
社
殿
改
築
お
よ
び
境
内
整
備
を
行
っ
た
後
、
御
神
体

を
改
築
さ
れ
た
社
殿
に
遷
し
た
。
こ
れ
は
夜
間
に
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
も
稚
児
や
巫
子
と
し
て
、
行
列
を
組
ん
で
神
輿
に
従

い
、
地
区
全
体
で
祝
っ
た
。

そ
の
ほ
か
神
明
宮
の
境
内
に
は
、
厄
神
社
と
八
幡
神
社
お

の
祭
り
よ
び
三
嶋
神
社
も
ま
つ
ら
れ
て
い
る
．
厄
神
社

は
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年
に
山
神
戸
に
ま
つ
ら
れ
て
い

た
も
の
を
遷
し
た
。
祭
り
は
七
月
二
十
三
日
に
近
い
日
曜
日
に

行
わ
れ
、
供
物
の
赤
飯
を
区
民
が
い
た
だ
く
の
が
習
わ
し
で
あ

る
。
厄
神
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
流
行
病
が
あ
っ
た
と
き
に
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ま
つ
り
始
め
た
と
い
わ
れ
る
。

上
ケ
田
集
会
所
は
、
も
と
の
観
音
堂
で
、
現
在
も
観
音
が
ま

つ
ら
れ
て
い
る
。
祭
り
は
八
月
十
七
日
だ
が
、
現
在
は
そ
れ
よ

り
前
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
念
仏
講
に
よ
っ
て
念
仏
が
あ
げ

ら
れ
、
集
会
所
前
の
広
場
で
子
ど
も
相
撲
が
奉
納
さ
れ
る
。
夜

写真3－99集会所脇の馬頭観音群

に
は
盆
踊
り
も
催
さ
れ
る
。
な
お
、
毎
月
十
七
日
に
は
念
仏
講

が
あ
る
。

上
ヶ
田
の
水
源
は
、
北
側
の
山
が
せ
ま
っ
た

水
源
と
水
道

裾
部
に
広
が
る
低
地
に
湧
き
出
し
た
も
の
で
、

九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
に
は
赤
痢
が
流
行
し
水
源
を
同
じ
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て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
集
会
所
は
も
と
観
音
堂
と
呼
ば
れ
、

集
会
所
敷
地
内
の
石
造
物
に
は
馬
頭
観
音
一
二
基
と
順
礼
供
養

塔
四
基
な
ど
が
あ
る
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
馬
頭
観
音
は
、
も

と
待
谷
田
の
一
角
に
ま
つ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
馬
頭
観
音
坂
と
呼

ば
れ
る
御
宿
新
田
に
至
る
坂
道
が
続
い
て
い
た
。
ゞ
）
の
坂
道
が

急
な
た
め
、
こ
こ
で
馬
が
死
ん
だ
り
し
た
と
い
う
。

神
明
宮
境
内
に
は
、
先
の
遷
宮
式
で
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
や

石
灯
籠
、
狛
犬
な
ど
の
ほ
か
一
七
四
五
・
四
六
（
延
享
二
・
三
）

年
と
一
八
五
一
（
嘉
永
四
）
年
の
石
灯
籠
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

集
落
東
側
の
庚
申
塚
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
一
六
六
九
（
寛
文
九
）

年
の
庚
申
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
道
祖
神
は
三
基
あ
り
、

一
基
は
待
谷
田
に
、
二
基
は
前
ノ
田
と
い
う
場
所
に
あ
る
。
市

ゆ
う
て
ん

域
で
も
珍
し
い
の
は
、
祐
天
と
い
う
遊
行
僧
が
建
て
た
名
号
碑

が
集
会
所
近
く
に
あ
る
。
》
）
れ
は
一
八
四
七
（
弘
化
四
）
年
に
再

建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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図表3 94御宿の位置
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理
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要

第
一
二
章
御
宿

御宿
ﾉ ﾉ ､ I
1 『.. ，

、 一一￥ ／ ｜
、 ．.一 、 I

、

I
～〆

き
せ

さ
の

み

街
道
の
「
宿
」
黄
瀬
川
を
挟
ん
で
東
に
は
佐
野
、
西
に
は
御

御
宿
し
噌宿
と
、
周
辺
地
域
の
政
治
経
済
の
中
枢
を
に

な
っ
て
き
た
地
域
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
街
道
に
面
し
て
街
村
的

な
景
観
を
持
っ
て
お
り
、
「
宿
」
と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
て
き

た
。

御
宿
に
は
、
湯
山
三
家
と
中
川
家
と
い
う
旧
家
が
あ
る
。
こ

の
四
家
で
、
近
世
に
は
名
主
等
を
つ
と
め
、
近
代
に
は
い
る
とと

み

政
治
経
済
や
教
育
の
指
導
者
と
し
て
、
御
宿
ば
か
り
で
な
く
富

お
か岡

地
区
、
駿
東
地
方
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
御

宿
は
、
市
域
西
部
お
よ
び
北
部
地
区
に
あ
っ
て
、
富
岡
地
区
に

お
け
る
行
政
や
教
育
の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

御
宿
は
裾
野
市
街
の
西
北
部
、
黄
瀬
川
の
西
岸
に

位
置
あ
げ
た

位
置
し
、
地
域
で
み
る
と
上
ヶ
田
を
中
に
は
さ
ん

で
、
大
き
く
北
と
南
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
ゞ
）
の
二
つ
の

ま
ち
あ
い

地
域
を
つ
な
げ
て
い
る
の
は
、
黄
瀬
川
西
岸
の
字
待
合
か
ら
新
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田
に
通
じ
る
約
三
○
○
燭
の
道
路
だ
け
で
あ
る
。
東
は
黄
瀬
川

い
し
わ
き
ふ
か
ら
い
わ
な
み

か
ず
ら
や
ま

を
は
さ
ん
で
石
脇
、
深
良
、
岩
波
に
対
し
、
西
は
葛
山
、
南
は

せ
ん
ぷ
く

お
お
の
は
ら

千
福
と
接
し
、
北
は
大
野
原
に
面
し
て
い
る
。

地
形
と
土
北
の
新
田
は
南
北
約
二
・
二
二
時
胆
、
東
西
約

地
利
用
一
・
両
服
の
広
さ
が
あ
り
、
黄
瀬
川
を
境
と
し

ご
て
ん
ぱ

て
東
と
北
は
岩
波
と
深
良
、
お
よ
び
御
殿
場
市
に
接
し
、
西
は

か
ね
ざ
わ

金
沢
、
南
は
上
ヶ
田
と
接
し
て
い
る
。
こ
の
地
区
は
富
士
山
の

広
大
な
裾
野
地
帯
で
、
北
西
か
ら
南
東
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に

傾
斜
し
、
北
は
起
伏
が
あ
る
が
黄
瀬
川
の
河
岸
一
帯
は
台
状
の

平
坦
地
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
全
体
に
火
山
砂
礫
と
岩
屑
に
厚

く
覆
わ
れ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
と
雑
木
林
が
混
在
し
て

い
る
。
南
の
平
坦
地
の
表
土
は
火
山
灰
が
堆
積
し
て
黒
色
土
層

が
形
成
さ
れ
、
開
墾
さ
れ
て
畑
と
な
っ
て
い
た
。
近
年
、
ト
ヨ

タ
東
富
士
研
究
所
、
関
東
自
動
車
工
業
と
関
連
企
業
、
矢
崎
総

業
な
ど
の
本
社
や
工
場
、
住
宅
地
と
な
っ
て
、
景
観
は
大
き
く

変
貌
し
た
。

南
の
御
宿
は
、
東
西
南
北
約
一
・
一
再
源
の
広
さ
が
あ
り
、
東

は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
深
良
と
石
脇
に
対
し
、
西
は
佐
野
川
を
境

と
し
て
葛
山
と
接
し
、
北
は
上
ヶ
田
、
南
は
千
福
に
接
し
て
い

お
お
ば
や
し

し
ゆ
く
が
し
ら

る
。
北
の
字
大
林
か
ら
南
の
宿
頭
ま
で
の
黄
瀬
川
西
岸
地
帯

は
、
か
つ
て
の
黄
瀬
川
氾
濫
原
で
、
南
北
に
縦
縞
状
の
微
高
地

と
旧
河
道
を
示
す
凹
地
と
な
っ
て
い
る
。
凹
地
は
御
宿
堰
（
古

堰
）
用
水
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
水
田
で
、
微
高
地
は
雑
木
林
や

畑
と
な
っ
て
い
る
。

中
央
部
は
、
黄
瀬
川
の
形
成
し
た
河
岸
段
丘
で
、
御
宿
新
田

か
わ
く
ぼ

宇
川
窪
の
カ
ロ
ウ
ト
堰
用
水
に
よ
る
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

く
ぼ

こ
の
地
区
の
西
側
を
久
保
川
が
流
れ
て
上
ヶ
田
地
区
か
ら
浸
食

谷
を
形
成
し
、
蛇
行
し
な
が
ら
千
福
地
区
へ
流
下
し
て
い
る
。

な
か
ざ
と

佐
野
川
を
境
と
し
て
葛
山
中
里
と
接
す
る
地
区
は
、
中
里
か

ら
続
く
富
士
山
東
南
麓
の
台
状
地
形
を
な
し
、
そ
の
南
端
は
隆

起
し
て
海
抜
二
一
六
燭
の
独
立
丘
陵
と
な
っ
て
い
る
。
台
状
地

形
の
佐
野
川
に
沿
っ
た
地
区
は
、
溶
岩
が
地
表
に
現
れ
、
岩
屑

や
火
山
砂
礫
が
堆
積
し
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
は
火
山
灰
地
と
な

っ
て
い
る
。
台
地
斜
面
や
丘
陵
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
と
雑

868



第2節歴史概要

木
林
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
東
名
高
速
道
路
が
通
過
し
、
地
区

も
ま
た
宅
地
化
し
て
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
佐
野
川
は
基
盤

け
い
が
し
ま

の
溶
岩
を
深
く
浸
食
し
て
峡
谷
を
形
成
し
、
景
ヶ
島
と
い
う
景

し
ゆ
く
し
ゆ
く
は
た
か
な
や

勝
地
に
な
っ
て
い
る
。
集
落
は
南
端
の
宿
、
宿
畑
お
よ
び
金
谷
、

み
や
ば
ら

宮
原
地
域
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

御
宿
は
、
上
ヶ
田
を
間
に
は
さ
む
よ
う
に
、
北
の

集
落

新
田
と
南
の
御
宿
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。
南

の
御
宿
は
、
い
く
つ
か
の
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
呼
ば
れ
る
伝
統
的

な
集
落
に
よ
っ
て
描
成
さ
れ
て
い
る
。
最
寄
は
行
政
上
、
区
と

呼
ば
れ
る
単
位
と
ほ
ぼ
重
な
る
が
、
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
・

御
宿
の
西
側
に
位
置
し
、
南
北
に
長
い
宮
原
は
、
字
と
し
て

は
御
宿
、
葛
山
、
上
ヶ
田
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。
以
前
は
二
戸

し
か
な
く
、
キ
ツ
ネ
が
出
る
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
い
い
、

い
り
や

最
寄
と
し
て
は
入
谷
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
こ
の
宮

原
は
戸
数
が
急
激
に
増
え
て
七
、
八
○
戸
に
な
り
、
内
部
は
入

谷
区
三
組
と
坂
上
区
に
な
っ
て
い
る
。
御
宿
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

さ
か
う
え

置
す
る
入
谷
は
、
も
と
は
坂
上
を
含
ん
で
い
た
。
坂
上
は
入
谷

が
一
七
戸
の
と
き
（
明
治
十
九
年
ご
ろ
）
に
は
家
が
な
く
、
そ
の

後
、
役
場
が
で
き
て
家
が
増
え
、
御
宿
を
五
区
に
分
け
た
と
き

か
み
や

に
区
と
な
っ
た
。
そ
の
東
に
は
上
谷
、
南
に
平
山
と
呼
ば
れ
る

最
寄
が
あ
る
。
御
宿
は
平
山
か
ら
上
谷
、
入
谷
、
坂
上
と
い
う

順
に
拓
け
て
い
っ
た
と
い
う
。

一
方
、
新
田
は
最
寄
の
ひ
と
つ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
新

田
区
を
な
し
て
い
る
。
以
前
は
一
○
戸
か
ら
一
三
戸
く
ら
い
で
、

そ
の
後
一
九
四
○
年
代
ま
で
は
二
五
戸
だ
っ
た
と
い
う
。

１
中
世
以
前

よ
こ
み
ち

考
古
遺
物
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
、
御
宿
新
田
字
横
道

の
発
見
の
杉
本
久
喜
宅
で
浄
化
槽
の
設
置
の
た
め
地
表

下
一
・
五
腕
か
ら
一
・
七
燭
ま
で
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
表
土
か

ら
六
○
修
崎
で
黒
色
土
居
と
な
り
、
そ
の
下
部
か
ら
縄
文
時
代

第
二
節
歴
史
概
要
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中
期
後
半
の
土
器
と
磨
製
石
斧
、
石
棒
、
磨
石
が
発
見
さ
れ
た
。

ろ
く
た
ん

ま
た
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
頃
、
字
六
反
で
、
縄
文
時
代
中

さ
か
し
た

期
の
土
器
片
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
に
は
字
坂
下
で
や
は

り
縄
文
中
期
の
土
器
片
と
石
鍼
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
山
麓
の
海
抜
一
九
○
か
ら
二
二
○
脳
前
後
の
平
坦
面
で
、
約

五
○
○
○
年
前
か
ら
こ
の
あ
た
り
に
人
が
住
み
始
め
た
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
景
ヶ
島
の
東
か
ら
も
縄
文
時
代
土
器
片
と
六

世
紀
頃
の
土
器
片
が
採
集
さ
れ
た
と
い
う
。

一
方
、
一
九
七
五
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
、
字
宮
原
で
は

弥
生
時
代
後
期
（
紀
元
二
か
ら
三
世
紀
）
の
土
器
片
が
発
見
さ
れ

た
。
宮
原
は
海
抜
二
○
○
脚
前
後
の
台
状
地
形
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
土
器
片
は
深
鉢
か
甕
形
土
器
の
口
縁
で
、
上
縁
に
櫛
歯
で

横
引
き
し
た
波
状
文
と
く
ぴ
れ
部
に
、
櫛
歯
で
二
・
三
修
崎
の

間
隔
で
押
し
引
き
し
た
簾
状
文
と
い
う
文
様
を
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
〉
）
の
文
様
の
土
器
は
長
野
県
か
ら
山
梨
県
に
分
布
す
る

土
器
で
、
こ
の
地
域
と
の
交
流
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

え
ら
い
人
た
ち
が
泊
ま
る
宿
場
が
あ
っ
た
と

地
名
の
由
来

い
ゞ
う
こ
と
で
、
「
お
ん
や
ど
」
と
い
う
こ
と

よ
り
と
も

か
ら
御
宿
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
頼
朝
伝
説
に
関
連

し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の

「
御
宿
村
外
拾
ヶ
村
地
誌
取
調
草
案
」
に
も
「
建
久
四
年
五
月

征
夷
大
将
軍
右
大
将
源
頼
朝
、
富
士
野
ヲ
猟
ス
ル
ト
キ
本
村
湯

山
右
近
ノ
宅
二
泊
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
史
実
で
は

な
い
が
、
人
々
の
歴
史
意
識
を
示
し
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
一

方
で
、
葛
山
氏
一
族
の
御
宿
氏
か
ら
取
っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

こ
の
御
宿
氏
と
は
、
駿
河
郡
御
宿
を
名
字
地
と
す
る
在
地
土
豪

で
、
諸
系
図
に
よ
れ
ば
葛
山
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
。

古
代
・
中
『
駿
河
記
』
に
よ
る
と
、
旧
村
名
は
野
村
で
あ

世
の
御
宿
っ
た
と
い
う
。
こ
の
『
駿
河
記
』
や
『
駿
河
志

料
』
に
よ
れ
ば
、
建
久
年
間
に
源
頼
朝
の
巻
狩
り
で
宿
舎
と
な

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
御
宿
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
「
大

森
・
葛
山
系
図
」
（
『
市
史
』
二
付
録
系
図
）
に
よ
る
と
三
九

か
ず
ら
や
ま
こ
れ
た
だ
こ
れ
し
げ

あ
い

三
（
建
久
四
）
年
、
葛
山
惟
忠
の
子
惟
重
の
代
に
、
源
頼
朝
の
藍
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鎌
倉
時
代
以
降
、
中
世
を
通
じ
て
ゞ
）
の
地
域
に
本
拠
を
置
い

た
大
森
氏
と
葛
山
氏
は
、
そ
の
祖
を
藤
原
北
家
と
し
て
い
る
。

ふ
じ
わ
ら
み
ち
な
が
こ
れ
ち
か

と
も
に
藤
原
道
長
と
関
白
の
地
位
を
争
っ
て
敗
れ
た
藤
原
伊
周

た
だ
ち
か

こ
れ
や
す

の
流
れ
で
、
そ
の
子
が
忠
親
、
さ
ら
に
そ
の
子
が
惟
康
で
、
そ

の
子
の
う
ち
葛
山
氏
の
祖
と
さ
れ
る
惟
兼
に
続
く
惟
忠
の
あ
と

た
け
の
し
た
ま
ご
は
ち
ろ
う

に
惟
重
と
な
る
。
ゞ
｝
の
惟
重
が
始
め
竹
ノ
下
孫
八
郎
と
号
し
、
の

し
げ
と
も

ち
に
御
宿
殿
と
呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
惟
重
の
四
男
重
朝
か

ら
は
御
宿
氏
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
御
宿
氏
は
、
浅
羽
本
系

こ
れ
も
り

図
（
前
出
系
図
）
に
よ
る
と
、
重
朝
の
子
は
惟
盛
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
か

一
五
七
○
（
元
亀
元
）
年
十
二
月
に
武
田
氏
が
深

御
宿
友
綱
ぎ
わ沢

城
の
北
条
氏
を
破
っ
て
手
に
入
れ
た
駿
河
郡

み
し
ゆ
く
け
ん
も
つ
と
も

要
内
の
葛
山
氏
の
支
配
領
域
を
引
き
継
い
だ
の
は
、
御
宿
監
物
友

概
っ
な
の
ぷ
さ
だ

睡
綱
で
あ
っ
た
。
友
綱
は
、
武
田
氏
に
仕
え
、
葛
山
信
貞
の
軍
代

節
を
務
め
て
い
た
と
か
、
医
術
に
長
け
て
い
た
な
ど
と
伝
承
さ
れ

２第
て
い
る
。
ま
た
友
綱
は
、
一
五
八
○
（
天
正
八
）
年
に
、
そ
れ
以

ざ
わ沢

御
狩
の
と
き
の
御
宿
を
提
供
し
た
の
で
御
宿
と
号
し
た
と
い

弾
く
，
ノ

○

前
に
数
度
に
わ
た
っ
て
武
田
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
給
地
を
息
子

つ
な
さ
だ

若
丸
（
綱
貞
）
に
譲
渡
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
武
田
氏
の
一

家
臣
と
し
て
葛
山
氏
の
支
配
を
受
け
継
い
だ
御
宿
氏
は
、
武
田

氏
の
滅
亡
の
後
は
小
田
原
に
居
住
し
、
北
条
氏
に
仕
え
た
よ
う

で
あ
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
御
宿
村
外
拾
ヶ
村
地

誌
取
調
草
案
」
千
福
村
の
条
に
、
御
宿
監
物
の
墓
は
千
福
村
の

ふ
み
よ
う
じ

普
明
寺
の
境
域
に
あ
り
、
普
明
寺
の
僧
が
記
念
碑
を
建
立
し
た

が
、
今
は
な
く
な
り
、
伝
説
の
み
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
普
明
寺
境
内
は
御
宿
正
倫
の
営
ん
だ
城
の
跡
だ

と
し
て
い
る
。

２
近
世

支
配
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
幕
領
、

支
配
と
村
高

一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
以
降
は
小
田
原
藩
領
、

一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
よ
り
ま
た
幕
領
に
戻
り
、
一
六
九
八

い
た
み
と
く
み

（
元
禄
十
一
）
年
に
は
伊
丹
家
徳
美
藩
領
と
な
っ
た
も
の
の
、
当

主
の
自
殺
に
よ
っ
て
数
か
月
で
幕
領
に
戻
り
、
一
七
○
六
（
宝
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永
三
）
年
以
降
、
小
田
原
藩
支
藩
の
大
久
保
家
荻
野
山
中
藩
領

と
な
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
検
地
は
一
六
○
四
（
慶
長
九
）

年
と
一
六
七
四
（
延
宝
二
）
年
の
二
回
行
わ
れ
た
。
村
高
は
、
正

保
郷
帳
二
五
○
石
余
、
元
禄
郷
帳
、
天
明
郷
帳
、
天
保
郷
帳
で

は
三
八
六
石
余
、
旧
高
旧
領
取
調
帳
で
は
三
九
二
石
余
で
あ
る
。

村
高
で
み
る
と
三
七
二
石
余
の
う
ち
、
田
方
一
九
九
石
余
、
畑

方
一
七
三
石
余
で
ほ
ぼ
等
し
い
が
、
面
積
で
は
田
方
が
一
六
町

五
反
余
に
対
し
、
畑
方
五
一
町
余
と
畑
方
が
三
倍
以
上
あ
り
畑

が
目
立
っ
て
い
る
。
山
手
役
米
は
六
斗
二
升
四
合
で
あ
る
。

あ
し
た
か

愛
謄
山
の
山
裾
、
黄
瀬
川
の
西
岸
に
位
置
す
る
御
宿
村
は
、

い
ま
づ

す
や
ま

村
内
で
沼
津
・
御
殿
場
を
結
ぶ
街
道
と
須
山
街
道
が
並
行
し
て

お
り
、
地
方
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。

一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年
の
「
駿
河
国
駿
東
郡

寺
院
と
氏
神

御
宿
村
明
細
村
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、
寺
院

ち
お
ん
い
ん
し
よ
う
え
ん
じ

は
浄
土
宗
京
都
知
恩
院
末
荘
園
寺
（
除
地
一
石
四
斗
）
、
禅
宗
千

こ
う
さ
い
じ

福
村
普
明
寺
末
向
西
寺
（
除
地
二
石
七
斗
二
升
）
が
あ
り
、
荘
園

く
も
み
よ
う

寺
支
配
の
地
蔵
堂
も
あ
っ
た
。
ほ
か
に
公
文
名
村
法
玉
院
支
配

の
喜
経
院
（
寄
鏡
院
と
も
書
く
。
本
山
派
）
に
山
伏
が
三
人
い
る
。

氏
神
は
、
八
幡
宮
（
除
地
二
石
二
斗
三
升
余
）
で
、
山
之
神
宮
や

駒
形
之
宮
な
ど
の
名
も
見
え
る
。

一
方
、
一
六
六
二
（
寛
文
二
）
年
の
宗
門
人
別
帳
に
よ
る
と
、

げ
ん
こ
う
じ

村
内
の
百
姓
た
ち
の
檀
那
寺
は
、
源
広
寺
（
村
内
）
八
軒
、
普
明

せ
ん
ね
ん
じ

ち
ょ
う
き
ょ
う
じ
み
ず
く
ぼ

寺
（
千
福
）
一
七
軒
、
仙
年
寺
（
葛
山
）
一
三
軒
、
長
教
寺
（
水
窪
）

じ
よ
う
ね
ん
じ

こ
、
う
ち
よ
、
つ
じ

三
軒
、
浄
念
寺
（
上
ヶ
田
）
四
軒
、
光
長
寺
（
沼
津
市
）
一
軒
と
分

散
し
て
い
る
。
源
広
寺
は
荘
園
寺
の
前
身
の
寺
で
、
近
世
初
期

に
湯
山
氏
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
当
時
は
湯
山
氏
の
「
氏

寺
」
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
後
一
時
廃

寺
と
な
り
宝
永
期
に
再
建
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
に
湯
山
一
族
に

加
え
て
、
他
の
百
姓
も
檀
家
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

同
様
に
、
八
幡
宮
も
、
元
来
神
官
で
あ
っ
た
湯
山
氏
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
、
中
湯
山
家
の
当
主
が
代
々
鍵
取
り
を
勤
め
て
い

る
。
し
か
し
、
元
禄
期
に
寄
進
さ
れ
た
灯
明
に
は
村
内
の
多
数

の
百
姓
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
当
時
す
で
に
「
村
の
神
社
」

と
し
て
ま
つ
ら
れ
る
よ
塾
フ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

872



第2節歴史概要

御
宿
に
暮
一
七
○
三
（
元
禄
十
六
）
年
の
「
反
別
名
寄
控

ら
す
人
々
帳
」
の
末
尾
に
「
御
宿
村
名
字
」
と
し
て
村
内

の
百
姓
の
苗
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
村
に
は

当
時
、
湯
山
・
中
川
・
勝
又
・
真
田
・
西
河
・
外
川
・
磯
部
。

写真3-101御宿古堰

黒
部
・
杉
山
・
小
磯
・
岩
瀬
・
大
野
の
一
二
姓
が
あ
っ
た
。
ま

た
一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年
の
「
村
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、
家
数

は
七
一
軒
、
人
数
三
二
五
人
（
男
一
七
○
、
女
一
四
八
、
僧
四
、

山
伏
三
）
、
馬
二
三
疋
で
、
酒
屋
は
名
主
湯
山
家
（
下
湯
山
）
の
ほ

か
に
小
酒
屋
が
一
軒
あ
り
、
職
人
は
桶
屋
、
大
工
、
木
挽
き
、

箕
作
り
各
一
軒
で
あ
っ
た
。

御
宿
村
は
、
近
世
前
期
に
は
村
の
東
側
に
水
田
が
広
が
り
、

西
側
は
畑
地
が
点
在
し
て
い
た
。
元
来
水
の
乏
し
い
土
地
で
あ

っ
た
御
宿
に
水
田
が
で
き
た
の
は
、
御
宿
古
堰
が
築
造
さ
れ
て

か
ら
の
こ
と
で
、
用
水
は
堰
か
ら
取
水
さ
れ
た
あ
と
、
い
っ
た

う
た
く
ぼ

ん
西
へ
向
か
い
、
歌
窪
か
ら
南
下
し
て
水
田
に
水
を
送
っ
た
。

こ
の
水
田
の
名
請
け
人
は
、
湯
山
家
や
中
川
家
な
ど
の
在
地
土

豪
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
西
側
の
畑
地
を
開
発
し
た
の
は

お
も
に
他
の
草
分
け
百
姓
た
ち
で
、
屋
敷
の
周
辺
を
自
分
た
ち

の
力
で
開
発
し
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
深
良
用
水
の
開
通
で
、
遅
れ
て
い
た
西
側

の
大
部
分
を
一
挙
に
水
田
化
し
た
。
一
六
○
四
（
慶
長
九
）
年
当
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時
の
村
高
は
一
七
六
石
余
で
あ
っ
た
の
が
、
深
良
用
水
開
通
後

の
一
六
七
四
（
延
宝
二
）
年
の
検
地
で
は
三
七
二
石
余
と
二
百
石

も
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
分
家
し
た
り
、
独
立
し

た
り
し
て
経
済
力
を
つ
け
た
百
姓
は
、
街
道
筋
に
出
て
屋
敷
を

構
え
る
よ
う
に
な
り
、
集
落
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

歴
代
の
名
主
一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年
の
明
細
帳
に
は
、
毎

と
湯
山
一
一
一
家
年
惣
百
姓
か
ら
手
間
を
二
人
ず
つ
出
し
て
、

湯
山
家
の
田
植
え
、
麦
刈
り
を
手
伝
う
と
あ
る
。
湯
山
家
は
近

世
の
御
宿
村
に
お
い
て
大
き
な
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
一
七
世
紀
の
御
宿
村
で
は
名
主
の
家
柄
を
巡
る
争
論

く
な
い
ざ
え
も
ん

が
た
び
た
び
起
き
て
い
た
。
宮
内
左
衛
門
は
一
六
四
八
（
正
保

五
）
年
、
村
人
四
名
か
ら
隠
田
な
ど
の
理
由
で
訴
え
ら
れ
、
籠

舎
と
な
っ
た
が
、
二
年
後
に
周
辺
の
有
力
者
の
預
か
り
で
許
さ

れ
、
以
後
勘
定
割
を
自
家
で
行
わ
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
許
さ

れ
た
（
『
市
史
』
三
‐
二
二
、
二
三
号
）
。
ま
た
、
こ
れ
以
前
に
も
、

う
ん
の
き
ゅ
う
ぞ
う

海
野
久
蔵
と
い
う
名
主
が
追
放
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
方
、

湯
山
家
は
、
近
世
初
頭
か
ら
の
名
主
家
で
あ
っ
た
が
、
元
和
期

以
後
三
家
に
分
立
し
た
。
近
世
初
頭
の
御
宿
村
の
名
主
は
湯
山

ゆ
や
ま
う
こ
ん

家
先
祖
の
湯
山
右
近
と
海
野
久
蔵
で
あ
っ
た
が
、
久
蔵
が
「
悪

事
」
の
た
め
追
放
さ
れ
た
後
は
、
右
近
の
義
兄
弟
に
あ
た
る
宮

内
左
衛
門
が
久
蔵
の
跡
役
と
な
っ
た
。
一
六
二
（
慶
長
十
六
）

年
に
右
近
急
死
の
の
ち
、
宮
内
左
衛
門
は
右
近
家
の
田
畑
等
を

引
き
継
ぎ
、
そ
の
五
年
後
、
宮
内
左
衛
門
の
三
人
の
息
子
の
う

ち
、
総
領
に
は
宮
内
左
衛
門
家
の
名
主
職
を
、
右
近
家
の
養
子

じ
ざ
え
も
ん

は
ん

と
な
っ
て
い
た
次
左
衛
門
に
右
近
家
の
名
主
職
を
、
さ
ら
に
半

え
も
ん

右
衛
門
に
は
神
職
を
相
続
さ
せ
て
、
湯
山
三
家
が
成
立
し
た

（
『
市
史
』
三
‐
二
九
七
号
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
宮
内
左
衛
門
家
は

上
湯
山
、
神
職
の
半
右
衛
門
家
が
中
湯
山
、
次
左
衛
門
家
は
下

湯
山
と
通
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
六
八
八
（
元
禄
元
）
年

こ
な
が
や
か
ん
ざ
え
も
ん

に
幕
領
代
官
小
長
谷
勘
左
衛
門
が
、
元
締
め
た
ち
か
ら
深
良
用

水
の
利
権
を
取
り
上
げ
て
、
地
元
に
水
配
人
を
置
い
た
際
に
は
、

へ
い
じ
ろ
う

幕
領
側
の
代
表
と
し
て
湯
山
平
次
郎
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

湯
山
家
の
日
記
に
下
湯
山
家
に
は
近
世
前
・
中
期
（
宝
永

見
る
御
宿
の
生
活
五
・
七
年
・
正
徳
二
・
三
・
五
年
・
享
保
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十
三
年
）
の
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
農
民

の
生
活
や
社
会
意
識
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

と
り
わ
け
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
の
日
記
に
は
駿
河
・
伊
豆

両
国
横
道
三
十
三
か
所
の
順
礼
の
記
事
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の

行
程
が
具
体
的
に
わ
か
る
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

伊
勢
参
宮
や
愛
鷹
御
師
の
来
村
と
い
っ
た
信
仰
や
、
操
人
形

（
人
形
浄
瑠
璃
）
、
勧
進
相
撲
、
恵
比
寿
識
な
ど
の
娯
楽
に
つ
い

て
の
記
事
も
見
ら
れ
る
。
操
人
形
は
岩
波
村
へ
見
に
行
っ
た
記

な
が
く
ぼ
な
が
い
ず
み

事
が
あ
り
、
相
撲
は
深
良
村
や
長
久
保
村
（
長
泉
町
）
で
開
か
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
七
一
○
（
宝
永
七
）
年
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

六
月
一
日
は
「
村
中
遊
日
」
で
百
万
遍
念
仏
が
行
わ
れ
、
七
月

＝

二
十
八
日
に
は
風
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

や
す
え
も
ん

湯
山
家
の
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
の
安
右
衛
門
の
日
記
に

女
性
た
ち
は
、
村
の
女
性
の
信
仰
習
俗
と
も
な
っ
た
横
道

順
礼
に
つ
い
て
、
母
親
の
駿
河
伊
豆
両
国
横
道
の
旅
の
記
録
が

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
宿
村
七
名
、
葛
山
村
一

名
、
千
福
村
二
名
の
計
一
○
名
で
の
旅
で
、
内
訳
は
母
親
四
名
、

女
房
二
名
、
男
子
四
名
と
な
っ
て
い
る
。
母
親
は
、
七
泊
八
日

の
順
礼
に
「
身
誉
理
報
」
「
締
誉
聴
夏
」
の
二
つ
の
法
名
ら
し

き
も
の
を
記
し
た
納
札
を
用
意
し
て
い
て
、
死
者
の
霊
を
弔
う

目
的
を
う
か
が
わ
せ
る
。

し
き
え
も
ん

一
方
、
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
、
湯
山
式
右
衛
門
の
母
は
善

己
ｊ
光
寺
参
詣
に
出
て
い
る
。
旅
立
ち
に
あ
た
り
一
三

一
一
二
口
蔵

舶
噺
人
か
ら
賎
別
を
も
ら
い
、
二
九
人
に
善
光
寺
さ
ん

噸
罐
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
壱
幅
を
土
産
に
買
っ

２
安
山

皿
山
湯
て
き
た
ほ
か
、
召
仕
に
も
手
ぬ
ぐ
い
を
土
産
に
し

尋
湯
碓
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
土
産
と
引
き
換
え
に
、
搗
餅
、

写
０
打
蕎
麦
、
赤
飯
の
「
重
之
内
」
が
無
事
の
帰
宅
を
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祝
っ
て
届
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
一
七
三
三
（
享
保
十
八
）
年
の
下
湯
山
家
の
下
女

っ
た
の
家
普
請
の
記
録
か
ら
は
、
三
七
名
も
の
村
人
の
建
築
資

材
の
援
助
と
五
人
の
人
足
に
よ
っ
て
家
を
建
て
た
こ
と
が
わ
か

る
。

上
湯
山
の
家
付
き
娘
の
湯
山
い
ゑ
は
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
、

一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
か
ら
一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
こ
ろ
ま

は
ん
し
ち

で
の
村
や
家
の
出
来
事
を
メ
モ
し
て
い
る
。
ま
た
、
湯
山
半
七

ろ
』
う

せ
い

郎
の
後
妻
と
し
て
小
田
原
藩
士
中
垣
家
か
ら
嫁
い
だ
勢
以
は
一

八
六
一
（
文
久
元
）
年
に
「
か
ん
て
ま
か
な
い
で
う
」
（
勝
手
賄
帳
）

を
ま
と
め
て
い
る
。
こ
こ
に
は
家
の
年
中
行
事
、
折
り
目
ご
と

の
献
立
、
神
仏
へ
の
お
供
え
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
上

層
の
家
で
は
、
女
性
た
ち
で
も
物
を
書
き
記
す
こ
と
が
普
通
に

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

天
候
不
順
に
よ
っ
て
全
国
的
に
広
が
っ
た
天

飢
謹
・
台
風

保
の
飢
饅
は
御
宿
村
を
も
襲
っ
て
い
る
。
￥
｝

は
ん
し
ち

の
時
期
、
荻
野
山
中
藩
だ
っ
た
御
宿
村
で
は
、
湯
山
半
七
が
一

八
三
六
（
天
保
七
）
年
に
施
金
・
施
米
を
行
っ
た
。
施
金
は
金
二

朱
（
一
両
の
八
分
一
）
ま
た
は
銭
六
百
文
、
施
米
は
大
部
分
が
五

升
で
、
ほ
か
に
一
升
か
ら
四
升
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
五
四

名
が
、
あ
わ
せ
て
金
一
両
と
銭
六
○
○
文
、
米
二
石
二
斗
三
升

に
麦
三
斗
の
施
し
を
受
け
て
い
る
。
御
宿
村
の
家
数
は
一
八
三

九
（
天
保
十
）
年
に
七
○
軒
な
の
で
、
八
割
近
く
の
家
が
施
し
を

受
け
た
計
算
と
な
る
。

さ
ら
に
、
一
八
五
四
（
安
政
元
）
年
の
地
震
の
傷
も
ま
だ
癒
え

な
い
五
六
（
安
政
三
）
年
八
月
二
十
五
日
に
は
、
東
海
か
ら
関
東

を
強
烈
な
台
風
が
襲
っ
て
い
る
。
こ
の
年
の
九
月
に
作
成
さ
れ

た
御
宿
村
の
「
八
月
二
十
五
日
夜
風
荒
破
損
害
上
帳
」
に
よ
る

と
、
七
○
軒
ほ
ど
だ
っ
た
御
宿
村
で
も
、
居
宅
皆
潰
れ
七
軒
・

半
潰
れ
一
○
軒
、
隠
居
屋
皆
潰
れ
二
軒
、
門
・
灰
屋
・
物
置
な

ど
の
被
害
九
軒
、
合
計
二
八
軒
と
、
半
数
近
く
の
家
が
被
害
を

受
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
天
王
宮
・
八
幡
宮
の
森
の
木
一
二

本
が
吹
き
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
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小
鍋
沢
上

箒
間

小
鍋
沢
下下

小

坂

『

ノ、

反

一ハ

反

川
窪

川坂
口

横
道
下

待
合
上

、

侍
_△、
ロ

侍
_△、
ロ

宮
原
台 ＝

大
林金

谷
榎
田

一’

ロj尾ア

可人

空
/､ゴー

一’

ロj尾ア

可人

空
/､ゴー

宮
原
上

宮
原

上
松
ノ
木
田

／／
Ｉ

狸
零
一
口 打

出

ノ

畑
宿
畑
台

中
‐善

、
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ロ

宮
原
中

宮
原
中

~ｿ伊
ソ沓満

中
畑
上

満
中

下
ノ
畑

宮原下 欠
ノ
上満中畑下

宿
畑
上 宿

頭
カ
ス
森

宿畑下
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図表3－96御宿の字一覧

小
田
原
藩
領
と
沼
津
代
官
か
っ
て
、
山
は
燃
料
の
供
給
地

領
の
村
々
の
入
会
争
論
と
し
て
重
要
な
役
目
を
果
た
し

て
い
た
。
山
の
利
用
に
関
し
て
の
権
利
は
、
た
び
た
び
争
論
の

も
と
と
な
り
、
村
々
の
対
立
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、
近
世
の

御
宿
村
で
も
山
に
関
す
る
争
い
が
長
い
間
続
い
て
い
た
。

一
七
世
紀
半
ば
、
御
宿
村
内
の
山
に
つ
い
て
、
も
と
も
と
御

宿
村
が
独
占
的
利
用
権
を
持
ち
、
原
則
的
に
は
他
村
の
入
会
は

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
御
宿
村
の
主
張
に
対
し
て
、

歌窪(ウタクポ）

打出(ウチデ）

榎田(エノキダ）

大林(オオバヤシ）

欠ノ上(カケノウエ）

柏ノ木田(カシワノキダ）

カス森(カスモリ）

金谷(カナヤ）

上アライ（カミアライ）

川窪(カワクポ）

小嵐(コアラシ）

小坂(コサカ）

小鍋沢上(コナベサワカミ）

小鍋沢下(コナベサワシモ）

坂口(サカグチ）

下ノ畑(シモノハタ）

宿頭(シュクガシラ）

宿畑上(シュクハタカミ）

宿畑下(シュクハタシモ）

宿畑台(シュクハタダイ）

善中畑(ゼンチュウバタ）

滝ノ前(タキノマエ）

竹ノ花(タケノハナ）

舞台(ブタイ）

平六沢(ヘイロクザヮ）

涛間(ホウキマ）

朴ノ木平(ホウノキダイラ）

待合(マチアイ）

待合上(マチアイウエ）

松ノ木田(マツノキダ）

満中畑上(マンチュウバタウエ）

満中畑下(マンチュウバタシモ）

宮原上（ミヤバラウエ）

宮原下（ミヤバラシタ）

宮原台（ミヤバラダイ）

宮原中（ミヤバラナカ）

杣ノ木田(ユズノキダ）

横道下(ヨコミチシタ）

六反(ロクタン）

小
田
原
藩
領
と
沼
津
代
官
領
の
村
々
に
争
論
が
起
こ
っ
た
。
こ

い
ま
ざ
と
し
も
わ
だ

の
結
果
こ
の
土
地
が
小
田
原
藩
領
の
今
里
村
、
下
和
田
村
の
地

内
と
確
認
さ
れ
て
、
小
田
原
藩
領
の
下
郷
の
村
之
に
入
会
権
が

認
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
一
方
、
以
後
独
占
的
な
利
用
権
を
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た
御
宿
村
は
、
小
田
原
藩
に
た
い
し
て
権
利
を
主

張
し
、
》
｝
れ
を
き
っ
か
け
に
一
六
五
四
（
承
応
三
）
年
ご
ろ
か
ら

小
田
原
藩
領
と
沼
津
代
官
領
の
村
々
の
対
立
が
本
格
化
し
て
い

っ
た
。
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両
者
の
対
立
は
争
論
に
ま
で
お
よ
ぶ
ゞ
｝
と
と
な
っ
た
が
、
結

局
、
一
四
三
年
後
の
一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年
の
段
階
に
お
い
て

も
、
御
宿
村
、
上
ヶ
田
村
、
金
沢
村
、
葛
山
村
は
こ
の
山
に
入

れ
な
い
状
態
は
続
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、

燃
料
の
不
足
し
た
御
宿
村
、
上
ヶ
田
村
、
金
沢
村
の
三
か
村
が
、

今
度
は
葛
山
村
内
の
入
会
権
に
関
し
て
葛
山
村
と
対
立
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
問
題
に
関
し
て

は
、
「
葛
山
村
之
内
山
」
を
「
御
宿
村
・
上
ヶ
田
村
・
金
沢

村
・
葛
山
村
外
三
か
村
」
が
採
草
地
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
が

一
七
九
七
（
寛
政
九
）
年
の
「
御
宿
村
明
細
帳
」
に
記
さ
れ
て
い
て
、

最
終
的
に
は
入
会
は
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
争

い
は
期
間
が
長
い
た
め
、
村
に
は
代
々
争
論
関
係
の
文
書
が
大

切
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
事
が
多
い
。

字 0
J

近
現
代御

宿
に
お
け
る
字
は
図
表
３
‐
妬
・
％
の
と
お
り

で
あ
る
。

ま
た
、
御
宿
の
字
や
屋
号
の
由
来
を
、
頼
朝
に
仮
託
す
る
も

の
が
多
い
。
「
歌
窪
」
は
、
頼
朝
が
和
歌
を
残
し
た
と
こ
ろ
と

さ
れ
、
同
じ
く
ウ
タ
ク
ポ
と
い
う
エ
ー
ナ
（
家
名
Ⅱ
屋
号
）
を
持

ぷ
た
い

つ
家
も
あ
る
。
「
舞
台
」
と
呼
ば
れ
る
字
は
頼
朝
が
舞
台
に
使

っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。

明
治
の
大
区
小
区
制
で
は
、
第
一
大
区
三

行
政
区
の
変
遷

小
区
に
属
し
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年

の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
、
近
世
以
来
の
御
宿
村
に
戻
り
民

選
の
戸
長
が
置
か
れ
た
。
そ
れ
も
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に

は
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役
場
の
整
理
統
合
に
よ
り
、
御
宿
は
須お

お

山
・
下
和
田
・
今
里
・
金
沢
・
葛
山
・
上
ヶ
田
・
千
福
・
大

は
た
じ
よ
う
り
ん
じ
と
み
ざ
わ

畑
・
定
輪
寺
・
富
沢
と
一
つ
に
編
制
さ
れ
、
御
宿
に
戸
長
役
場

が
置
か
れ
た
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
御
宿
は
、
下
和

田
・
今
里
・
金
沢
・
上
ヶ
田
・
千
福
・
大
畑
の
九
か
村
と
と
も

に
富
岡
村
と
な
り
、
御
宿
は
そ
の
大
字
と
な
っ
た
。
別
に
一
村

と
な
っ
た
須
山
村
と
は
、
そ
の
後
二
年
間
は
組
合
村
と
し
て

関
係
が
継
続
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
）
年
、
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富
岡
村
の
う
ち
御
宿
、
千
福
、
上
ヶ
田
の
三
大
字
が
分
離
独
立

を
決
議
し
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
、
静
岡
県
に
対
し
て
請

願
書
を
提
出
し
た
。
し
か
し
こ
の
願
い
は
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

い
ず
み
こ
い
ず
み

戦
後
の
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
す
で
に
泉
、
小
泉
、
深

良
が
合
併
し
て
で
き
て
い
た
裾
野
町
に
須
山
村
と
と
も
に
合
併
、

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
現
在
の
裾
野
市
と
な
っ
た
。

戸
数
と
人
口
は
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の

戸
数
と
人
口

「
小
区
表
編
立
調
査
」
で
は
、
家
持
六
五
戸
、

借
家
二
戸
、
社
三
座
、
寺
一
軒
、
人
口
は
三
五
一
人
（
男
一
六

九
人
・
女
一
八
二
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）

年
の
「
地
誌
取
調
草
案
」
に
は
本
籍
六
九
戸
（
内
平
民
六
八
戸
、
士

族
一
戸
）
、
村
社
一
座
、
無
格
社
二
座
、
寺
一
戸
、
総
計
七
三

戸
と
あ
り
、
人
数
は
四
○
三
人
（
男
二
○
五
人
・
女
一
九
八
人
）

と
あ
る
。

ま
た
戦
後
の
国
勢
調
査
に
よ
る
世
帯
数
と
人
口
の
動
向
は
、

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
は
一
五
九
二
世
帯
、
六
二
八
八
人

（
男
三
四
八
五
人
・
女
二
八
○
三
人
）
と
な
っ
て
お
り
、
一
○
○
年

前
に
比
べ
て
人
口
は
一
七
・
九
倍
に
も
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
二
○
年
後
の
一
九
九
五
年
に
は
、
二
五
五
○
世
帯
、
六

六
一
六
人
（
男
三
六
一
八
人
・
女
二
九
九
八
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
主
体
か
ら
「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表
で
は
、
人

商
農
兼
業
化
へ
口
三
五
一
人
中
「
農
一
八
七
人
医
師
一
人

僧
一
人
雑
業
二
人
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
地
誌
取
調
草
案
」
で
は

み
つ
ま
た

物
産
と
し
て
、
米
、
麦
、
茶
、
三
樋
・
繭
・
製
糸
等
と
し
て
、

さ
ら
に
地
勢
の
項
目
に
は
「
村
ノ
中
央
ハ
人
家
ノ
結
構
梢
壮
麗

一
一
シ
テ
、
富
商
巨
農
ア
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
田
は
三
三
町

余
り
、
畑
は
五
九
町
、
山
林
原
野
は
二
三
○
町
余
り
で
、
近
世

に
比
べ
て
水
田
の
増
加
が
際
立
っ
て
い
る
。

ま
た
商
売
を
営
む
も
の
も
多
く
、
一
八
八
○
（
明
治
十
三
）
年

「
商
業
人
取
調
」
に
は
二
二
人
の
商
売
と
一
年
の
売
高
が
書
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
小
売
、
製
造
元
、
雑
商
な
ど
の

ほ
か
、
旅
籠
や
飲
食
店
、
質
屋
、
紙
漉
、
水
車
、
小
間
物
、
水

車
臼
、
半
紙
な
ど
の
商
売
が
み
え
る
。
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年

の
「
農
間
荷
車
挽
営
業
」
、
一
八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
の
質
屋
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の
新
規
開
業
願
い
な
ど
を
み
て
も
、
町
場
化
し
た
御
宿
に
お
い

て
、
明
治
期
に
は
す
で
に
農
業
を
主
体
と
し
な
が
ら
も
、
か
な

り
の
兼
業
化
が
進
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

御
厨
銀
行
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
、
御
宿
に
は
、
長
栄

の
開
業
講
と
い
う
頼
母
子
講
を
発
展
さ
せ
た
環
融
社
と

い
う
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。
中
心
と
な
っ
た
の
は
豪
農
湯
山
半

七
郎
で
、
資
本
金
は
一
万
円
、
株
主
に
は
裾
野
地
域
を
中
心
と

み
く
り
や

す
る
豪
農
、
地
主
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
ゞ
）
れ
が
の
ち
の
御
厨

銀
行
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
開
業
は
一
八
八
三
（
川
治
十
六
）

年
、
本
店
は
頭
取
と
な
っ
た
湯
山
半
七
郎
宅
に
置
か
れ
た
。
銀

行
の
設
立
は
、
産
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
し
た
駿
東
地
域
の
有

力
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
資
本
金
は
六
万
円
、
貸
付

の
ほ
か
、
定
期
預
か
り
・
一
時
預
か
り
．
保
護
預
か
り
な
ど
の

業
務
を
行
っ
た
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
「
学
制
」
の
頒
布

嶽
南
小
学
校

に
よ
り
、
裾
野
地
域
は
第
二
大
学
区
第
一
四

番
中
学
区
に
区
画
さ
れ
た
。
御
宿
の
湯
山
半
七
郎
は
、
こ
の
翌

年
に
明
治
政
府
に
よ
っ
て
神
道
国
教
化
政
策
を
進
め
る
た
め
の

教
導
職
に
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に
七
五
（
明
治
八
）
年
に
は
、
駿
東

地
域
で
の
学
校
の
設
立
や
、
就
学
の
勧
誘
な
ど
の
事
務
を
担
当

す
る
学
区
取
締
り
と
な
っ
た
。
以
後
、
裾
野
の
各
地
域
に
本
格

的
に
小
学
校
が
創
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
御
宿
は
、
上
ヶ

田
・
金
沢
・
葛
山
・
千
福
と
と
も
に
、
荘
園
寺
を
仮
校
舎
に
し

こ
う
よ
し
や

た
行
餘
舎
を
設
立
し
た
。

そ
の
後
、
一
八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
に
上
ヶ
田
・
金
沢
・
御

宿
・
葛
山
・
千
福
・
定
輪
寺
・
大
畑
・
富
沢
の
八
村
に
よ
る
行

餘
舎
の
新
築
が
協
議
さ
れ
、
費
用
の
都
合
上
、
湯
山
半
七
郎
の

が
く
な
ん

所
有
地
を
借
用
し
て
一
八
八
二
（
肌
治
十
五
）
年
十
月
に
嶽
南
学

校
と
改
称
し
て
落
成
し
た
。
し
か
し
、
新
築
費
用
が
さ
ら
に
不

足
し
た
た
め
、
初
等
科
教
室
を
売
却
し
て
補
う
こ
と
と
な
り
、

上
ケ
田
・
金
沢
・
葛
山
・
千
福
に
そ
れ
ぞ
れ
分
校
を
設
置
し
た
。

こ
の
分
校
が
廃
止
さ
れ
て
嶽
南
小
学
校
と
し
て
統
合
さ
れ
た
の

は
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
学
区
統
合
の
際
の
こ
と
で
、

か
い
し
よ
う
し
や

こ
の
時
に
は
さ
ら
に
今
里
の
今
里
舎
と
下
和
田
の
開
昇
舎
そ
れ
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に
須
山
学
校
も
統
合
さ
れ
、
新
た
に
須
山
と
下
和
田
が
嶽
南
小

学
校
の
分
校
と
な
っ
た
。

嶽
南
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
そ
の
位
置
を
巡
っ
て
市

域
を
二
分
す
る
対
立
が
続
い
た
。
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年

に
尋
常
小
学
校
は
六
年
に
延
長
さ
れ
、
分
校
と
な
っ
た
下
和
田

写真3 103嶽南尋常小学校(1924年勝又茂美氏所蔵）

尋
常
小
学
校
の
生
徒
が
残
り
二
年
間
を
南
部
の
嶽
南
尋
常
小
学

校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
一
九
○
九
（
明

治
四
十
二
）
年
に
富
岡
の
村
会
で
小
学
校
の
移
転
が
建
議
さ
れ

た
。
葛
山
・
金
沢
・
今
里
・
下
和
田
が
北
部
移
転
派
、
御
宿
・

も
も
ぞ
の

上
ヶ
田
・
千
福
・
大
畑
・
桃
園
が
南
部
非
移
転
派
で
あ
っ
た
。

こ
の
と
き
の
対
立
は
、
移
転
は
せ
ず
に
、
敷
地
の
地
代
を
南
部

の
御
宿
・
千
福
・
上
ヶ
田
が
負
担
し
て
増
築
す
る
一
）
と
で
一
応

の
決
着
を
見
る
が
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
、
対
立
は
再
燃

し
た
。
こ
の
年
、
駿
東
郡
長
が
、
今
里
、
金
沢
と
葛
山
の
中
里
、

た
ぱ
つ
さ
わ

田
場
沢
が
設
立
し
て
い
た
中
里
分
校
の
廃
止
と
、
南
よ
り
に
あ

っ
た
本
校
の
位
置
を
御
宿
の
宮
原
に
移
転
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

こ
の
と
き
も
、
御
宿
、
千
福
、
上
ヶ
田
な
ど
の
南
部
の
村
民
は

移
転
に
反
対
し
、
北
部
と
激
し
く
対
立
し
た
。
最
終
的
に
嶽
南

小
学
校
は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
御
宿
内
の
若
干
北
よ
り
に

移
転
改
築
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
る
対
立
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と

と
な
っ
た
。
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農
家
戸
数
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
は
、
農
業
集
落
を
設
定
し

の
変
化
統
計
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ

ば
農
業
集
落
は
上
谷
・
入
谷
・
平
山
・
新
田
の
四
つ
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。
一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）
年
に
は
、
御
宿
全
体
の

総
戸
数
は
一
九
一
戸
で
、
そ
の
う
ち
農
業
に
従
事
す
る
戸
数
は

一
二
戸
と
大
半
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
が
三
○
年
後
の
一
九

九
○
年
に
は
、
総
戸
数
が
一
五
○
四
戸
と
激
増
し
た
が
、
総
農

富
岡
第
一
小
学
校
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
に
、
国
民
学

と
富
岡
中
学
校
校
令
に
よ
っ
て
嶽
南
小
学
校
は
富
岡
国

民
学
校
と
改
称
さ
れ
た
が
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
富

岡
村
立
富
岡
小
学
校
と
な
る
。
ま
た
、
同
年
に
は
新
制
の
富
岡

中
学
校
も
開
校
し
た
。
そ
の
後
、
下
和
田
分
校
が
富
岡
第
二
小

学
校
と
な
っ
た
た
め
、
校
名
を
富
岡
第
一
小
学
校
と
改
称
し
て

現
在
に
至
る
。

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

家
数
は
七
五
戸
と
減
っ
て
農
業
離
れ
が
顕
著
と
な
っ
た
。

御
宿
は
坂
上
（
も
と
は
入
谷
の
う
ち
）
・
入
谷
・

村
内
区
分

上
谷
・
平
山
・
新
田
の
五
つ
の
最
寄
に
分
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
最
寄
は
現
在
は
区
と
よ
ば
れ
て
い
て
、
さ

ら
に
そ
の
中
に
は
組
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ゞ
｝
の
組
の
範
囲
を

最
寄
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
組
は
戸
数
の
増
加
に
伴
っ
て
増
え

て
い
き
、
新
し
く
開
発
さ
れ
た
地
域
は
さ
ら
に
増
え
つ
つ
あ
る
。

最
寄
は
そ
の
時
々
の
生
活
組
織
の
範
囲
を
示
す
呼
称
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。

し
た

か
み

御
宿
新
田
区
は
現
在
、
下
・
西
（
三
組
）
・
中
（
四
組
）
・
上
（
二

組
）
・
北
（
六
組
）
の
計
一
六
組
か
ら
成
っ
て
い
る
。
新
田
区
の

次
に
組
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
坂
上
区
で
あ
る
。
区
の
内
部

は
、
東
・
中
（
二
組
）
・
西
・
北
（
二
組
）
・
南
（
五
組
）
・
宮
原
団

地
・
ホ
ラ
カ
、
ン
ラ
ハ
イ
ッ
の
一
三
組
に
分
か
れ
て
区
の
運
営
に

関
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ホ
ラ
カ
シ
ラ
ハ
イ
ッ
組
は
現
在
、

戸
数
が
減
少
し
外
国
人
研
修
生
が
多
く
な
っ
た
た
め
坂
上
区
の

う
わ

預
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
入
谷
区
は
上
・
中
・
東
・
下
・
宮
原
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図表3－98御宿の内部区分

最寄 区 最寄’ 区組

東

I:|『 一 ・ 三

西

北一 ・ 二

南一～五

'曲′ 原剛地

ホラカシラハイツ

上

「'1

束

セジュール12

下

イソベハィッ

宮 原 東

宮 原 四

宮 腺 南

上

組
一
一
上
一
中
一
下
南御宿坂一上坂上

御楕上谷上谷
大
八
一
束
一
束

林
一
町
一
上
一
下

|勝

下

閣

一

中

上

一

北

北

３
４
’
？
〕
｜
Ｂ
’
５

ｌ

１

１

１

一
一

御宿新田新旧
入谷 御宿入谷

A

2 ～

口
矢
一
卜
｜
関

崎
一
タ
｜
工

ヨ
｜
向
口

一
一

一
一

一

平山 御宿平山 中
一
下

（
東
・
西
・
南
）
・
セ
ジ
ュ
ー
ル
一
二
・
イ

う
わ

ソ
ベ
ハ
イ
ッ
の
九
組
、
上
谷
は
上
・
中
・

は
ち
ま
ん

下
・
南
・
東
（
上
・
下
）
・
大
林
・
八
幡

ち
よ
う

う
わ

町
の
八
組
、
平
山
は
上
・
中
・
下
の
三
組

で
あ
る
。

御
宿
全
体
で
の
氏
神
と
し
て
は
、
八
幡

宮
を
ま
つ
っ
て
い
る
が
、
ゞ
）
の
ほ
か
、
平

山
最
寄
で
は
秋
葉
神
社
、
金
比
羅
神
社
、

水
神
を
ま
つ
り
、
入
谷
と
坂
上
は
共
同
で

さ
ん
じ
ん
じ
ゃ

山
神
社
を
、
ま
た
妄
）
の
う
ち
宮
原
西
組
だ

け
で
天
王
さ
ん
（
牛
頭
天
王
）
を
、
さ
ら
に

新
田
は
子
ノ
神
社
を
最
寄
の
神
様
と
し
て

ま
つ
っ
て
い
る
。

な
お
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
の

矢
崎
部
品
の
工
場
設
立
に
始
ま
っ
た
企
業

の
進
出
に
よ
り
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
関
東

自
動
車
工
業
な
ど
の
社
宅
が
増
え
、
一
九
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七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年
に
矢
崎
区
、
ト
ヨ
タ
区
、
翌
七
一
年
に

関
自
工
区
な
ど
の
区
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
行
政
単
位
と
し

て
は
御
宿
で
あ
る
が
、
自
治
会
と
し
て
は
別
で
あ
る
。

御
宿
全
体
と
し
て
役
員
は
五
つ
の
区
（
最
寄
）
か

自
治
組
織

ら
選
ば
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
区
長
、
副
区
長
、
協

議
員
三
名
の
五
人
の
役
員
が
置
か
れ
て
い
る
。
協
議
員
の
三
人

は
会
計
、
厚
生
、
建
設
を
担
当
す
る
。
同
様
に
、
五
つ
の
最
寄

か
ら
各
一
名
の
相
談
役
、
村
社
で
あ
る
八
幡
宮
の
宮
世
話
人
が

出
て
い
る
。
ゞ
）
の
ほ
か
、
会
計
監
査
役
二
名
、
顧
問
一
名
の
役

員
が
お
り
、
八
幡
宮
の
神
社
氏
子
総
代
は
、
今
ま
で
は
湯
山
三

家
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
八
幡
宮
と
地
蔵
尊
の
祭
典
当
番
区
は

五
区
が
順
番
に
あ
た
っ
て
い
る
。
御
宿
の
こ
と
を
、
五
つ
の
最

寄
（
小
区
）
と
区
別
す
る
た
め
に
、
大
区
と
も
い
う
。
大
区
持
ち

回
り
の
役
員
と
し
て
、
青
少
年
補
導
員
、
交
通
指
導
員
、
防
災

指
導
貝
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
ご
と
に
も
区
長
、
副
区
長
が
い
て
そ

の
下
に
は
協
議
員
、
さ
ら
に
組
ご
と
に
組
長
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。
組
自
体
が
上
・
中
・
下
と
三
組
の
平
山
は
協
議
貝
は
お
か

ず
、
組
長
だ
け
で
、
上
谷
で
も
協
議
員
と
し
て
は
二
名
で
て
い

る
だ
け
だ
が
、
そ
の
他
の
区
で
は
い
く
つ
か
の
組
を
ま
と
め
た

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
協
議
員
を
出
し
て
い
る
。
入
谷
で
は
、
上
・

中
・
東
と
セ
ジ
ュ
ー
ル
皿
を
合
わ
せ
て
一
人
の
協
議
員
を
出
し
、

下
組
か
ら
一
名
、
宮
原
は
東
・
西
・
南
あ
わ
せ
て
一
名
の
協
議

員
と
な
っ
て
い
る
。
坂
上
で
は
、
東
・
中
の
二
組
で
一
名
、

西
・
北
の
組
で
一
名
、
南
の
一
・
二
組
と
宮
原
団
地
で
一
名
、

南
の
三
・
四
・
五
組
で
一
名
の
あ
わ
せ
て
四
名
の
協
議
員
が
、

集
会
所
と
山
車
の
運
営
員
を
兼
務
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
四

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
山
神
社
の
世
話
人
も
各
一
名
選
出
さ

れ
て
い
る
。
新
田
で
も
、
下
・
上
・
中
・
西
か
ら
一
名
ず
っ
と
、

戸
数
の
多
い
北
か
ら
二
名
の
、
あ
わ
せ
て
六
名
の
協
議
員
が
選

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
協
議
員
の
構
成
は
最
寄
の
範

囲
を
受
け
継
い
で
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
よ
う

に
、
入
谷
区
で
は
協
議
員
を
最
寄
総
代
と
も
い
っ
て
い
る
。

区
の
運
営
を
担
う
こ
う
し
た
役
員
の
ほ
か
に
、
裾
野
市
と
し
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て
共
通
の
体
育
、
自
主
防
災
、
保
健
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
な

ど
の
役
員
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
区
独
自
の
役
員
も

い
く
つ
か
設
置
さ
れ
て
い
る
。
全
小
区
に
分
収
林
委
員
や
堰
係
、

山
神
社
を
ま
つ
る
入
谷
・
坂
上
と
、
子
神
社
を
ま
つ
る
新
田
は

写真3-104御宿八幡宮の祭り

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
総
代
や
世
話
人
を
設
置
し
て
い
る
。

御
宿
全
体
の
氏
神
は
八
幡
宮
で
、
五
つ
の
区
か

神
社
と
寺

ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
宮
世
話
人
が
出
る
ほ
か
、

祭
典
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
年
の
当
番
区
が
中
心
と
な
っ
て
こ
れ

を
行
う
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草
案
」
に

は
祭
礼
日
は
八
月
十
五
日
と
あ
る
が
、
現
在
は
九
月
十
五
日
と

な
っ
て
い
る
。
八
幡
宮
は
「
神
社
明
細
帳
」
に
「
祭
神
譽
田

別
命
由
緒
慶
長
十
二
年
九
月
創
立
明
治
八
年
十
二
月
村
社

一
一
列
ス
旧
除
地
弐
反
五
畝
二
九
歩
ヲ
有
セ
リ
」
と
あ
る
。
ゞ
）
の

ほ
か
境
内
社
と
し
て
、
三
峯
神
社
、
諏
訪
神
社
、
御
鍬
社
、
稲

荷
社
が
あ
る
。

ま
た
、
平
山
で
は
最
寄
の
神
様
と
し
て
秋
葉
神
社
、
金
比
羅

神
社
を
ま
つ
り
、
坂
上
と
入
谷
で
は
二
つ
の
最
寄
で
山
神
社
を

ま
つ
っ
て
い
る
。
祭
日
は
九
月
十
六
、
十
七
日
。
そ
れ
ぞ
れ
二

名
ず
つ
の
氏
子
総
代
の
ほ
か
、
世
話
人
が
坂
上
に
四
名
、
入
谷

に
七
名
と
な
っ
て
い
る
。
山
神
社
は
「
神
社
明
細
帳
」
に
も
書

き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
七
一
九
（
享
保
四
）
年
創
立
と
さ
れ
る
。
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こ
の
「
明
細
帳
」
に
は
御
宿
に
も
う
一
社
、
子
神
社
が
書
き
上

げ
ら
れ
て
い
て
、
一
七
○
○
（
元
禄
十
三
）
年
十
二
月
の
創
立
と

あ
る
。
こ
の
子
神
社
を
ま
つ
る
新
田
で
は
六
年
に
一
回
、
六
人

の
宮
世
話
人
を
選
出
し
、
そ
の
う
ち
一
名
が
当
番
世
話
人
と
な

る
。
宮
世
話
人
の
六
人
が
す
べ
て
当
番
を
務
め
る
と
改
め
て
次

の
世
話
人
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
昔
は
神
輿
が
あ

っ
た
と
い
う
。
祭
礼
は
旧
十
月
最
初
の
子
の
日
で
、
第
二
次
大

戦
中
に
旧
暦
を
新
暦
に
改
め
て
祭
礼
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
赤
痢

が
出
た
の
で
バ
チ
が
あ
た
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
も

旧
暦
で
最
初
の
子
の
日
の
前
の
土
、
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
と

い
う
。
上
谷
区
だ
け
で
ま
つ
る
神
社
は
な
い
。

ま
た
一
族
で
ま
つ
る
神
社
と
し
て
は
、
入
谷
の
西
川
イ
ッ
ト

ゥ
が
本
家
で
駒
形
神
社
を
ま
つ
っ
て
い
る
。
水
窪
の
長
教
寺
の

檀
家
で
、
武
田
の
残
党
と
伝
え
ら
れ
る
西
川
イ
ッ
ト
ウ
は
、
も

と
も
と
八
戸
で
、
景
ヶ
島
付
近
（
宮
原
）
に
出
て
来
て
住
み
つ
い

た
と
い
ゞ
フ
。

こ
う
め
い
さ
ん
げ
ん
こ
う
い
ん

寺
は
、
浄
土
宗
、
京
都
知
恩
院
末
寺
で
あ
る
光
明
山
源
広
院

荘
園
寺
が
字
宿
畑
に
あ
り
「
寺
院
明
細
帳
」
に
は
「
天
正
八
年

二
月
宗
祖
円
光
大
師
法
孫
僧
存
秀
創
建
ス
」
と
あ
る
。
本
尊
は

阿
弥
陀
如
来
で
、
境
内
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
こ
の
地
蔵
尊
を
御

宿
全
体
で
ま
つ
っ
て
い
る
。
当
番
は
五
区
が
持
ち
回
り
で
務
め
、

写真3-105荘園寺での地蔵盆
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七
月
二
十
三
日
に
念
仏
講
を
呼
ん
で
行
い
、
新
盆
の
家
が
参
加

す
る
。
ま
た
、
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
荘
園
寺
で
寄
付

を
募
り
、
長
野
か
ら
善
光
寺
如
来
を
勧
請
し
た
。
四
月
に
祭
り

を
し
て
い
た
が
、
戦
争
の
こ
ろ
に
信
仰
は
廃
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
は
地
蔵
尊
の
祭
礼
の
日
に
善
光
寺
さ
ん
も
開
帳
し
て
い
る

と
い
う
。
こ
の
地
蔵
堂
と
は
別
に
薬
師
を
ま
つ
る
薬
師
堂
も
街

道
（
県
道
富
士
・
裾
野
線
）
沿
い
に
あ
り
、
毎
月
旧
暦
の
十
二
日

に
、
平
山
・
入
谷
（
坂
上
を
含
む
）
・
上
谷
が
合
同
で
月
並
み
念

仏
を
行
っ
て
い
た
。
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
）
年
二
月
に
こ
の

二
つ
の
堂
を
あ
わ
せ
た
二
尊
堂
が
荘
園
寺
境
内
に
完
成
し
て
か

ら
は
、
ゞ
｝
ゞ
）
に
薬
師
と
地
蔵
を
と
も
に
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
田
で
は
日
蓮
さ
ん
を
ま
つ
っ
て
い
る
。
日
蓮

こ
ば
や
し
よ
し
た
ろ
う

さ
ん
は
深
良
の
小
林
由
太
郎
家
か
ら
個
人
的
に
受
け
て
き
た
も

く
ら
ぷ

の
で
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
倶
楽
部
を
建
設
す
る
際
、
ゞ
｝

れ
に
日
蓮
像
を
安
置
し
て
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
蓮
さ
ん

の
祭
日
は
旧
一
月
十
日
と
旧
十
月
十
日
で
、
毎
月
十
二
日
に
題

目
を
あ
げ
る
。
こ
の
日
は
、
老
人
会
の
会
合
も
兼
ね
て
い
て
、

男
性
も
出
て
、
神
社
の
清
掃
を
し
て
か
ら
老
人
会
を
開
く
。
昔

は
、
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
各
家
を
歩
い
て
回
り
、
野
菜
や
米
を

集
め
た
。
〉
｝
の
米
で
ご
飯
を
一
斗
く
ら
い
炊
い
て
す
し
飯
に
し
、

楕
円
形
の
握
り
飯
を
作
っ
て
新
聞
紙
に
包
ん
で
振
る
舞
っ
た
。

ま
た
、
サ
寺
ハ
を
焼
い
て
骨
や
皮
を
取
り
、
ご
飯
に
炊
き
込
ん
だ

す
し
飯
も
作
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

か
つ
て
は
最
寄
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
講
が

さ
ま
ざ
ま
な
講

行
わ
れ
て
い
た
。
新
田
で
は
大
山
阿
夫
利

神
社
な
ら
び
に
秋
葉
さ
ん
へ
の
代
参
講
が
行
わ
れ
た
。
神
奈
川

県
伊
勢
原
市
に
あ
る
大
山
に
は
二
月
の
節
分
に
、
清
水
市
の
秋

葉
さ
ん
に
は
十
二
月
に
代
参
し
、
お
札
を
受
け
て
き
た
。
宿
泊

を
伴
う
代
参
に
は
二
人
一
組
で
出
か
け
、
そ
の
た
め
の
費
用
は

最
寄
で
積
み
立
て
て
い
た
。
講
金
と
し
て
集
め
た
金
を
銀
行
に

貯
金
し
て
利
子
を
得
た
ほ
か
、
貸
し
付
け
て
そ
の
利
子
を
運
用

し
た
り
も
し
た
。
新
田
で
は
現
在
も
、
不
動
講
を
二
○
戸
で
続

け
て
い
る
。
毎
月
二
十
七
日
に
掛
け
軸
を
当
番
の
家
に
回
し
て

行
う
。
百
姓
の
ま
つ
る
神
さ
ん
と
い
い
、
昔
は
餅
を
つ
き
、
家
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の
若
い
衆
が
集
ま
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

入
谷
で
も
、
下
組
が
二
十
七
日
に
不
動
講
を
行
っ
て
い
る
。

掛
け
軸
を
か
け
て
、
チ
ャ
キ
チ
ャ
キ
と
や
っ
て
拝
む
。
ゞ
）
こ
の

不
動
講
は
、
組
の
常
会
を
兼
ね
て
い
て
、
区
費
を
集
め
、
ひ
と

月
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
題
を
話
し
合
う
。
か
つ
て
は
入
谷
区
全
体

の
一
○
戸
で
、
米
を
三
合
ず
つ
集
め
て
行
っ
て
い
た
が
、
次
第

に
抜
け
て
下
組
だ
け
が
残
っ
た
。
子
ど
も
の
ま
つ
る
天
神
講
は

一
月
に
行
わ
れ
、
淡
島
講
は
毎
月
十
日
（
現
在
は
都
合
の
い
い

日
）
に
、
順
番
に
宿
を
回
し
て
オ
ン
ナ
シ
（
女
衆
）
が
子
育
て
祈

願
の
た
め
に
集
ま
っ
た
。
入
谷
で
は
ほ
か
に
山
の
神
講
、
庚
申

講
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

新
田
で
は
、
八
月
十
五
日
か
十
六
日
の
盆
踊
り
の
あ
と
の
慰

労
会
を
蟹
講
と
い
う
。
黄
瀬
川
に
蟹
が
い
た
こ
ろ
、
こ
の
蟹
を

捕
っ
て
蟹
汁
を
作
り
、
年
寄
り
を
ね
ぎ
ら
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
つ
い
た
。
盆
踊
り
は
老
人
会
の
女
性
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
。
蟹
汁
に
は
蕎
麦
を
入
れ
て
ご
馳
走
と
す
る
が
、
蕎
麦
は
あ

っ
て
も
蟹
を
買
え
ず
、
蟹
を
入
れ
る
の
を
や
め
て
し
ま
っ
た
た

め
、
蟹
講
は
蕎
麦
講
に
姿
を
変
え
た
。
夏
祭
り
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
一
五
年
ほ
ど
前
か
ら
十
一
月
に
蕎
麦
講
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
ゞ
フ
。

清
水
の
倶
利
御
宿
の
石
造
物
は
、
そ
の
多
く
が
街
道
沿
い

迦
羅
不
動
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
石
造
物
を

た
ど
る
と
街
道
や
旧
道
が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
く

に
道
祖
神
は
、
村
の
出
入
り
口
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

新
田
の
北
端
の
深
良
・
岩
波
境
、
平
山
の
南
端
の
千
福
境
、
入

谷
の
東
の
葛
山
境
付
近
な
ど
に
あ
る
。
街
道
に
は
道
標
も
建
て

ら
れ
、
常
夜
塔
を
兼
ね
た
道
標
に
は
「
左
ふ
じ
み
ち
右
甲
州

道
」
と
記
さ
れ
た
一
七
五
七
（
宝
暦
七
）
年
の
も
の
が
あ
る
。
富

士
山
参
詣
道
と
甲
州
街
道
と
の
分
岐
を
示
し
て
い
る
。
〉
盲
）
は
、

か
っ
て
薬
師
堂
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

ま
た
、
順
礼
供
養
塔
が
多
い
の
も
御
宿
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
述
琴
へ
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
初
頭
に
は
駿
河
・
伊
豆
両

国
横
道
三
十
三
ヶ
所
の
順
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
（
「
湯
山
安
右
衛

門
日
記
」
）
、
そ
の
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
た
経
緯
が
う
か
が
え
る
。
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順
礼
供
養
塔
は
、
御
宿
古
堰
近
く
の
旧
道
（
甲
州
道
）
沿
い
に
七

基
あ
り
、
荘
園
寺
墓
地
内
に
も
三
基
あ
る
。

御
宿
に
は
、
市
域
で
は
珍
し
い
石
造
物
も
い
く
つ
か
あ
る
。

一
つ
は
新
田
の
子
神
社
境
内
に
あ
る
弁
財
天
で
、
「
大
弁
才
天

女
」
と
彫
ら
れ
、
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
に
巳
待
講
中
が
造
立

し
て
い
る
。
庚
申
講
や
甲
子
誌
な
ど
は
ほ
か
で
も
見
受
け
ら
れ

る
が
、
巳
待
講
は
一
｝
ゞ
）
に
し
か
な
い
。

今
一
つ
は
、
元
平
山
水
源
に
あ
る
岩
肌
に
彫
ら
れ
た
倶
利
迦

羅
不
動
で
あ
る
。
水
が
貴
重
で
あ
っ
た
富
岡
地
区
で
は
、
御
宿写真3－1()6岩に彫られた倶利

迦羅不動

の
清
水
と
い
え
ば
洞
れ
る
ゞ
｝
と
が
な
い
良
質
の
湧
水
地
で
あ
っ

た
。
他
の
水
神
と
と
も
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
岩
肌
に

は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
も
刻
ま
れ
て
お
り
、
〉
三
）
が
水

源
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
宗
教
的
な
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
も
裏

付
け
て
い
る
。
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第1節地理的概要

図表3－99千福の位置
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､

、

千福

せ
ん
ぶ
く

自
立
し
た
千
福
の
こ
と
を
、
地
元
で
は
セ
ン
プ
ク
と
発
音

や
と
ほ
そ
の

三
最
寄
す
る
。
千
福
に
は
、
古
く
か
ら
谷
津
、
細
野
、

よ
つ
み
ぞ

四
シ
溝
と
い
う
三
つ
の
集
落
が
展
開
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
集

落
を
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
い
い
、
十
二
神
社
と
い
う
氏
神
を
核
に

し
て
近
世
か
ら
一
つ
の
村
を
形
成
し
て
き
た
。
三
つ
の
最
寄
は

立
地
条
件
が
異
な
る
た
め
（
後
述
）
各
最
寄
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と

ま
り
、
意
識
の
上
で
も
自
立
し
て
い
る
。

あ
し

千
福
は
裾
野
市
中
心
部
か
ら
北
西
に
位
置
し
、
愛

位
置
た
か
い
は
い
だ
け

謄
山
位
牌
岳
か
ら
東
南
に
向
か
っ
て
派
出
す
る
尾

根
の
海
抜
一
○
三
二
Ｍ
の
稜
部
を
西
端
と
し
、
東
西
約
肩
假
、

き
せ

東
端
の
黄
瀬
川
に
面
し
た
南
北
約
一
・
二
六
時
暇
を
底
辺
と
す
る

狭
長
な
三
角
形
を
し
た
地
区
で
あ
る
。
東
は
黄
瀬
川
を
隔
て
て

い
し
わ
き

か
ず
ら
や
ま
お
お
は
た

石
脇
に
対
し
、
北
は
葛
山
、
南
は
大
畑
と
接
す
る
。
愛
騰
山
位

牌
岳
か
ら
東
南
に
向
か
っ
て
派
出
す
る
尾
根
の
海
抜
一
○
三
二

な
が
い
ず
み

脚
の
稜
部
を
西
端
と
し
、
こ
の
稜
線
で
長
泉
町
と
接
し
て
い
る
。
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さ
の

地
形
と
土
黄
瀬
川
と
佐
野
川
に
狭
ま
れ
た
平
坦
部
を
除
い

地
利
用
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
愛
麿
山
地
で
、
ほ
ぼ
全
域

が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
佐
野
川

ぜ
な
ざ
わ

み
や

や
と

ほ
そ
の
ざ
わ

（
瀬
名
沢
ま
た
は
宮
川
）
の
支
流
谷
津
川
と
、
そ
の
北
の
細
野
沢

写真3-107千福が丘ニュータウン

が
奥
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
。

こ
す
ぎ
だ
い
ら

海
抜
四
八
四
燭
付
近
か
ら
二
六
○
脚
付
近
ま
で
の
字
小
杉
平
、

い
ち
ぱ
だ
い
ら

市
場
平
に
舌
状
の
平
坦
地
が
あ
り
、
開
墾
さ
れ
て
畑
地
と
な
っ

て
い
た
。
こ
ゞ
｝
を
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
（
東
急
）
が
買
収
し

て
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
千
福
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
い
う

住
宅
団
地
と
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
し
、
景
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

佐
野
川
は
北
の
葛
山
か
ら
流
下
し
て
基
盤
の
富
士
山
の
溶
岩

流
を
深
く
浸
食
し
、
屏
風
岩
の
景
勝
地
を
形
成
し
て
い
る
。
さ

ら
に
千
福
の
お
よ
そ
中
央
部
を
Ｓ
字
状
に
迂
曲
し
な
が
ら
、
千

ま
つ
が
く
ぼ

福
南
端
の
松
窪
で
黄
瀬
川
に
合
流
し
て
い
る
。

東
側
の
黄
瀬
川
と
佐
野
川
に
挟
ま
れ
た
平
坦
地
は
基
盤
は
黄

瀬
川
の
河
床
を
な
し
て
い
る
富
士
溶
岩
で
あ
る
が
、
そ
の
上
部

は
黄
瀬
川
の
形
成
し
た
河
岸
段
丘
で
、
佐
野
川
に
向
か
っ
て
僅

ひ
ら
や
ま

か
に
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
の
平
坦
地
の
北
に
平
山
と
い
う
海
抜

二
○
一
脚
の
丘
陵
が
あ
り
、
千
福
城
（
平
山
城
）
と
い
う
中
世
城

く
ぽ

郭
跡
が
あ
る
。
こ
の
平
山
の
裾
部
を
北
か
ら
久
保
川
（
平
山
川
）

が
深
く
浸
食
し
、
東
、
南
と
迂
曲
し
て
、
佐
野
川
へ
合
流
し
て
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い
る
。
平
坦
地
は
水
田
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
東
名
高
速

道
路
、
国
道
二
四
六
号
が
通
過
し
、
工
場
用
地
、
住
宅
地
と
な

っ
て
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
も
と
か
ら
の
集
落
は
、
平
山

ね
が
た

の
東
の
根
方
道
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

と
み
ざ
わ

千
福
は
、
富
沢
、
大
畑
、
葛
山
な
ど
と
同
じ
く
、

集
落

愛
雁
山
麓
か
ら
黄
瀬
川
に
至
る
東
西
に
細
長
い
村

域
を
有
し
、
地
形
に
制
約
を
受
け
な
が
ら
山
裾
部
か
ら
河
岸
段

丘
に
か
け
て
集
落
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

千
福
は
古
く
か
ら
三
つ
の
集
落
が
、
谷
筋
、
街
道
筋
、
河
岸

段
丘
の
平
坦
地
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
条
件
で
そ
れ
ぞ
れ
に
形

成
さ
れ
た
。
ゞ
）
れ
ら
の
集
落
は
、
集
落
を
単
位
に
最
寄
と
呼
ば

れ
る
社
会
組
織
を
つ
く
っ
て
い
る
。
谷
津
、
細
野
、
四
シ
溝
の

三
最
寄
で
あ
る
。

谷
津
川
を
底
流
と
し
て
愛
謄
山
へ
細
長
く
入
り
込
ん
で
い
る

最
寄
は
谷
津
で
あ
る
。
谷
津
川
沿
い
の
一
本
道
に
沿
っ
て
集
落

が
あ
り
、
下
っ
て
根
方
道
に
入
り
、
根
方
道
沿
い
に
屋
敷
が
続

い
て
い
く
。
道
に
沿
っ
て
生
け
垣
を
造
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
屋

敷
に
畑
地
や
果
樹
が
隣
接
し
て
い
る
の
で
緑
の
多
い
景
観
に
な

っ
て
い
る
。
佐
野
川
西
岸
と
愛
朧
山
麓
の
間
の
平
坦
地
を
、
根

方
道
が
葛
山
の
方
向
へ
の
ぼ
る
。
そ
の
道
沿
い
が
細
野
で
あ
る
。

根
方
道
の
両
側
の
生
け
垣
越
し
に
屋
敷
が
見
え
、
昔
の
佇
ま
い

を
残
し
て
い
る
。
佐
野
川
と
黄
瀬
川
に
挟
ま
れ
た
平
坦
地
が
四

ふ
み
よ
う
じ

シ
溝
で
あ
る
。
か
っ
て
は
水
田
地
帯
で
普
明
寺
周
辺
や
県
道
富

士
・
裾
野
線
沿
い
に
集
落
を
形
成
し
て
い
た
。
現
在
は
国
道
二

四
六
号
が
貫
き
、
工
場
や
会
社
が
建
ち
並
ん
で
い
る
。

１
中
世
以
前

千
福
－
－
１
－
ダ
ウ
ン
千
福
に
は
一
万
年
以
上
前
か
ら
人
が

で
縄
文
遺
跡
発
見
住
ん
で
い
た
形
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
か
ら
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に

か
け
て
、
千
福
一
一
ユ
ー
タ
ウ
ン
建
設
工
事
に
伴
い
、
こ
の
地
区

第
二
節
歴
史
概
要
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の
字
市
場
平
、
小
杉
平
、
細
野
沢
で
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
事

前
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
市
場
平
Ｉ
遺
跡
か
ら
は

住
居
趾
な
ど
の
ほ
か
縄
文
時
代
早
期
、
前
期
・
中
期
土
器
や
、

掻
器
（
研
磨
具
）
、
石
鎌
・
石
斧
・
石
皿
・
磨
石
な
ど
の
石
器
が

出
土
し
た
。
市
場
平
Ⅱ
遺
跡
、
小
杉
平
Ｉ
遺
跡
、
小
杉
平
Ⅱ
遺

跡
か
ら
は
土
坑
、
柱
穴
や
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
や
石
皿
な
ど

の
石
器
が
出
土
し
た
。
小
杉
平
Ⅱ
遺
跡
か
ら
は
住
居
趾
も
見
つ

か
っ
て
い
る
。

細
野
沢
遺
跡
で
は
住
居
趾
や
集
石
遺
構
の
ほ
か
、
縄
文
時
代

早
期
・
前
期
・
中
期
の
土
器
と
、
有
舌
尖
頭
器
（
雛
）
・
打
製
石

斧
・
石
皿
な
ど
の
石
器
が
出
土
し
た
。
土
器
の
大
半
は
前
期
後

半
の
も
の
で
、
県
下
で
は
数
の
少
な
い
特
色
の
あ
る
遺
跡
で
あ

る
。

以
後
、
古
代
ま
で
の
歴
史
は
資
料
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な

い
○

千
福
城
の
南
約
二
六
○
勝
の
と
こ
ろ
に
あ
る

馬
場
添
遣
跡
ば
ん
ぱ
そ
い

馬
場
添
は
、
従
来
か
ら
こ
の
城
の
馬
場
跡
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
と
ゞ
｝
ろ
で
あ
っ
た
。
’
九
八
三
（
昭
和
五

十
八
）
年
に
国
道
二
四
六
号
が
通
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め

事
前
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
竪
穴
遺
構
・

溝
状
遺
構
・
集
石
士
坑
・
土
坑
・
柱
穴
が
検
出
さ
れ
、
遺
構
と

そ
の
周
辺
か
ら
一
六
世
紀
の
瀬
戸
の
鉄
釉
（
黒
）
・
灰
釉
・
緑
釉

の
施
さ
れ
た
小
皿
・
天
目
茶
碗
と
措
鉢
、
中
国
産
青
磁
片
、
中

国
産
古
銭
等
が
出
土
し
、
遺
物
の
年
代
や
種
類
か
ら
見
て
千
福

城
と
関
連
の
あ
る
遺
跡
と
判
断
さ
れ
た
。

千
福
城
は
、
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
、
旧
制
県

千
福
城
跡
ぬ
護
だ
て
あ
い
ぞ
う

立
静
岡
中
学
校
教
諭
沼
館
愛
三
が
踏
査
し
、
在

所
の
地
名
を
と
っ
て
千
福
城
と
名
付
け
た
。
本
城
跡
は
先
に
ふ

れ
た
よ
う
に
千
福
字
平
山
耕
地
に
あ
り
、
字
名
か
ら
平
山
城
と

も
呼
ば
れ
る
。
海
抜
二
○
一
勝
の
独
立
丘
陵
を
利
用
し
た
山
城

で
、
北
東
か
ら
丘
陵
裾
部
を
め
ぐ
る
久
保
川
（
平
山
川
）
は
深
い

浸
食
谷
を
形
成
し
て
外
濠
の
役
割
を
は
た
し
、
北
西
は
丘
陵
の

鞍
部
で
断
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
平
山
全
体
が
天
然
の
要
害
と
な

っ
て
い
る
。
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城
郭
の
遺
構
は
頂
部
の
平
場
を
主
曲
輪
と
し
、
東
と
南
東
方

向
に
段
状
の
曲
輪
を
構
成
し
て
、
そ
れ
に
付
属
す
る
裾
曲
輪
と

帯
曲
輪
が
あ
る
。
東
端
の
平
場
を
馬
場
と
い
う
。
主
曲
輪
の
北

西
に
深
い
空
堀
切
が
東
西
に
振
り
分
け
状
に
掘
ら
れ
、
中
央
に

写真3-108千福城跡

狭
い
土
橋
が
あ
っ
て
、
北
西
の
出
曲
輪
と
連
繋
し
て
い
る
。
出

曲
輪
の
北
西
端
は
二
重
の
空
堀
切
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

か
じ
ゃ
し
き

南
東
の
平
山
川
の
対
岸
に
は
、
空
堀
に
囲
ま
れ
た
鍛
冶
屋
敷
と

し
お
や
ぐ
ら

塩
矢
櫓
が
あ
る
。
主
曲
輪
南
の
裾
部
に
あ
る
普
明
寺
は
城
主
の

居
館
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

千
福
城
の
利
用
千
福
城
の
利
用
を
物
語
る
史
料
は
な
い
。

と
千
福
の
支
配
『
駿
河
志
料
』
の
千
福
の
条
に
「
古
館
跡

み
し
ゆ
く
か
ん
べ
え

普
明
寺
境
内
な
り
」
と
い
い
、
「
御
宿
勘
兵
衛
古
城
嘘
と
云
い
、

又
一
に
葛
山
氏
居
な
り
と
も
云
へ
り
」
と
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、

す
ん
と
う

み
し
ゆ
く
と
も
つ
な

『
駿
東
郡
誌
』
で
は
普
明
寺
は
御
宿
友
綱
の
居
館
で
あ
っ
た
と

い
う
。
御
宿
氏
は
、
葛
山
の
葛
山
城
に
本
拠
を
置
き
室
町
、
戦

国
時
代
に
駿
東
一
帯
に
勢
力
を
持
っ
た
葛
山
氏
や
大
森
氏
の
一

族
で
あ
っ
た
。

千
福
城
は
葛
山
城
の
南
一
言
暇
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ほ

て
し
る
や
ま
か
ね
ざ
わ

か
に
蔦
山
か
く
し
砦
伝
承
地
（
葛
山
）
、
手
城
山
（
金
沢
）
、
大
畑

城
（
大
畑
）
な
ど
が
葛
山
城
か
ら
二
、
三
畔
胆
の
範
囲
内
に
あ
り
、

葛
山
氏
の
軍
事
的
拠
点
と
し
て
有
機
的
に
結
ば
れ
て
い
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。

一
五
六
九
（
永
禄
十
二
）
年
葛
山
氏
が
退
転
し
た
の
ち
は
、
一

五
七
二
（
元
亀
三
）
年
以
降
少
な
く
と
も
天
正
年
間
中
頃
ま
で
は

御
宿
氏
が
武
田
氏
の
一
家
臣
と
し
て
千
福
を
含
め
た
駿
東
一
帯

ご
て
ん
ぱ

を
支
配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
『
御
殿
場
市
史
研
究
』
Ⅲ
）
。

一
五
六
九
（
永
禄
十
二
）
年
北
条
氏
が
葛
山
氏
の
本
領
で
あ
っ
た

し
み
ず
し
ん
し
ち
ろ
う

葛
山
堀
内
や
佐
野
郷
を
重
臣
の
子
の
清
水
新
七
郎
に
与
え
て
い

る
文
書
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
文
書
は
検
討
の
余
地
が
あ
る

ふ
か
さ
わ

と
さ
れ
る
。
一
五
七
○
（
元
亀
元
）
年
武
田
軍
が
深
沢
城
を
破
り
、

武
田
氏
は
駿
東
郡
の
大
半
を
手
に
入
れ
る
。
こ
れ
以
降
葛
山
氏

み
し
ゆ
く
け
ん
も
つ
と
も
つ
な

の
支
配
領
域
を
引
き
継
い
だ
の
は
御
宿
の
御
宿
監
物
友
綱
で
あ

る
。
一
五
八
○
（
天
正
八
）
年
に
監
物
が
、
武
田
氏
か
ら
数
度
に

わ
か
ま
る
っ
な
さ
だ

わ
た
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
た
給
地
を
子
息
若
丸
（
綱
貞
）
に
譲
渡

し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
千
福
は
段
銭
共
（
年
貢
と
反
別
の
徴
収
銭

を
合
わ
せ
て
）
一
三
九
貫
九
四
三
文
と
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
千
福
城
の
築
城
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
文
書

が
あ
る
。
一
六
五
○
（
慶
安
三
）
年
の
「
大
畑
村
他
五
か
村
山

林
・
古
跡
・
用
水
等
言
上
」
の
千
福
村
の
項
で
、
「
同
村
古
城

東
西
一
八
○
間
、
南
北
一
二
○
間
あ
り
、
東
・
西
・
南
の
三
方

は
川
、
北
は
空
堀
、
大
手
の
口
は
南
空
堀
一
重
あ
り
」
と
あ
り
、

ほ
う
じ
よ
う
う
じ
な
お

小
田
原
氏
猶
（
北
条
氏
直
の
こ
と
）
の
家
臣
松
田
入
道
を
取
り
立

て
築
城
し
た
も
の
で
、
七
○
年
前
に
普
明
寺
の
屋
敷
と
な
っ
た

と
あ
る
。
こ
の
言
上
の
七
○
年
前
と
い
う
と
一
五
八
○
（
天
正

八
）
年
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
北
条
氏
が
葛
山
氏
の
本
領
を

家
臣
に
与
え
た
文
書
の
中
で
、
「
葛
山
郷
除
沢
は
敵
（
武
田
）
に

対
す
る
備
え
は
必
要
な
い
と
思
う
が
、
平
山
の
外
張
（
外
壁
、

土
塁
、
外
堀
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
自
ら
適
切
な
工
事
を
せ
ず

出
来
な
い
と
い
う
松
田
の
言
い
訳
け
は
分
別
が
な
く
（
後
略
）
」

と
あ
っ
て
、
平
山
外
張
は
千
福
城
の
こ
と
で
、
松
田
と
い
う
の

が
松
田
入
道
と
す
れ
ば
、
書
上
の
文
書
の
内
容
と
対
応
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
築
城
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
城

を
建
て
直
す
か
規
模
を
拡
大
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

千
福
城
は
葛
山
城
よ
り
規
模
が
大
き
く
、
曲
輪
面
積
で
は
四

倍
強
も
あ
る
。
ま
た
、
葛
山
城
や
大
畑
城
が
比
較
的
山
の
頂
部
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２
近
世

支
配
は
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
幕
領
、

支
配
の
変
遷

一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
か
ら
小
田
原
藩
領
と

な
る
が
、
一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
か
ら
幕
領
に
復
帰
す
る
。
一

六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年
か
ら
は
旗
本
内
藤
氏
領
と
な
っ
て
幕
末

に
至
る
。
旗
本
の
知
行
は
幕
府
の
方
針
で
、
元
禄
の
世
直
し
と

い
い
、
こ
れ
ま
で
の
俸
給
で
は
な
く
旗
本
に
知
行
を
与
え
て
自

分
賄
い
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
内
藤
氏
の
陣
屋
は
当
初
富
士
郡

は
ら
だ

ひ
な

原
田
村
に
置
か
れ
、
後
に
同
郡
の
比
奈
に
移
っ
た
と
い
う
。

一
六
五
○
（
慶
安
三
）
年
（
実
際
は
慶
安
二
年

村
高
と
村
の
姿

か
）
八
月
「
駿
東
郡
千
福
村
田
畑
水
帳
」
、

一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年
六
月
「
駿
東
郡
千
福
村
田
畑
検
地
御

に
の
み
曲
輪
を
設
け
て
い
る
の
に
対
し
、
千
福
城
は
低
い
場
所

か
ら
山
頂
一
帯
に
築
か
れ
て
い
る
。

一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
に
武
田
氏
滅
亡
後
は
、
徳
川
氏
の
支

配
と
な
り
近
世
を
む
か
え
る
。

水
帳
」
が
あ
る
。
村
高
は
、
正
保
郷
帳
三
○
七
石
余
、
元
禄
郷

帳
四
五
七
石
余
、
天
保
郷
帳
四
五
八
石
余
で
あ
る
。

一
六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年
の
「
千
福
村
差
出
帳
」
に
よ
れ
ば
、

村
高
一
五
五
石
の
う
ち
三
分
の
二
を
米
納
、
三
分
の
一
を
金
納

し
て
い
る
。
内
藤
氏
は
財
政
窮
乏
し
て
い
て
租
税
を
先
納
さ
せ

た
り
月
割
り
で
徴
収
し
た
た
め
、
村
人
は
そ
の
年
の
米
を
抵
当

に
し
て
御
殿
場
の
日
野
屋
よ
り
借
金
し
て
納
め
た
と
い
う
。
そ

の
た
め
千
福
に
は
「
内
藤
貧
棒
（
マ
マ
）
金
タ
タ
キ
、
一
日
タ
タ

キ
テ
米
一
升
」
と
い
う
童
謡
が
生
ま
れ
た
（
『
駿
東
富
岡
村
誌
』
）
。

田
の
用
水
は
「
か
ろ
う
と
堰
」
か
ら
深
良
用
水
を
取
水
し
て

い
る
が
、
か
ろ
う
と
堰
は
村
々
の
寄
合
堰
で
、
旗
本
松
平
氏
の

あ
げ
た

知
行
所
と
な
っ
た
上
ヶ
田
、
金
沢
、
葛
山
、
御
宿
と
合
わ
せ
て

五
か
村
で
分
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
上
流
の
四
か
村
で
水
を

取
ら
れ
て
し
ま
い
、
千
福
は
日
損
場
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い

る
。
田
方
の
う
ち
、
早
稲
米
は
少
々
で
あ
と
は
弥
六
と
い
う
中

稲
で
あ
る
。
畑
方
は
、
三
分
の
二
が
大
麦
、
三
分
の
一
が
小
麦

と
あ
る
が
、
夏
作
と
し
て
粟
、
稗
、
芋
、
大
豆
、
さ
さ
げ
、
小
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豆
、
茄
子
、
陸
稲
を
つ
く
り
、
菜
や
大
根
や
蕎
麦
な
ど
多
様
な

畑
作
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
桑
を
持
ち
養
蚕
を
行
う

者
一
四
、
五
軒
（
自
家
用
）
、
楮
を
持
つ
者
一
二
、
三
軒
、
茶
の

木
を
持
つ
者
一
○
軒
、
た
ば
こ
は
分
に
応
じ
て
一
畝
、
二
畝
あ

写真3-109かろうと堰

て
つ
く
っ
て
い
る
。
村
内
の
人
数
は
不
明
だ
が
、
馬
喰
、
家
大

工
、
鍛
冶
が
各
一
人
と
桶
屋
が
三
人
い
る
。

『
駿
河
記
』
に
よ
る
と
、
曹
洞
宗
の
普
明
寺
（
朱
印
地
一
三
石

て
ん
せ
ん
じ

二
斗
余
）
と
天
台
宗
の
天
泉
寺
（
除
地
三
石
四
斗
余
）
が
あ
る
。
氏

神
は
十
二
所
権
現
（
十
二
社
権
現
と
も
表
記
）
で
あ
る
。
他
に
冨

士
浅
間
社
・
三
島
社
・
天
神
社
・
山
王
社
が
あ
る
。
な
お
、
先

述
の
「
千
福
村
差
出
帳
」
で
は
普
明
寺
と
十
二
所
権
現
の
除
地

一
三
石
二
斗
余
に
つ
い
て
、
毎
年
八
月
に
富
士
峰
山
伏
が
修
行

に
来
る
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。

一
七
四
二
（
寛
保
二
）
年
の
「
御
宿
村
・
千
福
村
村
境
定
書
」

で
千
福
村
は
御
宿
村
と
村
境
に
つ
き
、
葛
山
村
名
主
の
立
ち
会

い
の
も
と
、
清
水
坂
口
的
場
よ
り
性
行
ま
で
は
水
持
を
限
る
と

協
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
境
に
は
両
村
と
も
竹
木
・
立
木
を
立

て
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。

愛
謄
山
は
古
く
か
ら
山
麓
の
数
十
か
村
が

愛
鷹
牧
の
牧
士

入
会
利
用
し
て
い
た
が
、
一
七
九
七
（
寛

政
九
）
年
に
幕
府
が
地
元
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
愛
麿
牧
（
馬
の
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じ
よ
う
り
ん
じ

牧
場
）
を
設
置
し
た
。
千
福
の
名
主
横
山
家
は
、
定
輪
寺
村
の

も
く
し

名
主
も
兼
ね
、
愛
鷹
牧
の
牧
士
を
勤
め
て
い
る
。
牧
士
は
幕
府

の
御
用
で
あ
り
、
牧
現
地
で
管
理
、
運
営
の
中
心
に
な
る
重
要

な
役
で
、
扶
持
を
も
ら
っ
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
た
。
愛

鷹
牧
の
牧
士
は
当
初
五
名
だ
っ
た
が
、
文
政
期
か
ら
一
二
名
に

な
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
横
山
家
の
当
主
が
歴
代
愛
鷹
牧
と
の
関

係
を
維
持
し
て
い
る
。
市
域
で
は
横
山
家
だ
け
で
あ
る
。

「
駿
州
愛
騰
牧
取
建
横
山
氏
系
図
」
に
よ
る
と
、
一
八
○
七

よ
こ
や
ま
ぶ
ん
ざ
え
も
ん

（
文
化
四
）
年
に
横
山
文
左
衛
門
が
給
金
二
両
で
勢
子
廻
役
を
申

し
渡
さ
れ
た
と
き
か
ら
愛
鷹
牧
と
の
関
係
が
始
ま
る
。
一
人
前

ず
い
へ
い

の
牧
士
に
な
る
に
は
階
級
が
あ
っ
た
が
、
文
左
衛
門
の
子
瑞
平

は
父
の
退
役
し
た
年
に
勢
子
廻
役
に
な
り
、
九
年
後
に
給
金
二

両
二
分
で
牧
士
見
習
に
、
そ
の
一
六
年
後
に
は
給
金
四
両
二
人

扶
持
で
牧
士
に
就
任
し
た
。
瑞
平
の
子
の
林
平
は
牧
士
見
習
に

な
っ
た
が
牧
士
に
は
な
ら
ず
に
退
役
し
、
林
平
の
子
の
瑞
平
は

無
給
の
野
先
見
習
か
ら
一
八
四
九
（
嘉
永
二
）
年
に
牧
士
に
な
っ

て
明
治
維
新
を
む
か
え
た
。
一
八
二
九
（
文
政
一
二
）
年
に
横
山

文
左
衛
門
が
牧
士
と
し
て
の
心
得
や
職
務
に
関
す
る
起
請
文
を

写
し
た
「
愛
鷹
牧
士
任
命
に
つ
き
起
請
文
」
が
残
っ
て
い
る
。

３
近
現
代

行
政
区
分
千
福
村
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
大
区
小

の
変
遷
区
制
に
よ
っ
て
第
一
大
区
五
の
小
区
に
編
入
さ

れ
る
が
、
七
四
（
明
治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、

み
ず
く
ぼ

水
窪
を
の
ぞ
い
た
市
域
の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に

編
入
さ
れ
る
。
こ
の
三
小
区
は
三
つ
の
村
連
合
で
構
成
さ
れ
、

い
ま
ざ
と

千
福
は
「
今
里
村
ほ
か
一
○
か
村
」
の
村
連
合
に
属
し
、
戸
長

三
人
と
副
戸
長
二
人
が
置
か
れ
た
。

し
か
し
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
は
郡
区
町
村
編
制
法

に
よ
っ
て
再
び
第
一
大
区
二
三
か
村
と
な
り
、
近
世
以
来
の
千

福
村
が
復
活
し
民
選
の
戸
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

に
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制
を
廃
止
し
、

戸
長
の
官
選
と
戸
長
役
場
管
轄
区
域
の
整
理
統
合
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
千
福
は
「
御
宿
ほ
か
一
○
か
村
」
に
組
み
入
れ
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図表3-100千福の字

上
細
野

平
山
平
山

細
窪

下
細
野

下
細
野

郷
戸戸

平
山
耕
地

鍛
治
屋
敷

西
ノ
久
保

西
ノ
久
保

西
ノ
久
保五

本
木

四
ツ
溝

四
ツ

貿
､旦
ノ勿

尻

､旦
ノ勿

尻

､旦
ノ勿

禦

柳添

久
保
川 ﾉ’

谷
津

谷水
口
田

上
耕
地

青
松
簔
望
青
松
寺
泊

青
松
寺

青
松
寺
下

久
保

繋
橋

長
沢

黙黙小台
か
ノ
前
ノ
田

ム
ロ

●

前
ノ
田

沢

東
田向

山 合
ノ
田

合
ノ
田
ノ
田

下
耕
地

松
ケ

窪
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ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
村
に
置
か
れ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
翌
八

し
も
わ
だ

九
（
明
治
二
十
二
）
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。
千
福
は
、
下
和
田

村
、
今
里
村
、
金
沢
村
、
上
ヶ
田
村
、
御
宿
村
、
蔦
山
村
、
大

畑
村
、
定
輪
寺
村
と
と
も
に
富
岡
村
に
属
し
た
。
富
岡
村
は
、

す
や
ま

須
山
村
と
町
村
組
合
を
設
け
、
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
と
な
っ

た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
長
も
富
岡
村
出

身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
町

図表3-1()1 千福の字一覧

市野沢(イチノザワ）

市場平(イチバダイラ）

ウスンドウ（ウスンドウ）

姥子沢(ウパゴザワ）

追立(オツタテ）

鍛冶屋敷(カジヤシキ）

頭無(カシラナシ）

上耕地(カミコ鹸ウチ）

上細野(カミホソノ）

久保(クポ）

久保川（クポガワ）

郷戸(ゴウド）

小皿釜(コザガマ）

小沢(コサワ）

小杉平(コスギタ.イラ）

五本木(ゴホンギ）

lく耕地(シモゴウチ）

~ |､細野(シモホソノ）

青松寺(セイシ三!ウジ）

青松寺下(セイショウジシタ）

台(ダイ）

台ノ' '1(ダイノタ）

繋橋(ツナギバシ）

長沢(ナガサワ）

西ノ久保(ニシノクポ）

馬場添(ババゾエ）

東田（ヒカシダ）

平|LI(ヒラヤマ）

平山耕地(ヒラヤマコ．ウチ）

佛立(プツタテ）

細窪(ホソクポ）

細野沢(ホソノザワ）

仏ケ尾(ホトケガオ）

前ノIⅡ(マエノタ）

松ケ窪(マツガクポ）

水口|Ⅱ（ミズグチダ）

lｲﾘ山(ムカイヤマ）

谷津(ヤト）

"l1添(ヤナギゾエ）

湯尻(ユジリ）

四ツ満(ヨツミゾ）

村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
は
独
立
し
た
行
政
村
と
な
っ
た
。

こ
い
ず
み
い
ず
み

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合
併
し
て

裾
野
町
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
深

良
村
が
裾
野
町
に
合
併
す
る
。
富
岡
村
は
、
一
九
五
七
（
昭
和

三
十
二
）
年
に
須
山
村
と
と
も
に
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町

に
な
っ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、

現
在
の
裾
野
市
に
な
っ
た
。
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一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
三
五
一
人
で
、
男

が
一
六
九
人
女
が
一
八
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
戸
数
は
家
持
ち

五
八
戸
で
あ
っ
た
。
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
の
「
御
宿
村

ほ
か
一
○
か
村
、
自
治
区
造
成
に
関
す
る
諸
表
」
で
は
人
口
四

○
三
人
、
戸
数
七
二
戸
で
あ
る
。
ま
た
一
九
二
五
年
の
「
大
正

十
四
年
度
富
岡
村
事
務
報
告
」
で
は
、
人
口
七
○
七
人
、
戸
数

九
三
戸
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
大
正
時
代
や
昭
和
初
期

は
富
岡
村
と
し
て
の
統
計
で
、
千
福
の
み
の
数
値
は
わ
か
ら
な

い
Ｏ

「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表
で
は
、
人

生
業
の
変
遷

口
三
五
一
人
中
農
業
に
従
事
す
る
者
が
一
八

七
人
、
僧
一
人
、
「
雑
業
」
二
人
の
ほ
か
に
「
医
術
」
が
一
人

い
る
。
一
八
八
六
（
明
治
九
）
年
の
「
御
宿
村
外
拾
力
村
地
誌
取

調
草
案
」
で
は
、
田
が
三
○
町
八
畝
一
四
歩
、
畑
が
一
七
町
六

反
四
畝
二
四
歩
で
、
地
味
は
黒
色
で
稲
に
よ
く
、
麦
や
桑
や
茶

に
適
し
、
水
の
利
も
よ
い
と
い
う
。
田
は
乾
地
だ
っ
た
の
で
近

世
か
ら
二
毛
作
を
し
て
い
た
と
い
う
。

下
っ
て
、
大
正
初
期
の
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
で
は
、
養
蚕

が
盛
ん
な
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
九
一
（
明
治

二
十
四
）
年
こ
ろ
に
須
山
か
ら
竹
行
李
の
作
り
方
を
教
わ
り
、

千
福
に
も
工
場
が
四
軒
で
き
た
。
一
年
に
二
四
○
○
個
ほ
ど
の

割
合
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

入
会
地
の
官
民
有
近
世
の
千
福
を
単
位
と
し
た
入
会
地
は
、

区
分
と
払
下
げ
明
治
以
降
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
愛
鷹

お
お
の
は
ら

山
や
大
野
原
な
ど
で
あ
る
。

愛
鷹
山
の
愛
鷹
牧
は
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
ま
で
続
き
、
地

租
改
正
に
よ
っ
て
そ
の
多
く
は
官
林
に
編
入
さ
れ
る
。
し
か
し

入
会
地
は
生
活
や
生
業
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

民
有
引
き
戻
し
や
払
下
げ
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。

愛
雁
山
入
会
地
の
う
ち
、
大
畑
・
佐
野
・
千
福
三
か
村
入
会

地
は
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
民
有
地
に
編
入
さ
れ
た
。
そ

れ
以
外
の
入
会
地
に
つ
い
て
は
、
当
初
千
福
は
大
畑
、
富
沢
、

は
ら
ま
ち
ぬ
ま
づ

水
窪
や
、
原
町
、
沼
津
町
、
長
泉
村
、
清
水
村
な
ど
多
く
の
町
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村
が
組
合
を
つ
く
っ
て
運
動
を
お
こ
し
た
も
の
に
は
加
わ
ら
ず
、

千
福
だ
け
で
入
会
地
に
対
し
て
運
動
を
し
た
。
そ
の
後
一
八
九

二
（
明
治
二
十
五
）
年
に
、
御
料
地
に
な
っ
た
愛
雁
山
の
官
林
の

民
有
化
を
め
ざ
す
組
織
に
加
入
し
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）

年
沼
津
町
ほ
か
一
○
か
町
村
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
組
合

の
対
象
に
な
る
原
野
に
千
福
は
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
千

福
地
籍
の
引
戻
対
象
地
二
八
筆
一
二
三
町
一
反
三
畝
一
二
歩

（
じ
っ
さ
い
の
計
算
値
と
若
干
齪
齢
あ
り
）
を
加
え
て
、
と
も
に
愛

鷹
山
引
戻
運
動
を
展
開
し
た
。
一
八
九
九
（
叫
治
三
十
二
）
年
に

組
合
に
対
し
て
払
下
げ
が
実
現
し
た
。
ゞ
｝
う
し
た
愛
騰
山
の
民

有
引
戻
、
払
下
運
動
の
経
緯
か
ら
払
戻
し
が
実
現
す
る
ま
で
を
、

よ
こ
や
ま
け
ん
ご

運
動
の
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
千
福
の
横
山
健
吾
が
記
録
し

た
『
代
脳
録
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。
沼
津
町
ほ
か
一
○
か
町
村

組
合
は
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
に
愛
縢
山
組
合
と
改
称
し
、

一
九
五
○
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
解
散
し
た
。
解
散
時
に
千
福
地

籍
の
払
下
げ
を
受
け
た
。

大
野
原
入
会
地
も
払
下
げ
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、
一
八
八
九

（
明
治
二
十
二
）
年
に
御
料
地
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
は
こ
れ
を
断

念
し
、
入
会
地
を
借
り
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
官
有
地
入
会
の

形
を
と
り
入
会
利
用
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
野
原
は

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
に
陸
軍
の
富
士
裾
野
陸
軍
演
習
場

と
な
っ
た
が
、
従
来
ど
お
り
入
会
地
と
し
て
利
用
し
た
。
そ
の

後
敗
戦
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
事
情
が
変
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
軍

の
占
領
を
経
て
自
衛
隊
に
よ
る
演
習
場
の
使
用
が
開
始
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。一

八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、

嶽
南
小
学
校

千
福
は
上
ヶ
田
、
御
宿
、
金
沢
、
葛
山
と
と

こ
う
よ
し
や

し
よ
、
う
え
ん
じ

も
に
行
餘
舎
を
設
立
し
て
い
る
。
そ
の
後
御
宿
の
荘
園
寺
を
仮

校
舎
に
し
て
い
た
行
餘
舎
の
校
舎
を
新
築
す
る
ゞ
）
と
に
な
り
、

行
餘
舎
定
輪
寺
支
校
を
設
置
し
て
い
た
富
沢
、
定
輪
寺
、
大
畑

を
加
え
た
八
村
の
連
合
に
よ
っ
て
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に

が
く
な
ん

嶽
南
小
学
校
と
改
名
し
て
落
成
し
た
。
し
か
し
新
築
費
用
が
集

め
ら
れ
ず
、
新
築
な
っ
た
初
等
科
教
室
を
売
却
し
て
補
う
一
）
と

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
千
福
に
は
初
等
科
の
み
の
分
校
と
し
て
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一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
尋
常
小
学
校
の
義
務
教
育
年

限
が
六
年
に
延
長
さ
れ
た
一
）
と
を
契
機
に
、
富
岡
村
内
で
北
部

の
大
字
と
南
部
の
大
字
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
た
。
統
合
に
よ

っ
て
通
学
に
不
便
を
感
じ
て
い
た
北
部
の
人
之
が
、
小
学
校
を

富
岡
村
中
央
部
へ
移
転
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
千
福
は
御
宿
、
上
ヶ
田
、
な
ど
南
部
の
大
字
と
と
も
に
移

ぼ
う
せ
ん
か
く

望
扇
閣
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
分
校
を
統
合
し
た
嶽
南
小
学
校
は
嶽
南
尋
常
小
学
校

と
な
り
、
そ
の
後
い
く
度
か
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
を
経

て
、
現
在
の
裾
野
市
立
富
岡
第
一
小
学
校
と
な
っ
た
（
第
二
一

章
御
宿
参
照
）
。

嶽
南
小
学
校
の
移
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
静
岡
県
内

転
と
分
村
問
題
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
た
。
嶽
南

か
い
し
よ
う
し
や

小
学
校
は
、
今
里
舎
（
今
里
）
、
開
昇
舎
（
下
和
田
）
、
須
山
小
学

校
を
統
合
し
、
千
福
の
望
扇
閣
も
葛
山
の
分
校
と
と
も
に
廃
止

さ
れ
た
。
同
年
の
小
学
校
令
に
よ
り
、
嶽
南
尋
常
小
学
校
と
な

つ
う
）
０

章
子
／

村
内
区
分
と
千
福
は
現
在
千
福
区
、
千
福
が
丘
区
、
千
福

区
の
役
員
南
区
の
三
つ
の
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
、
千
福
が
丘
区
は
千
福
が
丘
一
言
－
タ
ウ
ン
を
造
成
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
に
行
政
区
と
な
っ

ご
り
ゆ
う

た
。
千
福
南
区
が
も
っ
と
も
近
年
で
、
一
九
八
九
年
に
五
竜
の

た
き滝

付
近
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
て
新
し
く
行
政
区
に
な
っ

転
に
絶
対
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
。
南
部
と
北
部
の
対
立
は
、

小
学
校
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
村
政
に
も
お
よ
び
、
分
村
問
題
に

ま
で
発
展
し
た
。
一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
）
年
と
一
九
二
四
（
大

正
十
三
）
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
御
宿
、
上
ヶ
田
、
千
福
は
富

岡
村
か
ら
分
離
し
て
一
村
を
椛
成
す
る
と
い
う
請
願
書
を
提
出

し
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
う
や
く
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
御

宿
の
北
よ
り
に
移
転
す
る
こ
と
で
双
方
の
合
意
を
得
、
翌
年
嶽

南
小
学
校
は
移
転
改
築
さ
れ
た
。

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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図表3-102千福の内部

区分

た
。
こ
れ
ら
の
区
は
大
字
千
福
だ
が
、
各
々
別
個
に
自
治
会
を

組
織
し
て
い
る
。

近
世
の
村
か
ら
続
い
て
い
る
集
落
は
千
福
区
で
あ
る
。
千
福

区
は
三
つ
の
最
寄
か
ら
な
っ
て
い
る
。
最
寄
は
伝
統
的
な
生
活

や
生
業
の
基
盤
と
な
る
が
、
さ
ら
に
図
表
３
‐
Ⅲ
の
よ
う
に
一

六
組
に
分
か
れ
て
い
る
。
市
域
で
は
戸
数
の
増
加
に
伴
い
、
一

組
か
ら
番
号
が
名
称
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
千
福

お
き
だ
い
よ
こ
て
や
ま
み
ち
か
わ
ぱ
た
ゆ
じ
り

区
は
沖
、
台
、
横
手
、
山
道
、
川
端
、
湯
尻
な
ど
古
く
か
ら
使

わ
れ
て
い
た
固
有
の
名
称
が
つ
い
て
い
る
。
組
内
に
そ
の
屋
号

（
家
名
）
を
持
つ
家
が
あ
る
。

区 最寄 組・班

上

中

四ツ溝 東

西

南

横 手

山 道
千 福細

野川 端

湯 尻

久保1 ．2

台 1 ．2

谷 津 東

中

沖

千福南一一一一一‐な し
千編が丘レーーー君－3?

四ツ溝

二仁 福I 細 野

谷 津

区
の
役
職
に
は
、
区
長
、
副
区
長
各
一
名
、
協
議
員
三
名
、

一
六
組
の
組
長
、
宮
世
話
人
、
部
農
会
長
各
三
名
（
各
最
寄
よ

り
一
名
ず
つ
）
、
公
民
館
推
進
委
員
長
、
防
災
会
会
長
、
体
育

委
員
長
、
振
興
会
会
長
、
千
福
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
谷
津
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
、
青
年
会
会
長
、
子
供
会
会
長
、
婦
人
部
部
長
、

町
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
委
員
、
保
健
委
員
、
民
生
委
員
、
防
災
指

導
員
な
ど
が
あ
る
。

十
一
一
神
社
千
福
の
氏
神
は
十
二
神
社
で
あ
る
。
十
二
所
社

と
普
明
寺
と
も
い
い
、
地
元
で
は
「
十
二
社
さ
ん
」
と
呼

ん
で
い
る
。
一
八
八
三
（
明
治
十
六
年
）
の
「
神
社
明
細
調
」
に

よ
る
と
、
祭
神
は
十
二
神
で
、
「
国
常
立
尊
・
国
狭

土
尊
・
豊
受
贈
停
尊
・
泥
土
煮
尊
・
沙
煮
尊
・
伊
奨

諾
尊
・
伊
英
冊
尊
・
大
日
雲
貴
・
天
忍
穂
耳
尊
・

瓊
々
杵
尊
・
彦
火
々
出
見
尊
・
鵬
驚
草
葺
不
合
尊
」

を
ま
つ
る
。
創
建
は
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
’
四
三
）

で
、
一
八
八
五
（
明
治
八
）
年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
古
老
の
口
碑
と
し
て
、
「
寛
永
年
中
に
村
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民
が
修
復
し
た
」
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
一
八
六
一
（
文
久
元
）

年
正
月
二
日
曙
に
火
災
が
あ
っ
て
本
社
も
拝
殿
も
焼
失
し
た
も

の
を
、
氏
子
ら
が
財
を
な
げ
う
っ
て
同
年
中
秋
に
神
殿
拝
殿
を

造
営
し
た
。
故
に
創
建
年
月
は
不
明
で
あ
る
。
昔
は
天
神
七
代

地
神
五
代
合
計
十
二
神
を
崇
敬
し
、
十
二
神
社
を
奉
祀
し
た
と

あ
る
。十

二
神
社
の
祭
日
は
、
「
神
社
明
細
調
」
で
は
「
九
月
十
二

日
、
旧
八
月
十
二
日
」
と
あ
る
。
一
八
五
五
（
安
政
二
）
年
の

「
富
士
山
伏
人
馬
順
立
覚
帳
」
に
は
、
法
印
を
八
月
十
一
日
に

三
嶋
大
社
に
迎
え
に
行
き
、
十
二
神
社
で
護
摩
祈
蠕
を
終
え
た

あ
と
、
大
畑
に
送
る
村
迎
え
村
送
り
の
役
に
あ
た
る
人
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
富
士
山
で
夏
峰
の
行
を
終
え
た
法
印
が
、
十

二
神
社
の
祭
り
に
立
ち
寄
り
護
摩
祈
祷
を
し
て
火
渡
り
を
す
る

の
は
、
戦
前
ま
で
続
い
て
い
た
。
現
在
十
二
神
社
の
祭
日
は
ひ

と
月
遅
れ
の
十
月
十
二
日
で
、
そ
の
近
く
の
休
日
に
行
わ
れ
、

御
輿
が
出
る
。
当
番
は
三
つ
の
最
寄
と
宮
世
話
人
が
輪
番
で
行

弾
（
ノ
○

千
福
で
は
三
つ
の
最
寄
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が
曹
洞
宗
普
明
寺

せ
ん
ね
ん
じ

の
檀
家
で
あ
る
。
ほ
か
に
葛
山
の
仙
年
寺
の
檀
家
が
何
軒
か
あ

る
。
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
の
「
寺
院
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、

ち
ょ
う
ら
く
じ

古
く
は
真
言
宗
で
長
楽
寺
と
号
し
た
が
、
応
仁
年
間
（
一
四
六

六
’
七
）
に
廃
絶
し
た
。
一
四
七
一
（
文
明
三
）
年
に
再
建
さ
れ
、

曹
洞
宗
に
変
わ
り
、
普
明
寺
と
改
め
た
と
い
う
。
曹
洞
宗
普
明

も
も
ぞ
の

あ
ん
そ
う
そ
う
り
ょ
う

寺
の
開
山
は
、
桃
園
の
定
輪
寺
の
二
世
安
嬰
宗
梢
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
地
誌
取
調
草
案
」
で
は
「
武
田
氏
よ
り
寺
号
を
給

け
ん
し
よ
う
じ

っ
て
見
性
寺
と
い
う
」
と
あ
る
。
見
性
寺
と
普
明
寺
の
関
連
を

直
接
的
に
示
す
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
同
じ
寺
で
あ
る
と

た
け
だ
は
る
の
ぷ

す
る
な
ら
ば
、
一
五
七
二
（
元
亀
三
）
年
の
武
田
晴
信
判
物
や

「
報
恩
院
前
住
帳
」
に
よ
り
、
一
五
五
五
（
弘
治
元
）
年
か
ら
一

五
九
○
（
天
正
十
八
）
年
の
間
の
名
称
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

普
明
寺
は
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
火
災
に
遭
い
、
天
保
二

年
建
立
の
本
堂
や
庫
裡
な
ど
一
切
を
失
っ
た
が
、
翌
年
か
ら
本

堂
を
再
建
し
、
四
年
後
に
は
鐘
楼
も
再
建
し
た
。

せ
い
し
ょ
う
じ

近
世
に
は
曹
洞
宗
の
清
（
青
）
松
寺
と
天
台
宗
の
天
泉
寺
、
唯
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第22章千 福

心
庵
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
廃
寺
に
な
っ
て
い
る
。

区
で
ま
つ
千
福
全
体
で
ま
つ
る
神
仏
は
、
地
蔵
さ
ん
、
天

る
神
仏
王
さ
ん
竜
高
尾
さ
ん
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
り

は
老
人
ク
ラ
ブ
（
念
仏
講
）
が
交
代
で
当
番
に
当
た
る
。
老
人
ク

ラ
ブ
と
念
仏
講
は
ほ
ぼ
同
じ
成
員
だ
が
、
神
を
ま
つ
る
と
き
は

写真3-110再建がなった千福の地蔵堂

（有井定氏所蔵）

老
人
ク
ラ
ブ
、
仏
教
系
の
祭
り
は
念
仏
講
と
し
て
世
話
を
す
る
。

地
蔵
堂
は
谷
津
に
あ
り
、
地
蔵
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
地

蔵
堂
に
は
一
八
二
二
（
文
政
五
）
年
に
本
堂
建
立
し
た
と
い
う
棟

札
が
あ
る
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
の
棟
札
に
は
「
蚕
地
蔵
堂

再
建
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
の
地
蔵
堂
は
一
九
九
六
年
三

月
に
再
建
さ
れ
た
。
祭
日
は
七
月
二
十
三
日
で
、
子
ど
も
相
撲

が
奉
納
さ
れ
る
。

高
尾
さ
ん
は
古
く
は
山
の
上
の
方
の
細
野
と
谷
津
の
境
に
あ

っ
て
、
双
方
の
最
寄
で
ま
つ
っ
て
い
た
。
山
が
崩
れ
た
た
め
、

現
在
は
公
民
館
の
敷
地
に
お
ろ
し
、
区
全
体
で
ま
つ
っ
て
い
る
。

祭
日
は
十
二
月
一
日
で
あ
る
。

天
王
さ
ん
は
、
一
七
八
五
（
天
明
五
）
年
創
建
の
牛
頭
天
王
社

が
細
野
に
あ
っ
た
の
で
細
野
が
ま
つ
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
公

民
館
に
牛
頭
天
王
像
を
移
し
、
区
全
体
で
ま
つ
る
。
祭
日
は
七

月
十
五
日
で
あ
る
。

最
寄
単
位
で
ま
つ
る
神
仏
は
、
弘
法
さ
ん
と
山
の
神
さ
ん
で

あ
る
。
弘
法
さ
ん
の
祭
日
は
二
月
二
十
一
日
で
、
公
民
館
や
地
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第3節地域社会と生活

蔵
堂
で
各
最
寄
が
別
個
に
ま
つ
り
、
念
仏
を
あ
げ
る
。
最
寄
ご

と
に
弘
法
大
師
像
を
一
体
ず
つ
所
有
し
て
い
る
が
、
現
在
は
三

体
い
っ
し
ょ
に
地
蔵
堂
に
安
置
し
て
い
る
。
祭
日
に
な
る
と
公

民
館
で
行
う
最
寄
は
、
自
分
た
ち
の
弘
法
大
師
像
を
公
民
館
に

運
ん
で
ま
つ
る
。

細
野
で
は
か
っ
て
は
青
年
倶
楽
部
に
弘
法
大
師
像
を
安
置
し
、

そ
こ
で
ま
つ
り
を
し
た
．
青
年
倶
楽
部
が
な
く
な
っ
て
か
ら
地

蔵
堂
に
移
す
ま
で
は
、
細
野
の
共
同
膳
椀
を
置
く
建
物
に
安
置

し
、
広
い
家
を
借
り
て
ま
つ
り
を
し
た
。
四
シ
溝
で
は
近
年
ま写真3-111 谷津の山の神

で
弘
法
さ
ん
を
当
番
の
家
に
安
置
し
た
。
「
山
の
神
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
つ
い
て
歩
く
」
と
い
っ
て
、
山
の
神
の
当
番
の
家
で

弘
法
さ
ん
の
ま
つ
り
を
し
、
一
年
間
そ
の
家
の
床
の
間
で
お
守

り
し
た
。

山
の
神
さ
ん
の
祭
り
を
大
き
く
行
う
の
は
谷
津
で
あ
る
。
谷

津
の
山
の
神
は
十
二
神
社
の
上
方
に
あ
る
。
祭
日
は
一
月
十
七

日
で
あ
る
。
沖
、
中
、
東
、
久
保
、
台
の
組
で
年
順
に
当
番
に

な
り
、
お
こ
わ
を
蒸
か
し
、
山
の
神
さ
ん
へ
お
こ
わ
や
御
神
酒

を
持
っ
て
行
っ
て
ま
つ
り
を
す
る
。
谷
津
の
人
之
が
お
参
り
し

て
お
こ
わ
の
握
り
飯
を
も
ら
う
。
も
と
は
当
番
の
家
へ
行
っ
て

お
振
る
舞
い
を
し
た
が
、
現
在
は
公
民
館
で
行
う
。
谷
津
で
は

「
一
番
大
き
な
祭
り
は
山
の
神
さ
ん
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
。

細
野
と
四
シ
溝
の
山
の
神
は
千
福
大
橋
の
上
方
に
あ
る
。
現
在

で
も
細
野
の
当
番
が
山
の
神
さ
ん
に
い
っ
て
ま
つ
り
を
す
る
が
、

お
参
り
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
。
昔
は
山
の
神
さ

ん
で
焚
き
火
を
し
て
お
ゞ
）
わ
を
蒸
か
し
て
参
詣
の
人
に
分
け
た
。

細
野
で
は
現
在
お
振
る
舞
い
は
せ
ず
、
新
年
会
を
行
う
。
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第22章千 福

多
様
な
形
態
千
福
に
は
道
祖
神
（
サ
ィ
ノ
ヵ
ミ
）
や
庚
申
塔

の
道
祖
神
が
多
い
．
こ
れ
ら
は
か
っ
て
千
福
村
の
出
入

口
付
近
と
、
各
最
寄
の
出
入
口
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
細
野
で

は
、
集
落
の
中
心
部
に
石
造
物
が
並
ん
で
い
て
、
そ
こ
に
道
祖

写真3-112四ツ溝の石塔群

神
も
庚
申
塔
も
あ
る
。
千
福
で
は
男
女
双
体
道
祖
神
が
多
い
が
、

丸
石
、
文
字
塔
、
自
然
石
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
見
ら
れ
る
。

男
女
双
体
像
は
、
黄
瀬
川
西
岸
で
は
千
福
か
ら
北
に
多
く
見
ら

れ
る
。天

泉
寺
跡
に
は
順
礼
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は

東
か
ら
千
福
に
入
る
入
口
に
当
た
る
。
一
六
八
五
（
貞
享
二
）
年

の
造
立
で
、
市
内
で
三
番
目
に
古
い
順
礼
供
養
塔
で
あ
る
。

馬
頭
観
音
像
も
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。
西
川
橋
の
た
も
と

の
馬
頭
観
音
像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、
細
野
の
人
為
が

サ
イ
ト
ャ
キ
を
し
、
盆
の
送
り
も
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

912



第1節地理的概要
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は
た

中
世
を
残
大
畑
は
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
戸
数
一
○

す
小
字
軒
前
後
の
小
さ
な
集
落
で
あ
る
。
し
か
し
、
中

世
に
は
大
畑
城
や
居
館
、
侍
屋
敷
な
ど
が
整
い
、
中
央
に
つ
な

が
る
寺
院
も
あ
り
、
ま
た
小
鍛
冶
場
も
備
え
て
、
中
世
を
通
じ

て
人
々
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
地
で
あ
る
。
現

と
の
や
し
き
か
み
や
し
き
な
か
や
し
き
し
も
や
し
き
ろ
う
や
し
き

在
も
、
殿
屋
敷
・
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
下
屋
敷
・
牢
屋
敷
な
ど

の
字
が
残
り
、
当
時
の
様
子
が
偲
ば
れ
る
。

大
畑
は
裾
野
市
の
中
心
部
か
ら
み
て
西
北
に
位
置

位
置
あ
し
た
か
い
は
い
だ
け

し
て
い
る
。
愛
麿
山
位
牌
岳
よ
り
南
東
へ
派
出
し

た
尾
根
の
海
抜
五
七
五
脳
の
頂
部
を
西
端
と
し
、
そ
れ
よ
り
南

東
へ
約
五
・
五
憎
噴
南
北
の
幅
約
五
○
○
脚
の
細
長
い
地
区
で
、

き
せ

さ
の

せ
ん
ぷ
く

東
端
は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
佐
野
と
対
し
て
い
る
。
北
は
千
福
、

も
も
ぞ
の
じ
よ
う
り
ん
じ

な
が

南
は
桃
園
（
旧
定
輪
寺
）
、
北
西
は
愛
鷹
山
尾
根
の
稜
線
で
長

い
ず
み

泉
町
と
接
し
て
い
る
。
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第23章大 畑

地
形
と
土
全
域
の
九
○
評
セ
は
愛
騰
山
の
山
地
で
、
ス

地
利
用
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
と
な
っ
て
お
り
、
一
部

は
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
の
ほ
か
、
落
葉
広
葉
樹
、
常
緑
広
葉
樹

が
混
生
し
て
い
る
。

山
麓
の
末
端
に
黄
瀬
川
の
形
成
し
た
三
角
形
の
河
岸
段
丘
が

あ
り
、
西
側
に
勝
負
川
の
渓
流
が
あ
っ
て
、
山
麓
と
分
離
さ
れ

て
い
る
。
北
側
は
愛
鳫
山
尾
根
の
末
端
で
遮
ら
れ
、
そ
の
北
側

山
脚
は
佐
野
川
で
深
く
区
切
ら
れ
て
い
て
、
千
福
に
対
し
て
い

る
。
こ
の
段
丘
の
平
坦
地
が
大
畑
の
集
落
と
畑
地
と
な
っ
て
お

り
、
段
丘
の
西
北
側
に
小
さ
な
谷
が
あ
っ
て
、
若
干
の
水
田
が

開
か
れ
て
い
る
。
段
丘
の
東
下
は
根
岸
と
い
う
黄
瀬
川
の
形
成

し
た
氾
濫
原
で
、
山
麓
か
ら
流
れ
出
た
勝
負
川
の
水
を
利
用
し

て
水
田
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
集
落
の
西
側
は
東
名
高
速
道

路
と
国
道
二
四
六
号
が
通
過
し
、
景
観
が
大
き
く
変
貌
し
て
い

る
◎

愛
鷹
山
と
黄
瀬
川
に
挟
ま
れ
た
河
岸
段
丘
上
の

集
落
の
姿

北
寄
り
に
大
畑
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

北
端
に
大
畑
城
跡
が
あ
り
、
そ
の
麓
に
熊
野
神
社
、
大
日
堂
、

弘
法
大
師
堂
、
山
の
神
が
か
た
ま
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
区

の
集
会
所
・
老
人
憩
い
の
家
も
こ
の
そ
ば
に
あ
る
。
熊
野
神
社

か
ら
ま
つ
す
ぐ
に
南
に
向
か
う
道
を
軸
と
し
て
、
神
社
に
近
い

と
こ
ろ
に
家
々
が
集
ま
っ
て
い
る
。

大
畑
と
佐
野
を
結
ぶ
大
畑
橋
か
ら
集
落
に
入
る
道
は
、
集
落

内
で
鍵
の
手
に
曲
が
り
、
熊
野
神
社
に
向
か
っ
た
後
、
入
谷
部

ね
が
た

か
ら
愛
蘆
山
へ
続
い
て
い
る
。
根
方
街
道
は
集
落
に
入
ら
ず
に

黄
瀬
川
沿
い
を
通
っ
て
い
る
。

愛
麿
山
に
入
り
込
む
谷
の
入
り
口
に
駿
東
地
区
教
育
会
館
が

あ
る
。
そ
の
奥
に
裾
野
市
美
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

ふ
か
ら

黄
瀬
川
ぺ
り
の
大
畑
一
番
地
に
は
、
深
良
用
水
を
取
り
込
む

あ
な
せ
ぎ

穴
堰
が
あ
る
。
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第2節 歴史概要

１
中
世
以
前

入
れ
墨
の
大
畑
の
熊
野
神
社
に
は
、
愛
鷹
山
麓
か
ら
発
見

あ
る
土
偶
さ
れ
た
と
い
う
縄
文
時
代
中
期
の
土
偶
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
土
偶
は
頭
部
の
み
で
、
深
く
刻
ま
れ
た
線
で
顔

面
に
文
様
が
あ
り
、
入
れ
墨
と
さ
れ
て
い
る
。
隣
接
す
る
桃
園

と
同
じ
く
、
愛
縢
山
麓
に
は
縄
文
時
代
遺
跡
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。集

落
を
北
側
で
遮
る
丘
陵
は
古
城
跡
と
い
い
、

大
畑
城
跡

海
抜
一
七
六
腕
の
頂
部
を
中
心
に
中
世
の
山
城

跡
が
あ
る
、
北
と
東
は
深
い
佐
野
川
の
渓
流
と
黄
瀬
川
で
画
さ

れ
、
天
然
の
要
害
と
な
っ
て
い
る
。

大
畑
城
跡
は
熊
野
神
社
の
す
ぐ
北
側
の
丘
陵
頂
部
を
削
平
し

て
主
郭
と
し
、
一
段
下
の
東
西
に
袖
郭
を
つ
く
り
、
南
側
に
両

第
二
節
歴
史
概
要

袖
郭
を
結
ぶ
通
路
状
の
郭
を
設
け
て
主
曲
輪
を
構
成
し
て
い
る
。

主
曲
輪
の
東
西
は
深
い
空
堀
切
で
遮
断
し
て
い
る
。
主
郭
の
北

西
隅
下
に
は
井
戸
趾
が
あ
る
。
東
空
堀
切
か
ら
東
は
狭
い
尾
根

筋
で
数
段
の
平
場
が
あ
り
、
南
東
に
迂
曲
し
て
下
降
し
先
端
は

２
ｉ
ｆ
も
報
弘
叫

篤

篭
一

写真3 113大畑城跡
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第23章大 畑

段
丘
面
と
な
る
が
、
ゞ
）
こ
に
黄
瀬
川
に
落
ち
込
む
堅
堀
と
、
反

対
の
西
側
に
は
空
堀
と
士
塁
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
主
曲
輪
の

東
側
と
東
曲
輪
の
南
側
下
方
に
広
が
っ
て
い
る
方
一
○
○
勝
の

平
坦
地
を
殿
屋
敷
と
い
い
、
北
西
隅
と
南
側
中
央
部
に
土
塁
が

残
存
し
て
い
る
。
西
空
堀
の
西
側
尾
根
稜
部
は
、
海
抜
二
七
三

腕
の
頂
部
を
中
心
に
平
場
が
あ
り
、
そ
の
西
端
の
方
形
の
見
張

り
台
と
西
側
直
下
に
空
堀
が
あ
っ
て
西
曲
輪
が
構
成
さ
れ
て
い

た
が
、
西
端
の
見
張
台
以
西
は
東
名
高
速
道
路
に
よ
っ
て
切
り

取
ら
れ
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

大
畑
城
の
北
約
両
假
弱
の
と
こ
ろ
に
千

大
畑
城
と
集
落

福
城
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
北
西

か
ず
ら
や
ま

方
向
に
一
再
腸
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
葛
山
城
が
あ
っ
た
。
葛
山
城

は
、
室
町
、
戦
国
時
代
に
駿
東
一
帯
に
勢
力
を
持
っ
た
葛
山
氏

が
本
拠
を
置
い
た
山
城
で
あ
る
。
大
畑
城
は
、
千
福
城
や
葛
山

て
し
る
や
ま
か
ね
ざ
わ

か
く
し
砦
伝
承
地
（
葛
山
）
や
手
城
山
（
金
沢
）
な
ど
と
と
も
に
、

葛
山
氏
の
軍
事
的
拠
点
と
し
て
有
機
的
に
結
ば
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
駿
河
志
料
」
に
は
、
大
畑
城
は
甲
州
方

の
杉
山
兵
太
郎
が
守
っ
た
と
あ
る
。

城
の
南
側
に
は
「
殿
屋
敷
」
に
隣
接
し
て
、
方
一
○
○
燭
余

り
の
「
上
屋
敷
」
「
中
屋
敷
」
「
下
屋
敷
」
と
い
っ
た
字
が
連
な

り
、
熊
野
神
社
や
大
日
堂
が
存
在
し
て
、
城
と
居
館
が
一
体
と

な
っ
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。

一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年
、
国
道
二
四
六
号
が
大
畑
城
跡

西
曲
輪
と
、
そ
の
南
側
直
下
の
上
屋
敷
・
中
屋
敷
の
一
部
を
通

過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
事
前
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
上
屋
敷
か
ら
は
、
土
師
器
甕
を
伴
っ
た
竪
穴
住
居
趾
が
二

軒
検
出
さ
れ
、
出
土
品
や
土
師
器
の
年
代
か
ら
、
二
世
紀
に

鍛
冶
、
銅
製
品
の
鋳
造
な
ど
を
目
的
と
し
た
工
房
が
営
ま
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

さ
ら
に
二
棟
の
大
形
掘
立
柱
建
物
趾
、
こ
れ
を
囲
む
溝
状
遺

構
、
建
物
趾
と
重
複
す
る
二
六
基
の
鍛
冶
趾
（
火
床
吐
）
、
焼
土

趾
、
木
炭
の
散
布
、
土
坑
、
柱
穴
、
方
形
大
形
集
石
墓
が
検
出

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
構
に
伴
っ
て
、
中
国
産
の
白
磁
、
青
白

磁
、
青
磁
の
皿
や
、
常
滑
・
渥
美
・
瀬
戸
産
の
大
形
甕
・
鉢
。
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篭蕊堂堂墓蕊
ル

馳

患

片
口
鉢
・
皿
・
碗
な
ど
の
陶
器
類
、
多
量
の
か
わ
ら
け
（
素
焼

坏
）
・
布
目
瓦
な
ど
の
土
製
品
、
大
小
の
刀
子
・
大
小
の
釘

か
す
が
い

類
・
く
さ
び
・
錠
・
特
殊
刃
物
、
中
国
古
銭
な
ど
の
金
属
製
品

と
鉄
虐
、
ま
た
中
国
産
石
綿
で
作
ら
れ
た
温
石
（
懐
炉
）
な
ど
が

詫
糠
謡
蟻
‐
し

再
グ
甲

忌語

妙

篭

塑

~

鰯‘"弁､霞＞J ‘鱗Ⅷ識…霧・
, ‘"総“磯"蝋､鶴, ’織磯“瀞,惑

、

写真3-114大畑遺跡上屋敷地区中世墓

出
土
し
た
。

大
形
の
建
物
趾
と
鍛
冶
趾
は
重
複
し
て
い
る
が
、
そ
の
柱
穴

は
重
複
し
て
い
な
い
ゞ
）
と
と
、
建
物
祉
内
に
鍛
冶
に
用
い
た
と

考
え
ら
れ
る
多
量
の
木
炭
片
が
散
す
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
大

形
建
物
趾
が
本
来
持
っ
て
い
た
機
能
が
失
わ
れ
た
時
点
で
、
鍛

冶
の
操
業
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
六
基
の
鍛

冶
趾
は
重
複
し
て
い
る
も
の
や
接
近
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
同
時
操
業
で
は
な
く
数
次
に
渉
っ
て
操
業
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
鉄
津
や
鉄
盾
の
有
無
と
い
っ
た
個
々

の
特
徴
か
ら
、
鍛
造
、
素
延
、
鍛
接
、
焼
入
な
ど
の
分
業
形
態

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
出
土
の
陶
器
類
の
年
代
か
ら
、

掘
立
柱
建
物
の
使
用
と
鍛
冶
の
操
業
は
一
二
世
紀
か
ら
一
三
世

紀
後
半
ま
で
行
わ
れ
、
こ
の
終
わ
り
頃
に
集
石
墓
が
造
営
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
集
石
墓
は
二
・
七
五
脚
の
方
形

大
形
墓
で
、
墓
の
規
模
や
手
の
込
ん
だ
造
り
か
ら
、
被
葬
者
は

社
会
的
に
地
位
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

他
、
中
屋
敷
、
殿
屋
敷
で
も
、
屋
敷
を
区
切
る
溝
状
遺
構
や
土
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坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

熊
野
神
社
西
側
上
方
に
は
経
文
を
埋
納
し
た
経
塚
が
あ
り
、

埋
納
用
の
大
甕
底
部
と
経
文
を
納
め
た
陶
製
の
経
筒
一
個
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
大
空
は
一
二
’
一
三
世
紀
前
半
の
常
滑
産
の

も
の
、
経
筒
は
一
二
世
紀
後
半
の
渥
美
産
の
も
の
で
、
こ
の
頃

に
経
塚
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
鍛
冶
場
を
伴
う
大
き
な
建
物
が
あ
っ
た
り
、

経
筒
を
納
め
た
経
塚
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
大
畑
は
中
世
を
通
じ

て
人
々
の
重
要
な
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
畑
は
中
世
末
に
は
今
川
、
武
田
、
徳
川
と
支
配
が
移
り
変

わ
っ
て
近
世
を
む
か
え
る
。

「
閑
谷
集
』
に
鎌
倉
時
代
の
私
家
集
『
閑
谷
集
』
の
作
者

見
る
大
畑

は
足
柄
路
を
通
っ
て
い
て
、
一
一
八
五

（
文
治
元
）
年
こ
ろ
か
ら
一
二
○
四
（
元
久
元
）
年
こ
ろ
ま
で
大
畑

に
草
庵
を
営
ん
だ
。
そ
一
｝
か
ら
大
岡
荘
内
を
め
ぐ
り
歩
い
て
和

歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
『
閑
谷
集
』
か
ら
そ
の
こ
ろ
の
大
畑

の
様
子
を
知
る
ゞ
）
と
が
で
き
る
。
大
畑
に
住
み
始
め
た
こ
ろ
に

は
、
「
大
畑
に
い
れ
ば
栗
が
多
く
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
す
こ
し

よ
こ
せ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
二
○
二
（
建
仁
二
）
年

に
は
、
大
畑
の
人
々
が
集
ま
っ
て
庚
申
待
が
行
わ
れ
て
夜
を
明

か
し
て
い
た
と
あ
り
、
こ
の
と
き
は
「
七
庚
申
あ
る
」
と
し
て
、

正
月
十
四
日
、
三
月
十
五
日
、
七
月
十
八
日
、
九
月
十
九
日
、

閨
十
月
十
九
日
、
十
二
月
二
十
日
の
七
夜
集
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
の
二
年
後
の
記
述
に
は
、
十
二
月
二
十
五
日
に
「
大
畑
の
愛

麿
の
お
祭
り
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
七
‐

六
九
）
・

大
幡
寺
・
大
円
一
三
七
三
（
応
安
六
）
年
の
細
川
頼
之
奉
書

寺
・
伴
東
寺
に
、
大
岡
荘
大
幡
寺
が
出
て
く
る
が
、
語

音
な
ど
か
ら
大
畑
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
一
三
七
三
（
応

み
つ
じ
よ
う
ぽ
う
ら
い
い
ん

安
六
）
年
に
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
寺
密
乗
坊
の
僧
頼
印
に
、
一

ご
だ
い
じ

じ
え
ん

四
一
四
（
応
永
二
十
一
）
年
に
京
都
の
醍
醐
寺
の
僧
持
円
に
『
大

ま
き
の
み
ど
う

岡
荘
内
の
牧
御
堂
・
岡
宮
浅
間
宮
と
と
も
に
大
幡
寺
別
当
職

（
大
寺
な
ど
の
寺
務
総
括
す
る
職
）
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

一
五
七
六
（
天
正
四
）
年
に
、
『
今
川
家
譜
』
が
「
葛
山
ノ
近
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所
ノ
大
円
寺
ノ
薬
師
堂
」
で
書
か
れ
た
（
「
市
史
」
二
‐
八
一
二

号
）
。
大
円
寺
の
所
在
地
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
大
幡
寺
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な
い
。
現
在
の
大
日

堂
の
大
日
如
来
座
像
は
大
幡
寺
の
本
尊
だ
っ
た
が
、
地
元
で
は
、

大
幡
寺
が
兵
火
で
焼
失
し
た
と
き
に
運
び
出
し
て
大
日
堂
に
移

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
駿
河
記
」
『
駿
河
志
料
』
と
も
に
、
大
畑
に
は
か
っ
て
伴
東

寺
が
存
在
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『
駿
河
志
料
』
の
大
畑

「
大
日
堂
」
の
項
に
は
、
伴
東
寺
と
い
う
精
舎
が
あ
っ
て
七
堂

伽
藍
を
備
え
て
い
た
が
、
兵
火
に
よ
っ
て
炎
上
し
、
大
日
如
来

座
像
の
み
が
焼
け
残
っ
た
。
さ
ら
に
天
保
年
間
に
も
焼
失
し
た

が
仏
像
は
火
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
伴
東
寺
と
大
幡
寺
、
大
円
寺
の
関
係
が
分
か
れ
ば
、
大

畑
に
つ
い
て
も
新
た
な
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。

２
近
世

大
畑
村
の
支
配
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年

支
配
の
変
遷

以
降
幕
領
、
一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
か
ら
小

田
原
藩
領
に
な
り
、
一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
い
っ
た
ん
幕
領
に

戻
る
。
一
七
七
八
（
安
永
七
）
年
そ
れ
以
降
幕
領
と
な
り
、
一
八

五
二
（
嘉
永
五
）
年
か
ら
旗
本
駒
木
根
氏
の
領
地
と
な
っ
て
幕
末

に
至
る
。

旗
本
の
領
地
と
な
っ
て
か
ら
の
大
畑
村
は
、
駒
木
根
氏
が
裕

福
で
あ
る
ゞ
）
と
と
村
の
面
積
が
広
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
経

済
的
に
豊
か
だ
っ
た
と
い
う
。
領
主
と
村
民
の
関
係
は
非
常
に

円
滑
で
、
た
と
え
ば
名
主
が
駒
木
根
氏
に
年
頭
の
参
殿
を
す
る

と
、
優
待
さ
れ
て
十
数
日
間
も
引
き
留
め
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
を
見
物
さ
せ
て
く
れ
た
と
い
う
（
「
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
）
。

一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年
八
月
の
「
駿
州

村
高
と
村
の
姿

駿
東
郡
大
畑
村
検
地
水
帳
」
が
あ
る
。
村

高
は
、
正
保
郷
帳
四
六
石
二
升
、
元
禄
郷
帳
四
六
石
三
升
三
合
、
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天
保
郷
帳
四
六
石
七
斗
五
升
六
合
三
夕
、
旧
高
旧
領
取
調
で
は

四
六
石
七
斗
五
升
六
合
で
あ
る
。

戸
口
は
一
七
七
六
（
安
永
五
）
年
の
「
大
畑
村
戸
口
等
言
上
」

に
よ
る
と
、
家
数
一
三
軒
、
五
三
人
、
男
二
六
・
女
二
七
、
馬

鍔｡＝
＝~

写真3-115熊野神社と大日堂

と
み
ざ
わ

三
疋
と
あ
る
。
こ
の
と
き
大
畑
村
は
、
富
沢
村
の
名
主
嘉
六
が

兼
帯
名
主
を
勤
め
て
い
る
。

ふ
み
よ
う
じ

全
戸
が
千
福
村
普
明
寺
の
檀
家
で
、
熊
野
神
社
（
除
地
一
石

余
）
や
大
日
堂
が
あ
る
。
近
世
以
来
全
戸
で
タ
零
ハ
コ
を
栽
培
し
、

「
大
畑
夕
等
ハ
コ
」
と
称
し
て
周
辺
に
売
り
出
し
て
い
た
。
大
畑

れ
ん
こ
う
じ

村
の
有
志
の
者
は
佐
野
村
の
蓮
光
寺
に
行
っ
て
教
育
を
受
け
て

い
た
と
い
う
（
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
）
。
な
お
、
大
畑
に
は
「
富

沢
穴
」
（
『
駿
河
記
』
・
穴
堰
の
こ
と
）
と
い
う
黄
瀬
川
か
ら
の
深
良

い
し
き

用
水
の
取
水
口
が
あ
り
、
「
富
沢
・
定
輪
寺
・
一
色
の
用
水
」

と
さ
れ
て
い
た
が
、
大
畑
村
で
は
使
っ
て
い
な
い
・

干
ば
つ
と
大
畑
村
は
、
一
七
七
一
（
明
和
八
）
年
に
干
ば
つ

竹
の
実
結
の
た
め
「
年
貢
用
捨
願
」
を
出
し
て
い
る
。
こ

の
村
は
深
良
用
水
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
愛
謄
山

の
沢
水
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
干
ば
つ
に
は
苦
労
し
た

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
一
八
一
三
（
文
化
十
）
年
に
は
、
竹
の
実
が
結
ん
だ
た

に
ら
や
ま

め
に
竹
が
残
ら
ず
枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
韮
山
役
所
に
報
告
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３
近
現
代

行
政
区
分
明
治
期
前
半
の
地
方
制
度
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く

の
変
遷
変
更
さ
れ
た
。
一
八
七
二
爾
治
五
）
年
に
は
大

区
小
区
制
に
よ
っ
て
第
一
大
区
五
の
小
区
に
編
入
さ
れ
、
七
四

み
ず
く
ぼ

（
明
治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
水
窪
を
の
ぞ
い

た
市
域
の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
る
。

い
ま
ざ
と

一
｝
の
三
小
区
は
三
つ
の
村
連
合
で
構
成
さ
れ
、
大
畑
は
「
今
里

村
ほ
か
一
○
か
村
」
の
村
連
合
に
属
し
、
戸
長
三
人
と
副
戸
長

二
人
が
置
か
れ
た
。

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
は
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て

再
び
、
近
世
以
来
の
大
畑
村
が
復
活
し
民
選
の
戸
長
が
置
か
れ

る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸

長
公
選
制
を
廃
止
し
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役
場
管
轄
区
域
の

み
し
ゆ
く

整
理
統
合
が
な
さ
れ
た
。
ゞ
）
れ
に
よ
っ
て
大
畑
は
「
御
宿
ほ
か

ぬ
ま
づ

し
て
い
る
。
小
竹
を
沼
津
に
出
し
て
い
た
村
民
に
と
っ
て
は
大

問
題
で
あ
っ
た
。

一
○
か
村
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
村
に
置
か

れ
た
。町

村
制
施
行
に
伴
う
大
規
模
な
町
村
合
併
で
一
八
八
九
（
明

し
も
わ
だ

治
二
十
二
）
年
四
月
に
大
畑
は
、
下
和
田
村
、
今
里
村
、
金
沢

あ
げ
た

村
、
上
ケ
田
村
、
御
宿
村
、
葛
山
村
、
千
福
村
、
定
輪
寺
村
と

と
み
お
か

と
も
に
富
岡
村
に
な
り
、
大
畑
は
そ
の
大
字
と
な
っ
た
。
富
岡

す
や
ま

村
は
、
須
山
村
と
町
村
組
合
を
設
け
、
須
山
村
富
岡
村
組
合
村

と
な
っ
た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
長
も
富

岡
村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）

年
に
町
村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
は
独
立
し
た
行
政
村
と
な

っ
た
。

こ
い
ず
み
い
ず
み

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合
併
し
て

裾
野
町
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
深

良
村
が
裾
野
町
に
合
併
す
る
。
富
岡
村
は
、
一
九
五
七
（
昭
和

三
十
二
）
年
に
須
山
村
と
と
も
に
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町

に
な
っ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、

現
在
の
裾
野
市
に
な
っ
た
。
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図表3-105大畑の字

小
沢
入

尽
苅

中
尾

沢
入

上
ノ
田

上
ノ
田 田

古
城
跡

上
屋
敷

中
屋
中
屋
敷背

戸
林

ゴヒ

向
畑
向
畑下

屋
敷

下
屋
敷

根
岸

根
L型

図表3 106大畑の字一覧

臼井戸(ウスイド）

老平(オイダイラ）

大洞(オオポラ）

上中畑(カミナカバタ）

上ノ田(カミノタ）

上屋敷(カミヤシキ）

茅置場(カヤオキバ）

小沢入(コザヮイリ）

小屋ケ沢(コヤガサヮ）

沢入(サワイリ）

下中畑(シモナカバタ）

下ノ大窪(シモノオオクボ）

下屋敷(シモヤシキ）

背戸林(セドバヤシ）

尽苅(ツクシガリ）

中尾(ナカオ）

中屋敷(ナカヤシキ）

根岸(ネギシ）

| l向釜(ヒナタガマ）

古城跡(フルシロアト）

仏ケ尾(ホトケガオ）

マナイタヒラ(マナイタヒラ）

丸塚(マルヅカ）

向畑(ムカイバタ）

沢入(サワイリ）

Qワワ
ロノ日日



第2節歴史概要

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
九
二
人
（
男
四
四

人
・
女
四
八
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
戸
数
は
家
持
一
二
戸
、
士
族

家
持
三
戸
で
あ
っ
た
。
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
の
「
御
宿

村
ほ
か
一
○
か
村
、
自
治
区
造
成
に
関
す
る
諸
表
」
で
は
人
口

二
七
人
、
戸
数
一
二
戸
で
あ
る
。
大
正
時
代
や
昭
和
初
期
は

富
岡
村
と
し
て
の
統
計
で
、
大
畑
の
み
の
数
値
は
わ
か
ら
な
い

が
、
一
九
二
五
年
の
「
大
正
十
四
年
度
富
岡
村
事
務
報
告
」
で

は
、
人
口
一
四
五
人
、
戸
数
一
四
戸
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
な
る
と
、
人
口
は
一
五
五
人
（
男

七
五
人
・
女
八
○
人
）
で
、
四
二
世
帯
で
あ
る
。
人
口
は
あ
ま
り

変
わ
ら
ず
世
帯
数
が
増
え
て
、
一
世
帯
の
平
均
成
員
が
三
人
と

な
っ
て
い
る
。
一
九
九
○
年
で
は
、
一
六
九
人
（
男
九
一
人
・
女

七
八
人
）
で
五
六
世
帯
と
な
る
。

「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表
で
は
、
人
口
九

生
業

二
人
中
農
業
に
従
事
す
る
者
が
五
六
人
と
な
っ
て

い
て
、
農
業
主
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
八
八
六
（
明
治

十
九
）
年
の
「
御
宿
村
外
拾
力
村
地
誌
取
調
草
案
」
で
は
、
田

が
二
町
七
反
八
畝
二
歩
、
畑
が
四
町
五
反
一
畝
一
歩
、
山
林

反
別
九
○
町
九
反
八
畝
一
四
歩
、
原
野
四
○
町
二
反
五
畝
一
五

歩
で
あ
る
。
人
々
は
農
業
に
従
事
し
て
い
て
、
地
味
は
黒
色
で

稲
梁
に
よ
く
、
茶
や
麦
に
適
す
る
と
あ
る
。

行
餘
舎
の
分
校
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ

と
嶽
南
小
学
校
れ
、
御
宿
・
金
沢
・
上
ケ
田
・
葛
山
・
千

こ
う
よ
し
や

福
村
は
行
餘
舎
を
設
立
し
、
大
畑
村
は
定
輪
寺
村
、
富
沢
村
と

し
よ
、
う
え
ん
じ

と
も
に
定
輪
寺
の
分
校
を
設
置
す
る
。
御
宿
の
荘
園
寺
を
仮
校

舎
に
し
て
い
た
行
餘
舎
の
校
舎
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
行

餘
舎
の
分
校
に
通
学
し
て
い
た
大
畑
村
も
連
合
し
て
、
一
八
八

が
く
な
ん

二
（
明
治
十
五
）
年
に
本
校
舎
が
嶽
南
小
学
校
と
改
名
し
て
落
成

す
る
。
し
か
し
、
新
築
費
用
が
集
め
ら
れ
ず
、
新
築
な
っ
た
初

等
科
教
室
を
売
却
し
て
補
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大

畑
の
子
ど
も
た
ち
は
定
輪
寺
に
あ
っ
た
分
校
に
通
い
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
学
区
が
大
幅
に
統
合

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
定
輪
寺
の
分
校
は
嶽
南
小
学
校
に
統
合

Qワq
J~U



第23章大 畑

さ
れ
、
富
沢
の
子
ど
も
た
ち
は
御
宿
の
嶽
南
小
学
校
に
通
う
こ

と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
分
校
を
統
合
し
た
嶽
南
小
学
校
は
嶽
南
尋
常
小
学
校

と
な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
再
び
分
校
を
つ
く
っ
た
り
統
合
し

た
り
し
な
が
ら
も
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
現
在
の
富
岡
第
一

小
学
校
の
位
置
に
移
転
改
築
し
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年

に
は
国
民
学
校
令
に
よ
っ
て
富
岡
村
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
た

が
、
戦
争
が
終
わ
り
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
富
岡
村
立

富
岡
小
学
校
と
な
っ
た
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
に
下
和

田
に
富
岡
村
立
第
二
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
、
町
村
合
併
に
よ

り
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
富
岡
小
学
校
は
裾
野
町
立
富
岡

第
一
小
学
校
と
改
称
し
た
。

大
畑
の
子
ど
も
た
ち
は
前
述
の
よ
う
に
、
学
区
と
し
て
は
嶽

南
小
学
校
、
富
岡
小
学
校
に
属
す
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
か

な
り
の
遠
距
離
通
学
に
な
り
、
よ
り
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
小
泉

小
学
校
に
通
い
た
い
と
い
う
要
望
が
く
り
返
し
出
さ
れ
た
。
桃

園
（
旧
定
輪
寺
）
に
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
岩
下
壮
一
に
よ
っ

お
ん
じ
よ
う
し
や

て
私
立
の
温
情
舎
の
小
学
校
が
つ
く
ら
れ
る
と
、
富
岡
村
が
委

託
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
、
大
畑
・
桃
園
の
子
ど
も
た
ち
の
多

く
が
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
二
（
大
正
十
）
年
の
「
富
岡

村
事
務
報
告
」
に
は
、
一
九
二
○
年
七
月
十
五
日
に
岩
下
壮
一

が
私
立
学
校
設
立
の
出
願
を
し
、
翌
二
十
一
年
八
月
十
八
日
に

県
知
事
の
認
可
が
お
り
た
。
同
年
九
月
二
十
四
日
に
は
一
七
名

の
保
護
者
よ
り
私
立
学
校
に
就
学
さ
せ
た
い
と
い
う
出
願
が
あ

っ
て
、
同
日
認
可
し
た
、
と
あ
る
。
二
○
年
の
嶽
南
小
学
校
の

児
童
数
に
は
大
畑
は
一
三
名
、
桃
園
は
七
名
と
あ
る
が
、
一
二

年
に
は
記
載
が
な
く
な
る
。
そ
の
後
桃
園
は
一
人
の
記
載
も
な

い
が
、
大
畑
は
少
人
数
な
が
ら
児
童
数
の
記
載
が
た
び
た
び
み

ら
れ
、
そ
の
後
も
嶽
南
小
学
校
に
通
っ
た
人
が
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
、
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
さ

れ
た
￥
｝
と
に
よ
っ
て
、
大
畑
の
子
ど
も
た
ち
は
裾
野
町
立
西
小

学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

嶽
南
小
学
校
の
移
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
尋
常
小

転
を
め
ぐ
る
対
立
学
校
の
義
務
教
育
年
限
が
六
年
に
延
長
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さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
富
岡
村
内
で
北
部
の
大
字
と
南
部
の

大
字
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
た
。
統
合
に
よ
っ
て
通
学
に
不
便

を
感
じ
て
い
た
北
部
の
人
々
が
、
小
学
校
を
富
岡
村
中
央
部
へ

移
転
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
畑
は
千
福
、

御
宿
、
上
ヶ
田
、
桃
園
（
旧
定
輪
寺
）
な
ど
南
部
の
大
字
と
と
も

に
移
転
に
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
。
南
部
と
北
部
の
対
立
は
、

小
学
校
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
村
政
に
も
お
よ
び
、
分
村
問
題
に

ま
で
発
展
し
た
が
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
非
移
転
派
か
ら

郡
長
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
書
で
は
、
大
畑
は
桃
園
と
と
も
に
中

立
派
と
な
っ
た
と
あ
る
。
移
転
派
と
非
移
転
派
の
対
立
は
さ
ら

に
続
く
が
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
御
宿
の
北
よ
り
に
移
転

す
る
こ
と
で
双
方
の
合
意
を
得
、
翌
年
嶽
南
小
学
校
は
移
転
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

生
活
を
支
え
黄
瀬
川
に
か
か
る
大
畑
橋
は
、
古
く
か
ら
佐

た
大
畑
橋
野
の
人
々
が
愛
謄
山
の
入
会
地
や
開
墾
地
に

通
う
重
要
な
橋
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
大
畑
か
ら
は
通
学
路
や

裾
野
駅
へ
の
交
通
路
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
大
畑
や
佐
野
の
人
々
は
何
度
も
大
畑
橋
を
か
け
替
え

た
り
、
補
強
工
事
を
行
っ
て
、
守
り
続
け
て
き
た
。

か
つ
て
大
畑
橋
は
板
を
敷
い
た
低
い
橋
だ
っ
た
。
夏
に
雨
が

降
る
た
び
に
流
さ
れ
、
そ
の
都
度
架
け
替
え
る
費
用
が
か
か
る

の
で
、
一
九
○
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
多
額
の
費
用
を
か
け
た

大
工
事
で
新
し
い
橋
を
架
け
た
。

そ
の
橋
も
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
に
未
曾
有
の
大
出
水
に

見
舞
わ
れ
、
橋
全
体
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
生
活
を
支
え
る

橋
だ
け
に
、
仮
り
橋
を
架
け
て
し
の
ぎ
な
が
ら
寄
付
を
募
り
、

一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
新
橋
が
竣
工
す
る
。

一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
に
は
、
大
畑
区
長
と
佐
野
区
長
の

連
名
で
古
く
な
っ
た
大
畑
橋
の
補
強
工
事
の
申
請
書
が
出
さ
れ

て
い
る
。
翌
五
六
年
に
も
大
畑
区
長
に
よ
っ
て
補
強
工
事
の
申

請
書
が
出
さ
れ
て
い
て
、
「
大
畑
橋
は
大
畑
と
千
福
の
一
部
か

ら
裾
野
町
に
通
じ
る
も
の
で
、
区
と
し
て
は
主
要
農
産
物
、
薪

炭
材
の
搬
出
、
児
童
の
通
学
、
一
般
人
の
日
常
品
購
入
、
裾
野

駅
に
通
じ
る
な
ど
の
た
め
の
唯
一
の
主
要
道
路
で
あ
る
」
と
し
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内
部
区
分
と
大
畑
は
四
五
戸
で
、
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
は
な
い
・

区
の
役
職
村
内
を
縦
貫
し
て
い
る
道
を
境
に
、
愛
騰
山

側
が
西
組
、
黄
瀬
川
側
が
東
組
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、

借
家
は
南
組
、
コ
ロ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ポ
の
入
居
者
が
コ
ロ
ネ
ッ
ト

組
、
東
富
士
製
作
所
富
士
見
寮
は
富
士
見
寮
組
と
な
っ
て
い
る
。

区
の
役
員
は
、
区
長
・
副
区
長
・
会
計
・
自
主
防
災
会
長
・

体
育
委
員
・
区
民
セ
ミ
ナ
ー
委
員
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、

上
記
五
つ
の
組
の
組
長
各
一
名
も
役
員
で
あ
る
。

近
世
か
ら
の
愛
縢
山
の
入
会
地
は
明
治
以
降
も
継

共
有
地

承
さ
れ
て
い
た
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
愛
麿
山
が
一
等
官
林
に
編
入
さ
れ
、

て
い
る
。

現
在
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
は
一
九
八
九
年
に
完
成
し
た
も
の

で
あ
る
。第

三
節
地
域
社
会
と
生
活

さ
ら
に
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
は
愛
鷹
山
官
林
が
御
料

地
に
編
入
さ
れ
て
、
払
下
げ
を
目
的
に
愛
薦
牧
畜
会
社
が
設
立

は
ら
ま
ち

さ
れ
た
際
に
、
大
畑
は
原
町
ほ
か
一
○
か
町
村
組
合
に
参
加
し

て
運
動
を
し
た
。
こ
の
組
合
は
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に

は
民
有
化
を
め
ざ
す
組
織
と
し
て
沼
津
町
ほ
か
一
○
か
町
村
組

合
に
な
り
、
大
畑
も
運
動
を
続
け
た
。
結
局
民
有
化
は
困
難
と

見
て
払
下
げ
願
を
提
出
し
、
愛
謄
山
牧
畜
会
社
に
貸
与
さ
れ
て

い
た
お
よ
そ
三
○
○
○
町
歩
は
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に

払
下
げ
ら
れ
た
。

大
畑
は
こ
の
旧
戸
に
関
わ
る
共
有
地
の
ほ
か
に
、
開
墾
で
養

蚕
の
桑
や
陸
稲
を
つ
く
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
共
有
地
と
し
て
ヒ

ノ
キ
の
植
林
を
し
て
い
る
。

教
育
会
館
・
美
集
落
の
西
側
に
駿
東
地
区
教
育
会
館
が
あ

化
セ
ン
タ
ー

る
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
た
あ

と
、
一
九
九
六
年
三
月
か
ら
教
育
会
館
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

な
お
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
現
在
裾
野
市
福
祉
保
健
会
館
内

（
石
脇
）
に
あ
る
。

Qワワ
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教
育
会
館
か
ら
少
し
愛
謄
山
を
登
っ
た
所
に
裾
野
市
美
化
セ

ン
タ
ー
が
あ
る
。
こ
の
美
化
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の
位
置
よ
り

少
し
下
に
あ
っ
た
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
、
老
朽
化
に
伴
い
一
九
八

八
（
昭
和
六
十
三
）
年
五
月
に
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
と
し
て
現
在
の

地
に
新
し
く
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
畑
に
は
寺
は
な
く
、
桃
園
の
定
輪
寺
を
檀
那

神
社
と
堂

寺
と
す
る
二
軒
を
の
ぞ
い
て
、
千
福
の
普
明
寺

の
檀
家
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
畑
の
神
社
や
お
堂
は 写真3-116 山の神の祭り

す
、
●
へ
て
集
落
の
北
端
に
か
た
ま
っ
て
い
る
。
氏
神
は
熊
野
神
社

で
、
国
常
立
命
・
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
を
祭
神
と
す
る
。

創
建
年
月
は
不
詳
だ
が
、
一
六
九
五
（
元
禄
八
）
年
の
棟
札
の
写

し
が
あ
る
。

熊
野
神
社
の
境
内
に
山
の
神
が
あ
る
。
創
建
年
月
は
不
詳
だ

が
、
一
七
二
八
（
享
保
十
三
）
年
の
棟
札
の
写
し
が
あ
る
。

大
日
堂
は
大
日
如
来
座
像
を
安
置
し
て
い
る
。
こ
の
大
日
如

来
像
は
伝
来
に
い
く
つ
か
の
口
伝
が
あ
り
、
昔
千
福
村
と
佐
野

村
と
大
畑
村
の
三
か
村
入
会
山
で
あ
る
字
仏
顔
と
い
う
場
所
に

安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
移
し
た
（
「
神
社
明
細
調
」
）
と
か
、
大

幡
寺
が
焼
失
し
た
と
き
に
村
人
が
運
び
出
し
て
こ
こ
へ
安
置
し

た
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。
創
建
年
月
は
不
詳
で
あ
る
。

弘
法
大
師
堂
は
弘
法
大
師
像
を
安
置
し
、
創
建
は
一
八
六
八

（
慶
応
四
）
年
で
あ
る
。

大
畑
の
信
仰
行
事
は
旧
戸
で
当
番
を
受
け
持
つ

祭
り
と
講

て
行
わ
れ
る
。

熊
野
神
社
の
祭
日
は
、
一
月
十
日
で
あ
る
。
山
の
神
は
一
月
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写真3-117身代わり地蔵

十
七
日
と
十
月
十
七
日
に
山

の
神
講
で
祭
り
を
す
る
。
米

の
団
子
三
個
、
洗
米
、
オ
チ

ャ
ハ
ン
、
塩
、
水
、
御
神
酒
、

魚
と
カ
ヶ
ノ
オ
を
供
え
る
。

カ
ヶ
ノ
オ
と
は
竹
を
節
か
ら

節
ま
で
切
り
、
そ
の
中
央
の

皮
を
残
し
て
切
り
曲
げ
て
、

御
神
酒
の
容
器
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
竹
の

弓
矢
と
的
を
用
意
す
る
。
山

の
神
の
祠
に
参
拝
し
た
あ
と
、

熊
野
神
社
と
山
の
神
の
間
の

矢
場
で
講
員
が
一
人
ず
つ
矢

を
射
て
、
三
本
ほ
ど
当
た
る

と
終
わ
り
に
し
、
直
会
を
す

る
。

大
日
堂
の
祭
礼
は
四
月
の
初
申
の
午
後
で
、
鏡
餅
を
一
重
ね

供
え
て
念
仏
を
あ
げ
る
。

弘
法
大
師
堂
の
祭
礼
は
三
月
二
十
一
日
で
、
大
日
堂
で
弘
法

大
師
堂
の
方
向
に
座
っ
て
念
仏
を
あ
げ
る
。
昔
は
大
畑
の
弘
法

の
縁
日
と
し
て
有
名
で
、
近
郷
近
在
か
ら
人
々
が
集
ま
っ
た
と

い
愛
フ
。

月
並
み
念
仏
講
が
あ
り
、
現
在
は
毎
月
で
は
な
い
が
、
本
来

は
毎
月
二
十
七
日
に
行
う
。
不
動
尊
の
掛
け
軸
を
ま
つ
っ
て
、

ご
飯
と
サ
カ
キ
か
コ
ウ
、
、
ハ
ナ
と
菓
子
な
ど
を
供
え
て
念
仏
を
あ

げ
る
。
線
香
と
灯
明
を
焚
き
、
か
し
わ
（
か
し
わ
手
）
を
す
る
。

願
か
け
の
大
畑
橋
の
近
く
、
集
落
の
入
り
口
と
な
る
と
こ

石
造
物
ろ
に
一
九
○
四
（
明
治
三
十
七
）
年
建
立
の
道
祖

神
が
あ
る
。
こ
の
道
祖
神
の
あ
た
り
に
は
石
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
そ
れ
を
借
り
て
い
っ
て
抱
い
て
寝
る
と
、
子
ど
も
が
授
か

る
と
い
わ
れ
る
。

弘
法
大
師
堂
南
側
に
は
身
代
わ
り
地
蔵
が
あ
る
。
疫
病
や
悪

い
風
邪
が
は
や
る
と
、
石
屋
で
身
代
わ
り
の
地
蔵
を
つ
く
っ
て

QワQ
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も
ら
っ
て
、
弘
法
大
師
堂
の
境
内
に
奉
納
す
る
。
子
ど
も
の
病

気
平
癒
を
願
っ
て
親
が
奉
納
す
る
も
の
で
、
無
事
に
回
復
す
る

と
、
賓
銭
を
供
え
て
礼
参
り
を
す
る
。
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第1節地理的概要

図表3－108桃園の位置

、

７
．
‐

ノ
一

一

芦一、

一
・
。
心
１
Ｊ
Ｊ
・
・
’
、
、

、
§
、

、
１
１
．
０
１
１
、

。
、
、
Ｕ

、
町
、
Ｕ

、
、
、

、
、
、
、
。
。
○
１
１
１
０
．
１
１
１
０
，
，
１
１
、

、

第
一
節
地
理
的
概
要

第
二
四
章

､

、

桃’

園
川
I'

も
も
ぞ
の

じ
よ
う
り
ん
じ

古
刹
定
輪
桃
園
は
か
つ
て
定
輪
寺
村
と
名
乗
り
、
長
く
寺

寺
の
村
と
七
戸
の
門
前
集
落
で
形
成
さ
れ
て
き
た
。
定

す
ん
と
う

輪
寺
は
中
世
に
は
駿
東
一
帯
の
曹
洞
宗
の
拠
点
で
あ
り
、
多
く

の
文
人
な
ど
が
立
ち
寄
っ
て
当
時
の
地
方
文
化
を
担
う
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
桃
園
と
い
う
地
名
は
、
戦
国
時
代
の
一
五
五

一
（
天
文
二
十
）
年
に
今
川
義
元
が
発
給
し
た
文
書
に
「
駿
河
国

駿
東
郡
大
岡
庄
桃
園
定
倫
寺
」
と
あ
り
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ

て
い
た
が
、
村
名
と
し
て
は
近
世
初
頭
か
ら
定
輪
寺
村
で
あ
っ

た
。
桃
園
と
な
っ
た
の
は
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
以
降
で

あ
る
。

桃
園
は
裾
野
市
中
心
部
か
ら
西
の
方
向
に
位
置
す

位
置
あ
し
た
か
い
は
い
だ
け

る
。
愛
朧
山
位
牌
岳
よ
り
南
東
に
派
出
す
る
尾
根

の
海
抜
三
八
○
脚
の
稜
部
を
西
端
と
し
、
長
さ
約
四
・
肩
胆
、

最
大
幅
約
○
・
八
時
服
の
狭
長
な
三
角
形
を
し
た
地
区
で
あ
る
。

き
せ

さ
の

お
お
は
た

東
は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
佐
野
と
対
し
、
北
と
西
及
び
南
は
大
畑
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と
み
ざ
わ

と
富
沢
に
接
し
て
い
る
。

地
形
と
土
大
部
分
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
さ
れ
た
山
地

地
利
用
で
あ
っ
た
が
、
尾
根
末
端
の
舌
状
の
平
坦
面
は

開
墾
さ
れ
て
畑
地
と
な
り
、
そ
の
北
側
の
大
畑
に
接
す
る
と
こ

ろ
は
不
二
農
園
と
い
う
大
規
模
な
茶
園
が
経
営
さ
れ
て
い
た
。

ふ
じ
せ
い
し
ん

近
年
、
こ
の
農
園
の
中
に
不
二
聖
心
女
学
院
と
い
う
学
校
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。
西
と
南
側
の
富
沢
と
接
す
る
平
坦
地
は
ゴ
ル

フ
場
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。

山
麓
の
裾
部
に
黄
瀬
川
の
形
成
し
た
河
岸
段
丘
が
あ
り
、
定

輪
寺
と
門
前
集
落
が
あ
っ
た
。
近
年
、
そ
の
周
辺
は
住
宅
地
と

な
り
、
ま
た
北
と
南
の
尾
根
末
端
の
平
坦
地
も
住
宅
地
と
な
り
、

さ
ら
に
集
落
と
住
宅
地
の
西
側
を
東
名
高
速
道
路
と
国
道
二
四

六
号
が
通
過
し
、
景
観
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
河
岸
段
丘

あ
な
せ
ぎ

の
南
半
分
は
、
穴
堰
の
用
水
に
よ
る
水
田
と
な
っ
て
い
た
が
、

こ
こ
も
国
道
二
四
六
号
の
通
過
に
よ
っ
て
旧
状
を
失
っ
た
。

か
つ
て
は
定
輪
寺
と
の
関
係
で
七
戸
以
上
戸
数

集
落
の
姿

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
し
、
村
内
に
分
家
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
正
期
ま
で
集
落
は

定
輪
寺
の
西
側
と
、
南
側
の
愛
麿
山
麓
に
七
戸
が
並
ん
で
い
る

の
み
で
あ
っ
た
。

定
輪
寺
山
門
の
そ
ば
に
桃
薗
神
社
が
あ
り
、
集
落
西
南
に
御

嶽
神
社
と
山
神
社
が
あ
る
。
黄
瀬
川
に
沿
っ
て
南
北
に
村
道
が

走
り
、
南
は
富
沢
、
北
は
大
畑
に
通
ず
る
。
〉
）
の
道
沿
い
の
集

落
入
り
口
に
道
祖
神
が
建
っ
て
い
る
。

現
在
は
河
岸
段
丘
全
体
が
住
宅
地
と
な
り
、
愛
謄
山
麓
に
も

住
宅
が
広
が
っ
て
い
る
。

１
中
世
以
前愛

謄
山
麓
の
尾
根
末
端
に
は
舌
状
地
形
の
平
坦

尾
畑
遺
跡

面
が
あ
り
、
ゞ
三
に
は
数
多
く
の
縄
文
時
代
遺

お
ぱ
た

跡
が
存
在
す
る
。
尾
畑
遺
跡
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
一
九
六
七

第
二
節
歴
史
概
要
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錨
（
昭
和
四
十
二
）
年
、
こ
こ
で
住
宅
造
成
中
に
大
量
の
土
器
が
発

見
さ
れ
た
。
住
居
趾
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
河
原
石
を
意
図
的

に
配
置
し
た
遺
描
、
河
原
石
と
木
炭
の
集
積
さ
れ
た
と
こ
ろ
が

検
出
さ
れ
、
縄
文
時
代
早
期
・
前
期
・
中
期
の
土
器
と
、
ヒ
ス

写真3-118定輪寺

イ
の
有
孔
大
珠
（
呪
術
的
装
身
具
）
が
出
土
し
た
。
中
で
も
、
顔

面
把
手
付
土
器
、
高
さ
七
○
修
蹴
に
も
な
る
大
形
甕
形
土
器
、

ヒ
ス
イ
の
大
珠
は
、
県
下
で
も
貴
重
な
遺
物
と
さ
れ
て
い
る
。

尾
畑
遺
跡
東
側
か
ら
も
、
集
石
士
坑
・
土
坑
・
堅
穴
状
遺

構
・
溝
・
柱
穴
二
○
○
個
が
検
出
さ
れ
、
縄
文
時
代
早
期
と
中

期
土
器
片
、
磨
石
・
凹
石
・
石
鍼
の
ほ
か
、
近
世
以
降
の
陶
器

類
、
鉛
鉄
砲
玉
な
ど
が
出
土
し
た
。

以
後
、
古
代
中
世
ま
で
は
資
料
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い

お
お
お
か

が
、
『
駿
河
記
』
な
ど
の
記
述
に
は
古
代
か
ら
大
岡
荘
に
属
し

て
い
た
と
す
る
。一

八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
の
「
寺
院
明
細
帳
」
に

定
輪
寺

よ
る
と
、
定
輪
寺
は
古
く
は
真
言
宗
で
、
弘
法
大

師
（
空
海
）
の
開
創
で
、
応
永
年
間
（
一
三
九
四
’
一
四
二
八
年
）
に

そ
、
フ
お
く
そ
う
の
う

住
僧
安
思
が
寺
を
僧
舂
屋
宗
能
に
譲
り
、
一
四
二
九
（
永
享
元
）

年
に
宗
能
が
曹
洞
宗
に
改
宗
し
た
と
あ
る
。

さ
ら
に
「
重
続
日
域
洞
上
諸
祖
伝
巻
三
」
に
よ
る
と
、
一
四

あ
ん
そ
う
そ
う
り
ょ
う

七
○
（
文
明
二
）
年
、
大
森
氏
一
族
安
里
宗
榴
が
定
輪
寺
住
職
と

933
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い
ま
が
わ
よ
し
も
と

一
五
五
一
（
天
文
二
十
）
年
、
今
川
義
元
は
定
輪
寺
に
寺
領
な

ど
を
不
入
の
地
と
し
て
安
堵
し
て
い
る
。
不
入
の
地
と
い
う
の

は
、
中
世
後
半
の
領
主
が
寺
社
に
与
え
た
諸
役
免
除
と
、
寺
領

内
へ
役
人
等
が
立
ち
入
り
指
図
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
特
権
で
、

こ
の
特
権
は
有
名
な
寺
社
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

今
川
氏
が
定
輪
寺
を
重
く
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ゞ
）
の
な

か
に
「
門
前
諸
役
免
除
之
事
」
と
あ
っ
て
、
定
輪
寺
門
前
に
は

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
寺
領
は
、
上

は
琵
琶
沢
深
山
迄
、
下
伝
は
智
聖
尾
根
之
松
嶺
深
山
迄
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
山
中
の
地
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
の
桃
園
の
地

区
よ
り
も
広
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ま
が
わ
う
じ
ざ
ね

そ
の
後
、
一
五
六
五
（
永
禄
八
）
年
に
今
川
氏
真
が
定
輪
寺
長

り
ん
の
う
そ
ん
と
う

老
の
林
翁
存
桃
に
与
え
た
判
物
に
よ
る
と
、
定
輪
寺
内
の
僧
侶

な
っ
て
い
る
。
以
後
、
定
輪
寺
は
市
域
の
み
な
ら
ず
駿
東
郡
を

代
表
す
る
曹
洞
宗
の
拠
点
と
な
っ
た
。
多
く
の
文
人
が
出
入
し
、

そ
う
菱
一

一
五
○
二
（
文
亀
二
）
年
に
は
連
歌
師
の
宗
祇
が
本
寺
に
埋
葬
さ

れ
て
い
る
。

の
間
に
激
し
い
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
定
輪
寺
八

よ
う
て
ん
そ
う
ば
ん
ふ
か
ら
こ
う
ぜ
ん
じ
お
や
ま

代
揚
天
宗
播
は
、
深
良
の
興
禅
寺
や
小
山
町
の
興
雲
寺
の
開
山

と
も
な
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
い
っ
た
ん
住
持
を
存
桃
に

み
よ
う
こ
う
え
い
し
ん

譲
り
な
が
ら
、
改
め
て
七
代
住
持
で
あ
っ
た
明
綱
英
賑
に
渡

し
直
そ
う
と
し
た
。
こ
れ
を
存
桃
が
訴
え
、
今
川
氏
が
存
桃
に

道
理
が
あ
る
と
認
め
て
奉
行
人
を
遣
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
英
賑
が

寺
を
焼
き
払
お
う
と
し
、
存
桃
に
近
い
僧
を
切
り
つ
け
た
と
い

う
。
今
川
氏
真
が
存
桃
を
住
持
と
し
て
認
め
る
判
物
を
与
え
た

か
ず
ら
や
ま
う
じ
も
と

一
か
月
後
に
葛
山
氏
元
も
同
様
の
判
物
を
与
え
て
い
る
。
そ

の
後
、
葛
山
・
武
田
・
徳
川
の
支
配
を
う
け
る
が
同
様
な
権
利

を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。

宗
祇
は
諸
国
を
め
ぐ
っ
た
著
名
な
連
歌
師

定
輪
寺
と
宗
祇

で
あ
る
。
一
五
○
二
（
文
亀
二
）
年
、
弟
子

そ
、
う
ち
よ
』
フ

の
宗
長
ら
を
伴
っ
て
関
東
を
巡
っ
て
い
る
途
中
に
発
病
し
、
箱

根
湯
本
に
到
達
し
た
と
き
に
は
か
な
り
容
態
が
悪
く
な
り
、
七

月
三
十
日
つ
い
に
没
し
た
。
享
年
八
二
歳
で
あ
っ
た
。
遺
骸
は

あ
し
が
ら

足
柄
を
越
え
、
定
輪
寺
に
葬
ら
れ
た
。
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２
近
世

支
配
は
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
幕
領
、

支
配
の
変
遷

一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
か
ら
小
田
原
藩
領
と

な
る
が
、
一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
か
ら
幕
領
に
復
帰
す
る
。
一

六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年
か
ら
は
旗
本
内
藤
氏
の
領
知
と
な
っ
て

幕
末
に
至
る
。
旗
本
の
知
行
は
幕
府
の
方
針
で
、
元
禄
の
世
直

し
と
い
い
、
ゞ
）
れ
ま
で
の
俸
給
で
は
な
く
旗
本
に
知
行
を
与
えふ

て
自
分
賄
い
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
内
藤
氏
の
陣
屋
は
当
初
富

じ
は
ら
だ

ひ
な

士
郡
原
田
村
に
置
か
れ
、
後
に
同
郡
の
比
奈
に
移
っ
た
と
い
う
。

せ
ん
ぶ
く

名
主
は
千
福
村
の
名
主
が
兼
ね
た
。

そ
の
様
子
が
、
宗
長
の
『
宗
祇
終
焉
記
』
に
描
か
れ
て
い
る
。

宗
祇
の
遺
骸
は
輿
に
入
れ
ら
れ
て
生
き
て
い
る
人
の
よ
う
に
手

を
加
え
て
運
ば
れ
た
。
夕
暮
れ
の
鐘
を
つ
く
時
刻
こ
ろ
に
定
輪

寺
に
着
き
、
八
月
三
日
の
曙
に
門
前
の
少
し
は
い
っ
た
と
こ
ろ

に
お
さ
め
て
、
松
を
好
ん
で
い
た
宗
祇
が
常
日
頃
言
っ
て
い
た

よ
う
に
松
を
目
印
に
植
え
て
、
塔
婆
を
立
て
た
と
い
う
。

一
六
○
三
（
慶
長
八
）
年
（
実
は
一
六
○
四

村
高
と
村
の
姿

か
）
「
定
輪
寺
村
畑
検
地
帳
」
、
一
六
七
二

（
寛
文
十
二
）
年
六
月
「
駿
河
国
駿
東
郡
定
輪
寺
田
畑
検
地
水

帳
」
が
あ
る
。
村
高
は
、
正
保
郷
帳
で
は
二
一
石
五
升
九
合
で
、

こ
の
ほ
か
に
桃
園
山
定
輪
寺
領
五
石
が
あ
る
。
元
禄
郷
帳
以
降

は
二
七
石
四
升
四
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
五
石
の
定
輪
寺
領

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

定
輪
寺
の
寺
領
に
つ
い
て
は
、
一
六
○
一
（
慶
長
六
）
年
霜
月

い
で
ま
さ
つ
ぐ

二
十
三
日
の
代
官
井
出
正
次
の
寺
領
手
形
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
翌
○
二
（
慶
長
七
）
年
に
家
康
か
ら
の
寄
進
状
を
う
け
て

な
が
の
く
ざ
え
も
ん
き
よ

い
る
。
ま
た
、
一
六
一
四
（
慶
長
十
九
）
年
に
長
野
九
左
衛
門
清

さ
だ

い
ま
み
や
そ
う
ざ
え
も
ん

定
か
ら
、
一
六
一
九
（
元
和
五
）
年
に
は
今
宮
惣
左
衛
門
か
ら
諸

役
免
除
手
形
を
う
け
て
い
る
。

一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
の
「
定
輪
寺
門
前
者
寺
内
法
度
等
に

つ
き
請
書
」
に
よ
る
と
、
定
輪
寺
が
村
の
山
林
原
野
か
ら
田
畑

ま
で
を
支
配
し
て
い
た
の
で
、
村
人
は
門
前
者
と
呼
ば
れ
、
寺

内
の
木
竹
枝
の
伐
採
や
無
許
可
の
田
畑
の
開
墾
を
禁
止
さ
れ
、
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と
み
お
か

山
林
見
回
り
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』

の
明
治
維
新
前
の
部
に
、
戸
数
は
七
戸
で
、
そ
れ
は
ゞ
）
の
村
誌

が
書
か
れ
た
大
正
初
期
も
お
な
じ
で
あ
る
と
し
、
寺
領
二
○
○

町
歩
の
山
林
を
伐
採
し
て
少
な
く
と
も
一
年
に
一
○
○
駄
の
薪

を
得
、
ま
た
屋
敷
地
が
無
税
な
の
で
村
民
の
経
済
は
は
な
は
だ

裕
福
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
戸
数
が
わ
ず
か
な
の
で
隣
保
助

け
合
い
の
美
風
が
あ
る
と
い
う
。

ち
や

定
輪
寺
内
に
は
宗
祇
の
墓
が
あ
る
た
め
、
そ
の
歌
碑
や
、
茶

ぱ
た
け
か
し
わ
ぎ
か
ん
り

わ
た
な
べ
こ
じ
よ
う

畑
村
柏
木
官
里
、
富
沢
村
渡
辺
虎
杖
な
ど
の
地
方
文
人
た
ち

に
よ
る
灯
籠
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
境
内
に
桃
園

貞
純
親
王
を
ま
つ
る
桃
薗
神
社
が
あ
る
。

『
富
岡
村
誌
』
に
よ
る
と
、
「
定
輪
寺
村
は
安
永
元
年
よ
り
前

は
桃
園
村
と
い
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
定
輪
寺
村
と
な
っ
た
」

と
い
う
。
な
お
、
桃
園
村
と
い
っ
て
い
た
の
は
安
政
元
年
よ
り

前
の
一
時
期
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
代
は
明
確
に
は
分
か
っ
て
い

な
い
。

３
近
現
代

行
政
区
分
定
輪
寺
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
は
大
区

の
変
遷
小
区
制
に
よ
っ
て
第
一
大
区
五
の
小
区
に
編
入

さ
れ
る
が
、
七
四
（
明
治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、

水
窪
を
の
ぞ
い
た
市
域
の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に

編
入
さ
れ
る
。
こ
の
三
小
区
は
三
つ
の
村
連
合
で
構
成
さ
れ
、

い
ま
ざ
と

定
輪
寺
は
「
今
里
村
ほ
か
一
○
か
村
」
の
村
連
合
に
属
し
、
戸

長
三
人
と
副
戸
長
二
人
が
置
か
れ
た
。

し
か
し
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
に
は
郡
区
町
村
編
制
法

に
よ
っ
て
再
び
二
三
か
村
と
な
り
、
近
世
以
来
の
定
輪
寺
村
が

復
活
し
民
選
の
戸
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
一

八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制
を
廃
止
し
、
戸
長
の

官
選
と
戸
長
役
場
管
轄
区
域
の
整
理
統
合
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ

み
し
ゆ
く

に
よ
っ
て
定
輪
寺
村
は
「
御
宿
ほ
か
一
○
か
村
」
に
組
み
入
れ

ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
村
に
置
か
れ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
市
制
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
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図表3-110桃園の字 図表3-109桃園の字一覧

入ノ洞(イリ

尾畑(オバタ

櫟坂(ケヤキ

下耕地(シモ

細窪(ホソク

村下(ムラシ

山下(ヤマシ

山H1(ヤマタ

ラ）ノホ

）

ザカ

コ争ウ

ポ）

タ）

タ）

）

ノ

チ）

檸
坂

山
田
山
田

入
ノ
洞 山

下

細
窪

村
下

下
耕
地
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翌
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。
定
輪
寺
は
、

し
も
わ
だ

か
ね
ざ
わ

下
和
田
村
、
今
里
村
、
金
沢
村
、
上
ヶ
田
村
、
御
宿
村
、
葛
山

村
、
千
福
村
、
大
畑
村
と
と
も
に
富
岡
村
に
属
し
た
。
こ
の
と

き
旧
二
四
か
村
は
大
字
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
富
岡
村

す
や
ま

は
、
須
山
村
と
町
村
組
合
を
設
け
、
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
と

な
っ
た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
長
も
富
岡

村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年

に
町
村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
は
独
立
し
た
行
政
村
と
な
っ

た
。

定
輪
寺
は
近
世
の
定
輪
寺
村
を
継
承
し
て
、
町
村
制
で
「
大

字
定
輪
寺
」
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年

十
月
に
桃
園
と
改
称
す
る
諮
問
案
が
村
会
で
可
決
さ
れ
、
手
続

き
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
住
民
の
希
望
に
よ

る
も
の
で
、
大
字
定
輪
寺
が
寺
院
の
定
輪
寺
と
「
屡
々
公
私
ノ

呼
称
二
錯
雑
ヲ
極
メ
将
来
紛
擾
ヲ
来
ス
ノ
基
」
に
な
り
か
ね
な

い
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
（
「
富
岡
須
山
組
合
村

村
議
諮
案
言
綴
」
）
。

こ
い
ず
み
い
ず
み

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合
併
し
て

裾
野
町
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
深

良
村
が
裾
野
町
に
合
併
す
る
。
富
岡
村
は
、
一
九
五
七
（
昭
和

三
十
二
）
年
に
須
山
村
と
と
も
に
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町

に
な
っ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、

現
在
の
裾
野
市
に
な
っ
た
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
五
三
人
（
男
二
九

人
・
女
二
四
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
戸
数
は
家
持
七
戸
で
あ
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
の
「
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
、
自

治
区
造
成
に
関
す
る
諸
表
」
で
は
人
口
四
一
人
、
戸
数
七
戸
で

あ
る
。
大
正
時
代
や
昭
和
初
期
は
富
岡
村
と
し
て
の
統
計
で
、

桃
園
の
み
の
数
値
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
二
五
年
の
「
大
正

十
四
年
度
富
岡
村
事
務
報
告
」
で
は
、
人
口
八
九
人
、
戸
数
二

二
戸
と
な
っ
て
い
る
。
近
世
か
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
戸
数
に
、

初
め
て
変
化
が
見
ら
れ
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
な
る
と
、
人
口
は
一
三
三
八
人
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（
男
五
二
七
人
・
女
八
二
人
）
で
、
三
九
七
世
帯
で
、
人
口
、

戸
数
と
も
非
常
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
九
○
年
で
は
、
一
三

六
三
人
（
男
五
三
八
人
・
女
八
二
五
人
）
で
三
七
一
世
帯
と
な
る
。

「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表
で
は
、
人
口
五

生
業

三
人
中
農
業
に
従
事
す
る
者
が
二
四
人
と
な
っ
て

い
て
、
農
業
主
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
ほ
か
は
僧
が

六
人
い
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
御
宿
村
外
拾
ヵ
村

地
誌
取
調
草
案
」
で
は
、
田
が
三
町
八
反
七
畝
七
歩
、
畑
が
三

町
七
反
五
畝
二
八
歩
、
山
林
原
野
一
町
四
反
二
畝
二
九
歩
で
あ

る
。
人
均
は
農
業
に
従
事
し
て
い
て
、
米
麦
を
産
す
と
あ
る
。

嶽
南
小
学
校
・
温
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布

情
舎
・
西
小
学
校
さ
れ
、
千
福
、
上
ケ
田
、
御
宿
、
金
沢
、

こ
う
よ
し
や

葛
山
村
は
行
餘
舎
を
設
立
し
、
定
輪
寺
村
は
大
畑
村
、
富
沢
村

し
よ
う
え
ん
じ

と
と
も
に
定
輪
寺
の
分
校
を
設
置
す
る
。
御
宿
の
荘
園
寺
を
仮

校
舎
に
し
て
い
た
行
餘
舎
の
校
舎
を
新
築
す
る
ゞ
）
と
に
な
り
、

行
餘
舎
の
分
校
に
通
学
し
て
い
た
定
輪
寺
村
も
連
合
し
て
、
一

が
く
な
ん

八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
本
校
舎
が
嶽
南
小
学
校
と
改
名
し
て

落
成
す
る
。
し
か
し
『
新
築
費
用
が
集
め
ら
れ
ず
、
新
築
な
っ

た
初
等
科
教
室
を
売
却
し
て
補
う
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

定
輪
寺
村
の
子
ど
も
た
ち
は
定
輪
寺
の
分
校
に
通
い
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
学
区
が
大
幅
に
統
合

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
定
輪
寺
の
分
校
は
嶽
南
小
学
校
に
統
合

さ
れ
、
定
輪
寺
の
子
ど
も
た
ち
は
御
宿
の
嶽
南
小
学
校
に
通
う

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
い
く
度
も
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
が
あ
り
、

桃
園
は
町
村
合
併
ま
で
富
岡
小
学
校
の
学
区
に
属
し
た
。

桃
園
の
子
ど
も
た
ち
は
前
述
の
よ
う
に
、
学
区
と
し
て
は
嶽

南
小
学
校
、
富
岡
小
学
校
に
属
す
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
か

な
り
の
遠
距
離
通
学
に
な
り
、
よ
り
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
小
泉

小
学
校
に
通
い
た
い
と
い
う
要
望
が
繰
り
返
し
出
さ
れ
た
。
桃

お
ん
じ
よ
う
し
や

園
に
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
私
立
の
温
情
舎
の
小
学
校
が
で

き
る
と
、
富
岡
村
が
委
託
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
、
桃
園
・
大

畑
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
一

（
大
正
十
）
年
の
「
富
岡
村
事
務
報
告
」
に
は
、
’
九
二
○
年
七
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月
十
五
日
に
岩
下
壮
一
が
私
立
学
校
設
立
の
出
願
を
し
、
翌
二

一
年
八
月
十
八
日
に
県
知
事
の
認
可
が
お
り
た
。
同
年
九
月
二

十
四
日
に
は
一
七
名
の
保
護
者
よ
り
私
立
学
校
に
就
学
さ
せ
た

い
と
い
う
出
願
が
あ
っ
て
、
同
日
認
可
し
た
、
と
あ
る
。
二
○

Ej

重ウ
‐罰

" l ･l l !
主』上当誌I

蟻認驫

…

写真3-119温情舎(不二聖心女子学院所蔵）

年
の
嶽
南
小
学
校
の
児
童
数
に
は
桃
園
は
七
名
、
大
畑
は
一
三

名
と
あ
る
が
、
一
二
年
に
は
記
載
が
な
く
な
る
。

一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
、
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
桃
園
の
子
ど
も
た
ち
は
裾
野
町
立
西
小

学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
七
一
（
昭
和
四
十

六
）
年
の
市
制
施
行
に
よ
り
、
町
立
西
小
学
校
は
裾
野
市
立
西

小
学
校
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。

嶽
南
小
学
校
の
移
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
『
尋
常
小

転
を
め
ぐ
る
対
立
学
校
の
義
務
教
育
年
限
が
六
年
に
延
長

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
富
岡
村
内
で
北
部
の
大
字
と
南
部
の

大
字
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
た
。
統
合
に
よ
っ
て
通
学
に
不
便

を
感
じ
て
い
た
北
部
の
人
為
が
、
小
学
校
を
富
岡
中
央
部
へ
移

転
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
桃
園
は
千
福
、

御
宿
、
上
ヶ
田
、
大
畑
な
ど
南
部
の
大
字
と
と
も
に
移
転
に
反

対
の
立
場
を
と
っ
た
。
南
部
と
北
部
の
対
立
は
、
小
学
校
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
村
政
に
も
お
よ
び
、
分
村
問
題
に
ま
で
発
展
し

た
が
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
非
移
転
派
か
ら
郡
長
に
提
出
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さ
れ
た
陳
情
書
で
は
、
桃
園
は
大
畑
と
と
も
に
中
立
派
と
な
っ

た
と
あ
る
。
移
転
派
と
非
移
転
派
の
対
立
は
さ
ら
に
続
く
が
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
御
宿
の
北
よ
り
に
移
転
す
る
こ
と
で

双
方
の
合
意
を
得
、
翌
年
嶽
南
小
学
校
は
移
転
改
築
さ
れ
た
。

現
在
、
大
畑
と
の
境
の
愛
騰
山
麓
に
あ
る
不
二

鈴
木
農
場

農
園
は
、
か
つ
て
鈴
木
農
場
と
し
て
広
く
茶
畑

な
ど
を
営
ん
で
い
た
。
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
よ
る
と
、
鈴

木
農
場
は
、
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
に
大
畑
在
住
の
徳
川
旗
本

が
所
有
し
て
も
っ
ぱ
ら
製
茶
業
を
営
ん
で
い
た
も
の
を
、
一
八

八
二
（
明
治
十
五
）
年
こ
ろ
に
黒
田
久
孝
が
手
に
入
れ
、
そ
れ
を

一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
）
年
に
鈴
木
藤
三
郎
が
購
入
し
た
ゞ
）
と

に
始
ま
る
。
明
治
維
新
で
家
禄
な
ど
を
失
っ
た
士
族
が
茶
園
を

営
む
こ
と
は
県
内
で
は
珍
し
い
ゞ
）
と
で
は
な
い
・

鈴
木
藤
三
郎
は
ゞ
）
の
農
場
で
、
茶
を
主
産
物
に
、
果
樹
、
蔬

菜
、
牧
畜
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
な
ど
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

い
わ
し
た
き
よ
ち
か

北
浜
銀
行
の
頭
取
で
あ
っ
た
岩
下
清
周
が
、
当
時
北
浜
銀
行
の

担
保
で
あ
っ
た
農
場
を
請
け
出
し
て
移
り
住
み
、
不
二
農
園
と

名
付
け
た
。
農
園
の
経
営
は
順
調
に
進
み
、
一
九
二
○
（
大
正

九
）
年
に
私
立
学
校
設
立
の
出
願
を
し
て
温
情
舎
が
創
立
さ
れ

た
。
渭
周
の
跡
を
継
い
だ
長
男
壮
一
が
没
し
た
の
ち
、
農
園
は

カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
修
道
会
「
聖
心
会
」
に
寄
付
さ
れ
た
。
以
後

聖
心
会
の
所
有
地
と
な
り
不
二
聖
心
女
子
学
院
が
あ
る
（
『
裾

野
』
裾
野
市
教
育
委
員
会
）
。

内
部
区
分
と
桃
園
は
、
近
世
・
明
治
期
を
通
じ
て
七
戸
の

区
の
役
職
小
集
落
で
、
内
部
に
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
も
組
も

必
要
で
は
な
か
っ
た
。

表
３
‐
皿
は
現
在
の
桃
園
の
区
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
の
は
、
急
速
な
市
街
化
で
戸
数
が
急
増
し
た
こ
と

に
よ
る
。
ま
ず
、
戸
数
が
増
え
た
ゞ
）
と
で
組
に
分
け
、
そ
れ
が

十
数
組
に
な
っ
た
た
め
に
地
域
で
班
に
分
け
た
。
そ
の
た
め
、

班
ご
と
に
一
か
ら
組
番
号
が
つ
く
形
で
は
な
く
通
し
番
号
に
な

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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図表3-112桃園の内部区分 っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
班
が
二
つ
に
分
か
れ
た
。
他
の
大
字

に
見
ら
れ
る
最
寄
と
組
の
成
り
立
ち
と
は
全
く
違
う
形
成
が
な

さ
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
戸
数
が
増
え
る
た
び
に
組
が
つ

く
ら
れ
て
い
き
、
組
番
号
は
組
の
で
き
た
順
に
つ
け
ら
れ
た
の

で
、
大
き
な
数
字
の
組
は
規
則
な
く
班
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

区
の
役
員
は
、
区
長
・
副
区
長
・
会
計
各
一
名
、
理
事
八
名
、

会
計
監
査
二
名
、
参
与
三
名
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
聖
心
班
を
の
ぞ
く
各
班
に
班
長
が
置
か
れ
、
班
ご
と

に
防
災
委
員
・
衛
生
委
員
・
交
通
安
全
委
員
各
一
名
が
い
る
。

区 班 刺1
ﾉ1ﾕL

l～3．15．26

サンハイツ・法人

コ ーポ商 ｜崎

一班A

桃

３２●池
Ｃ

・
名

Ⅳ
東

■
●

６
５

１
２

一班B

４２■

４
０

９
１
２

》
一
■

（
ハ
リ
ハ
ｕ
Ｊ

４
１
１

＝二

|淡’

匹｜

聖心

一
）
れ
ら
委
員
の
委
員
長
は
理
事
が
務
め
、
理
事
は
そ
の
ほ
か
ゴ

ミ
減
量
推
進
委
員
・
総
務
・
文
書
事
務
・
公
民
館
管
理
・
街

灯
・
公
民
館
活
動
・
遊
園
地
・
青
少
年
育
成
・
道
・
水
路
・
広

と
う
め
い
か
い

報
の
委
員
を
兼
任
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
桃
明
会
（
老
人
会
）

会
長
、
子
ど
も
会
会
長
な
ど
の
各
種
団
体
長
が
置
か
れ
て
い
る
。

組
の
多
く
に
組
長
が
置
か
れ
て
（
組
長
を
置
か
な
い
組
は
七

つ
）
、
そ
れ
ら
の
組
に
は
体
育
委
員
各
一
名
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
体
育
委
員
は
区
の
運
動
会
の
役
員
で
、
体
育
委
員
長
は
理

事
が
務
め
る
。
な
お
、
運
動
会
と
神
社
祭
典
当
番
は
一
班
Ｂ
と

四
班
が
合
同
し
、
全
体
で
四
つ
の
班
に
分
か
れ
て
行
う
。

桃
薗
神
社
と
「
神
社
明
細
調
」
に
よ
る
と
、
桃
薗
神
社
は

御
嶽
神
社
桃
園
親
王
と
号
し
た
貞
純
親
王
を
祭
神
と
し
、

一
七
九
四
（
寛
政
六
）
年
に
創
建
さ
れ
た
。
文
書
中
の
「
古
老
の

口
碑
」
に
は
、
貞
純
親
王
が
千
福
村
の
山
城
に
住
ん
で
い
て
亡

く
な
っ
た
の
で
、
定
輪
寺
境
内
続
き
の
山
中
に
埋
葬
し
、
石
の

祠
を
建
て
た
と
伝
え
て
い
る
。
桃
園
親
王
塔
は
、
一
九
○
四

（
明
治
三
十
七
）
年
に
鈴
木
農
場
内
の
山
中
で
発
見
さ
れ
、
発
見

943



第24章桃 園

の
経
過
を
刻
ん
だ
石
碑
と
と
も
に
桃
薗
神
社
境
内
に
納
め
ら
れ

て
い
る
。

桃
薗
神
社
の
祭
礼
は
、
従
来
十
月
九
日
で
あ
っ
た
が
、
近
年

九
日
よ
り
前
の
日
曜
日
と
な
っ
た
。
神
社
で
式
典
を
し
て
、
神

Ｈ
導
勝
隆
田
鷺
翻
鑑
篭

厩
■
旬
営
■
■
蘭
瀦
晒

ｌ
■
■
弧
向
風
域

■
■
爵
１
■
〆

写真3－120桃薗神社の祭り

輿
が
出
る
。

桃
薗
神
社
に
は
区
の
公
民
館
が
隣
接
し
て
い
る
。
一
九
七
六

（
昭
和
五
十
一
）
年
に
区
で
協
議
し
、
氏
子
総
代
が
神
主
に
頼
ん

で
こ
の
よ
う
に
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
公
民
館
に

は
弘
法
大
師
像
と
掛
け
軸
が
あ
り
、
毎
月
二
十
日
の
大
師
講
が

行
わ
れ
る
。

御
嶽
神
社
は
、
「
御
嶽
神
社
縁
起
」
の
碑
に
よ
れ
ば
、
大
国

主
ノ
神
・
開
運
繁
盛
ノ
神
・
少
名
彦
ノ
神
・
薬
種
健
康
ノ
神
を

祭
神
と
し
て
、
一
七
五
六
（
宝
暦
六
）
年
に
定
輪
寺
住
職
が
愛
騰

山
の
安
泰
や
村
人
の
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
て
、
木
曽
の
御

嶽
神
社
か
ら
分
神
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
後
に
不
二
農
園
の

敷
地
内
に
な
り
、
岩
下
清
周
が
信
仰
の
違
い
の
た
め
に
村
人
に

守
護
を
委
託
し
、
七
戸
の
共
有
地
で
あ
っ
た
現
在
地
に
移
転
し

た
。
そ
ば
に
山
神
社
が
あ
る
。

宗
祇
に
ゆ
か
定
輪
寺
入
り
口
に
は
羅
漢
や
地
蔵
菩
薩
が
あ

り
の
石
造
物
り
、
境
内
に
は
宗
祇
の
墓
所
で
あ
る
宝
筐
印

塔
が
あ
る
。
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こ
こ
に
、
一
七
九
二
（
寛
政
四
）
年
七
月
二
十
九
日
に
宗
祇
の

三
百
年
遠
忌
を
記
念
し
た
碑
と
灯
籠
が
あ
る
。
碑
は
遠
忌
に
当

た
っ
て
宗
祇
の
霊
前
に
手
向
け
ら
れ
た
俳
譜
を
、
富
沢
村
の
渡

辺
虎
杖
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
○
一
（
享

写真3 121 宗祇五百年祭記念句碑除孫式

（杉山義則氏所蔵）

和
元
）
年
の
三
百
年
遠
忌
記
念
碑
は
、
江
戸
と
三
島
の
文
人
な

ど
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
宗
祇
遠
忌
が
地
元
の
み
な
ら

ず
、
広
く
こ
の
時
代
の
文
人
た
ち
の
関
心
事
で
あ
っ
た
と
い
え

、
ｒ
エ
ン
ヘ
ノ
Ｏ

二
○
○
○
年
十
月
に
は
宗
祇
五
百
年
祭
と
し
て
法
要
や
記
念

行
事
が
行
わ
れ
、
句
碑
「
世
こ
そ
秋
ふ
じ
は
み
ゆ
き
の
初
嵐
」

の
建
立
や
宗
祇
墓
所
旧
跡
地
の
整
備
が
は
か
ら
れ
た
。

は
な
ぞ
の

花
園
橋
近
く
に
は
、
一
七
二
一
（
享
保
六
）
年
の
道
祖
神
の
ほ

か
に
、
八
体
の
馬
頭
観
音
な
ど
が
あ
る
。
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